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イントロ　さくら色の誓い







　普ふ通つうの男の子になりたかった。

　別にカッコよくなりたいとか、スポーツマンとかじゃない。ただ、周りから当たり前に接してもらえるようになりたかった。

　目元までかかってる少し伸のびた前まえ髪がみを、くるりと指に巻きつけてみる。

　高校生になって、二ヶ月と少しがすぎた。

　入学式のときは満開だった校庭の桜も、今はすっかり葉桜になってる。

　それでも、僕は桜の木を見るたび思い出すんだ。





　さくら　さくら

　野山も里も　見わたす限り






　耳の奥おくにリフレインするのは、小学校の時に習った童どう謡よう。

　その日、河原には桜が満開だった。

　彼女は桜を見ながら、綺き麗れいな声で歌っていた。





　かすみか雲か　朝日ににおう

　さくら　さくら　花ざかり






　まだバターとマーガリンのちがいも言えないくらい、小さい頃ころの記き憶おく。

　目をつぶれば、まぶたの裏、昨日きのうのことのように広がる薄うす紅べに色いろの風景。

　シロツメクサに覆おおわれた河原に僕らは並んで座っていた。両側には桜が満開で、風にゆられてはらはらと舞まう。舞い落ちた花びらは川の流れに乗り、桜色の波となって流れていく。

　でも、肝かん心じんの彼女の顔だけは、ぼんやりと霞かすんでいた。

　どこの誰だれかも、顔さえも覚えていない。

　だけど、それが僕の、初恋だった。




　名前も聞いてない、たった一度だけ出会った子のことをずっと想い続けてるなんて、少女マンガの主人公みたいじゃないか、とか思ったりするけど、こればっかりは仕方ないよね。

　はぅ、とため息をつく。

　朝の教室で、頰ほお杖づえを突つきながら窓の外を見る。

　このままじゃいけないことは、ずっとわかってた。ただ、きっかけがなかっただけなんだ。

　手の中には、ずっと大切にしていたウサギの人形。そっと握にぎり締しめながら、僕は誓ちかったんだ。




　男らしくなってやる！
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　思い切って悩なやみを打ち明けた親友は、ずいぶん長い時間をあけてから呟つぶやいた。

「えっと、いま、なんて言った？」

　うまく聞き取れなかったらしい。戸と惑まどったように聞き返してくる。

　呼吸を整えて、もう一度、はっきりと告げる。




「男らしく、なりたいんだ」




　親友の武たけ一いちは、幼い子供たちがごっこ遊びをしているのを見てずっと昔に通り過ぎた少年時代のことを思い出したようにふっと笑い、窓の外に視線を向けた。

「……あぁ、今日きようは空が青いな」

「おもっきり曇どん天てんだよ！」

　指差す。青い部分は一箇所もない曇くもり空ぞら。

　今は昼休み、僕たちは教室の隅すみ、窓際の席で向き合っていた。

　あきらめたように、武一は僕の方に視線を戻もどす。

　武一の外見を一言で表すと、いかにも運動が得意そうな男子、だった。茶色っぽい短めの髪かみ、背が高くて細身だけど筋肉がっしり。女の子にも人気のあるバスケ部のエース。僕の、小学校の頃ころからの親友だ。

「なぁ、ハル。努力に限界はないっていうけど、努力が通用するのはある程度までだからな。人には、どんなに足あ搔がいても、できることとできないことがある」

「……なにが言いたいんだよ」

「もし俺おれが、ものすごい努力をしたとしてＮＢＡのスター選手になれると思うか？　お前が言ってるのはそういうことだ。だから……男らしくなるなんて夢は、あきらめろ」

「そんなに高いハードルじゃないだろっ！」

　ぱしぃん、と机を叩たたく。

「そりゃ、僕は体力ないよ。力だって弱いよ。この前、腕うで相撲ずもうしたら妹に負けたよ。でも、そんなの、これから頑がん張ばれば克服できる、そうだろっ」

　武一は聞こえなかったように顔を逸そらした。足元に擦すり寄よってきた子犬を愛でるようにふっと笑って、教室の方を振ふり向むく。

　そこにいる、昼休みを楽しいお喋しやべりで謳おう歌かしているクラスメイトたちを見ながら呟いた。

「……あぁ、砂すな原はらさん、今日も綺き麗れいだな」

「わざとらしく話を逸らすにもほどがあるっ！」

　思い切り叫さけぶ。ちなみに、砂原さんはこのクラスで人気のある女の子の名前だ。控ひかえめで清せい楚そな感じの優等生。文学少女って感じの子で、今も自分の席で詩集みたいなのを読んでいる。

　確かに、砂原さんは綺麗だけど。

　武たけ一いちは僕の叫さけび声ごえをさらに無視して続ける。

「このクラスは、ほんとに恵まれてるよな。知ってるか、学年トップスリーの美少女がこのクラスに集まってるんだ」

「へぇ……そうなんだ」

　少しだけ武一の話に興きよう味みが湧わいてきたので、のっかることにした。

　その中の一人ひとりは、もちろん砂すな原はらさんだ。でも、あとの二人ふたりがわからない。確かに、可愛かわいい子は多いと思うけど、砂原さんがダントツで他ほかにライバルはいない気がする。

「トップスリーって、誰だれなの」

「なんだ、知らないのか。まず砂原さんだろ、あと、小こ町まち」

「ええっ、うそっ!?」

　異議あり！　武一があげた名前に、思わず手を上げる。

　月つき島しま小町は、僕の幼おさな馴な染じみだった。

　そして、子供の頃の彼女は、最強のいじめっ子だった。

　ううん、いじめっ子というよりは、地域のやんちゃな男の子たちを束ねるリーダー。皆みんなを引き連れて、ちょっと危険な遊びをを率先してやってのける困った子供だった。

　中学になって空手を始めてからはずいぶん落ち着いたけど、幼馴染の僕は、小さい頃からずっと彼女の遊びにつき合わされて、危険な目にあってきたんだ。

　小町は中学三年の時に見事に空手の全国大会で準優勝し、日本で二番目に強い女子中学生になった。子供の頃、毎日のように彼女の考えた必殺技の実験台になっていたのも、その才能を開花させるためだったとすれば、少しは報われた気がするよ。

　だから、小町にくっつく形容詞は、強いとか格好いいとか猟りよう奇き的てきなとかで、可愛いじゃない。

「ハルは子供の頃の印象が強すぎて、フィルターかかってるだけだって。あいつ、高校なってから変わっただろ。明るくて話しやすいし、けっこう気になってるやつ多いんだぜ。タイプでいったら砂原さんとは真逆だけどな」

　フィルターっていうより、トラウマだけどね。

　でも、たしかにそうかもしれない。小町は中学校になってから急に女の子っぽくなった。クラスの男友達の中でも、よく話題になってるよ。

「それで、あと一人は？」

　武一はまた、部屋の掃そう除じをしていて子供の頃に転校していった仲のよかった友達の写真でも見つけたように、ふっと寂さびしそうに笑う。

　それから、遠い目で僕を見た。




「……お前だよ」

　一いつ瞬しゆん、意味がわからなかった。

　頭の中で、エコーする。

　……お前だよ。お前だよ。お前だよ。オマエダヨ。

　学年トップスリーの美少女がこのクラスに集まってるんだ。砂すな原はらさん、小こ町まち、お前だよ。

「そんなわけないだろっ！」

　ぱしぃん、と机を叩たたいて立ち上がる。

　でも、武たけ一いちは大マジで言い返してきた。

「本当だ。この学年トップスリーの美少女の一角は、お前だ。文ふみ野の春はる」

「僕は、男だよっ！　なに言ってんの！」

「それは、こっちの台詞せりふだ。なんなんだ、お前。なんで、そんなに可愛かわいいんだっ」

　武一が、いきなり強気で言い返してくる。

「今日きようという今日は言わせてもらう。おかしいだろ、なんで俺おれが男友達にドキドキしないといけねぇんだっ！　なんで年々、可愛くなってんだっ！」

　こんな逆ギレされたのはじめてだよっ。

　武一が大きな声で叫さけぶから、周りにいた生徒たちの視線を集めていた。

　なぜか、皆みんな、頷うなずいている。武一の意見に共感しているらしい。

　……なんて、ことだ。

　それは、子供の頃ころから言われ続けていた、僕のコンプレックスだった。

　どういうわけか、僕の外見は、男に見えないらしい。

　女の子に、見えるらしかった。

　毎日、鏡の前でにらめっこをしている。

　皆が言うほどじゃないと思うけど、確かに、男っぽくはない。

　小顔に大きな目、細い顎あご、形のいい眉まゆ、髪かみは短めに揃そろえてるけど、それだってショートヘアにしか見えない。

　手も足も、体の線も細い。自分の胸元を見下ろす。制服は一番小さいサイズを買ったのに、かなりぶかぶかだった。薄うすいというより平べったい胸板、シャツの隙すき間まから、日焼けあと一つない白い肌はだが覗のぞいてる。

　母かあさんからは、肌がツルツルで羨うらやましいだとか、髪が綺き麗れいで羨ましいだと褒ほめられる。妹からは、モデルさんみたい、とうっとりされる。メンズの洋服店にいったら「プレゼントですか？」って聞かれる。レディースデーのお店に入ったら割引される。銭湯に入ったら皆が顔を真っ赤にして逃げていく。

　今までも確かに……女の子扱あつかいされたり、からかわれたりはした。

　でも、でもだ。そこまで美少女だって持ち上げられたことはなかったはずだ。

　その疑問に、武一が答えてれる。

「しかも、高校になってからの可愛かわいくなり方は異常だっ。なんなんだ、高校デビューかっ。なんでデビューしてるんだっ！」

「してないよっ。っていうかさ、いくらなんでも砂すな原はらさんと並べるのはおかしいだろ」

「おかしくないっ。お前は自分がどれだけ人気があるか知らないんだ。ほら、これを見ろ、ファンクラブまであるんだぞ」

　と、武たけ一いちは胸ポケットから一枚のカードを取り出す。

　そこには、いつの間に取られたのか、窓際で頰ほお杖づえを付く僕の写真があった。その下には『ハルちゃんファンクラブ』という名前が書かれている。

　なんじゃこりゃー！

　もっかい言うよ。

　なんじゃこりゃーー！

　裏返すと、古ふる井い武一、の名前があった。

「なに入会してるんだよっ。しかも会員ナンバー３って創立時のメンバーだよねっ!?」

「仕方ねぇだろっ、お前が可愛いのが悪いっ！」

　すっごい逆ギレをされたっ。だめだ、ショックすぎて、返す言葉が見つからないっ。

「それなのに、男らしくなりたいだと！　ふざけるな、どんだけ男心をもてあそべば気が済むんだっ！」

　えー。えーーっ。なに、僕が悪いのっ。

　周りで、クラスメイトの男子たちがうんうんと頷うなずく。

　そういえば、高校生になってから何かが変わってるのは感じてたんだ。

　母かあさんの可愛いって褒ほめ言葉が、やらた増えてきたこととか。

　中学まで普通に接していた男友達が、なぜか最近よそよそしくなってることとか。

　靴箱に男子のラブレターがはいっていることとか。

　何回か体操服がなくなったこととか。

　妹が、自分の服を僕に着せようとしてくることとか。

　春のせいだと思っていた。

　高校生になったから、かもしれないとも思っていた。

　でも、どうやら違ったらしい。

「……問題は、僕だったのか」

「一つ、確認させてくれ、ハル。お前は、本当に、男なんだよな？」

「当たり前だよっ！」

　中学の時、一いつ緒しよに修学旅行いったよね！　一緒に温泉はいったよね！　それを信じないでなにを信じるんだよ！

　ふう、と目の前で武一が長く息を吐はく。さっきまでの熱を冷ますように。どうやら、それは武たけ一いちにとっても、この一ヶ月、ずっと言いたかったことらしい。

　ずいぶんクールダウンした声で、親友が聞いてくる。

「……悪かったよ。あんまり長いこと感情を胸に溜ためてたせいで、ちょっと昂たかぶっちまった。せっかく、お前が勇気を振ふり絞しぼって悩みを打ち明けてくれたのにな。もう一度、相談してくれないか？　お前の力になりたいんだ」

「……武一。いいの、こんな僕の相談を聞いてくれるの？」

「当たり前だろ。今の俺おれは、『ハルちゃんファンクラブ』のナンバー３じゃない。ただのお前の親友だ。さぁ、なんでも話してくれっ」

　うん、やっぱり君は僕の、たった一人の親友だよ。泣きそうになるのを堪こらえて、もう一度、込み上げてくる想いを口にする。

「男らしく、なりた」

「あきらめろ」

「早っ！」

　一いつ瞬しゆん、零こぼれ落おちそうになった涙なみだを返せっ。

「ハル、人には向き不向きっていうのがある。お前は、男の子には向いてない」

「性別に向き不向きなんてないよっ！」

　しばらく僕と武一は見つめあった。この前、アニマルプラネットで特集をやってたナワバリを主張しあうライオンの雄おす同士みたいに、視線で互たがいの主張をぶつけ合う。しばらくして、武一は顔を赤くして、我が慢まんできなくなったみたいに恥はずかしそうに顔をそむけた。やった、僕の主張が勝った、ってなんか違うよね、今のリアクションっ！

「もういいよっ、武一には頼たのまないっ。せっかく相談したのに、時間の無む駄だだったよ」

　ふん、と僕は親友から視線を外らす。

　僕だって忙いそがしいんだから。こんなことだったら、最初っから相談なんかせずに続きをやってればよかったよ。

　と、鞄かばんの中から、いま追い込み作業中の趣味を取り出す。最近は学校でも家でも、時間ができたらずっとこれをしてる気がする。

　しばらく続けていると、目の前で僕の作業をずっと見ていた親友が聞いてきた。

「……で、なにやってんだ、お前は？」

　ん。見てわからないのかな。

「マフラーを編んでるんだよ」

　編み物は、僕が大好きな趣味のひとつだった。手先はけっこう器用だし、単純な作業の繰くり返かえしがすっごく楽しい。なにより、出来上がった時の充実感といったらないよ。

　一週間前から編み始めたマフラーは順調に長くなってるけど、このままのペースでも間に合うかどうかぎりぎりだった。

「見りゃわかるっ、なんでいきなりマフラーを編みはじめたんだって聞いてんだよ」

「あ、これ、父の日にプレゼントするんだ。もうあんまり日がないから、頑がん張ばらないと間に合わないんだよね」

「いい子だなっ、って違う、間違ってるだろっ！　男らしくなるのはどこいったっ！」

「えっ、えっ……なにかだめ？」

「編み物は、一般的にいうと、男らしい趣味じゃないってことは知ってるか？」

「あ、うん。それは知ってるけど…………でも、好きなんだ」

「あのな、ハル。好きなのはわかるが、男らしくなりたいんなら、まずはそういう形から入っていかないと駄だ目めだと思うぞ」

「……そっか、わかった。僕、このマフラーが出来上がったら編み物は我が慢まんするよ。今年の冬までに、武たけ一いちにもマフラー作ろうって思ってたけど、やっぱりそれもなしだね」

「な……に」

　武一の動きが止まる。

　とつぜん流れ星の大群でも降ってきたみたいに、呆ぼう然ぜんとしている。それから、ちょっと顔を赤らめて視線を逸そらした後、勢いよく立ち上がった。

「あ、あのさ……やっぱ、好きなことに噓うそをつく必要はないと思うんだ。男らしさって、趣味とかそういう形じゃなくて、もっと内側から滲にじみでるものだと思うんだ。逆に、そうやって自分を曲げてるのが男らしくない気もするっつーかさ」

「え、うん！　そうだよね！　武一、今すっごいいいこと言ったよ。僕、編み物はやめなくてもいいんだね」

「おぉ、むしろどんどん編め。男らしくなるってのは、俺おれが別で相談にのってやるからさ」

「ほんとにっ。ありがとうっ」

　武一は腕組みして、なんだかわざとらしく、何か思い出したみたいに言ってきた。

「そういや今け朝さのニュースで見たんだけど、今年の冬は寒いらしいぞ、ハル」

「え、なんかいきなりだね。まだ六月なのに、もうそんな予報が出てるんだ。うん、まかせて。父とうさんのができたら、次は武一のがんばって編むから」

「お……おぉ。たのむな」

　なんだか、周りの男子のクラスメイトから、武一にすっごい冷たい視線が送られてる気がするけど、気のせいだよね。

　武一はしばらく何か悶もん々もんとした後、いろいろと言いたいことをぐっと押おし込こめたみたいな顔で、ぽつりと聞いてきた。

「じゃぁ聞くけど、なんで急に男らしくなりたいなんて言い出したんだ。この前までは、そこまで気にしてなかっただろ？」

「……ねぇ、武一。僕が前に、子供の頃ころに神かみ折おり川がわで溺おぼれた時に、女の子に助けてもらったって話したの覚えてる？」

「あぁ。『月ウサギの君』の話だろ。何度も聞いたよ。っていうか、そんな顔も名前もよくわからない昔の初恋をずっと想いつづけてるあたり、すでに乙女おとめチックだよな」

　余計な突つっ込こみは無視して、話を続ける。

　月ウサギっていうのは、ずいぶん前にはやった可愛かわいらしいウサギのキャラクターだ。額のところに三日月が付いている白いウサギ。子供の頃ころ、このキャラクターが大好きだった。

「……これ、今け朝さ、拾ったんだ」

　僕は鞄かばんの中から、小さな人形を取り出した。

　月ウサギの人形だった。

　裏返すと、そこには『ふみの　はる』という刺し繡しゆうがしてある。母かあさんが、僕のために縫ぬってくれた名前。子供の頃、ずっと大切にしていたものだ。

「……これ、ハルが前に言ってた人形か？　なんで、ここにあるんだよ。助けてもらった時に、『月ウサギの君』にあげたんじゃなかったっけ？」

　驚おどろいた声をあげる武たけ一いち。驚くのは当たり前だ。僕だってこれを見つけた時は、心臓から羽が生えて飛んでいっちゃいそうなほどびっくりしたんだ。

　確かにこれは、僕がずっと大切にしていた人形だった。でも、これを見たのは、本当に久しぶりだったんだ。

　小学校の頃、大切にしていたウサギの人形。

　母さんに貰もらった月ウサギは、どこにいくにもずっと一いつ緒しよだった。

「男のくせに、人形なんか持ってんじゃねぇよ」

　ある日、川南の町の子供たちにからかわれて、その人形を川に放り投げられた。

　僕はあわてて、人形を拾いに川の中に駆かけていく。

　そして、なんとか回収した直後、見事に、急流に足を取られて流された。

　情けない話だけど、僕は泳げない。

　あ、もう駄だ目めかも。

　そう思った直後、対岸から女の子が飛び込んできて、僕を助けてくれたんだ。

　その時、助けてくれた少女に、恋をした。

　河原にあがってから、彼女に何度もお礼をいい、それから何時間もお話をした。彼女は歌を歌ってくれたり、学校じゃ誰だれも興きよう味みを持ってくれないような季節の花やお菓子作りや編み物の話を楽しそうに聞いてくれた。

　僕たちは暗くなるまで一緒にいて、それから、お互いに離はなれたくないのを我が慢まんして別れた。まだ子供で、ちょっと恥はずかしかった僕らは、連絡先どころか名前も聞かなかった。

　彼女とはそれ以来、会っていない。




　もう顔もはっきりと思い出せない。

　でも、僕の胸の中には、ずっとその子がいた。

　別れ際、僕はその子に、大事にしていた月ウサギの人形をプレゼントしたんだ。武たけ一いちはその話をからかって、彼女のことを『月ウサギの君』って呼んでる。

　月ウサギの人形を見たのは、それが最後だった。




「新校舎と、古い校舎を繫つないでる渡わたり廊ろう下かあるよね。そこに落ちてたんだ」

　それが、意味するところは一つだけだ。

　この高校に、『月ウサギの君』がいるってこと。

「たしかに……川かわ南みなみの方に住んでる子だったら、高校で一いつ緒しよになる可能性はあるな。それで、男らしくなりたいってわけか。彼女とまた会った時のために」

「そう、そうなんだっ」

　目を閉じると、何度もイメージしたシーンが浮うかんでくる。




　夕焼けに染まる校舎の廊下、再会する僕たち。

「僕のこと、覚えてる？」「貴方あなたは、もしかして……」

　そして、彼女は僕に言うんだ。

「すっかり見違えたわ。男らしくなったね」

　あぁ、これが僕の、初恋。




「多くは望まないよ。ただ僕は、普通の男の子になりたい！」

　意気込んで勢いよく顔を近づけると、武一はそれよりさらに早いスピードで「おわっ」と、悲鳴をあげて仰のけ反ぞる。

「なに、びっくりしてんだよ」

「あ、当たり前だっ。いいか、今から勢いよく顔を近づけるのは禁止だ。ってか、なんでそんなにいい匂においなんだ。次にやったら抱だきしめるからなっ」

　なんだよ、そのペナルティっ。ちなみにいい匂いは、妹が選んでくる青リンゴの香かおりのシャンプーを一緒に使ってるからかな。

「武一、僕は真しん剣けんなんだ。いつ、彼女と運命的な再会をしてしまうかわからない。だから、早急に男らしくならないといけないんだ」

　顔を真っ赤にしたまま、武一は僕に向き直る。

「ハルの決意はわかった……俺おれも協力するよ。お前が、男らしくなれるように」

「……武一、ありがとうっ！」

　誓ちかいの握あく手しゆをしようと、そっと手を突つき出だす。

「ぉ、ぉおぅ」

「照れなくていいっ！」

　ソフトタッチで触ふれてきた親友の手に、早くも挫ざ折せつしそうになる。

　でも、男らしさについては、武たけ一いちは誰だれよりも頼たよりになるんだ。なんたって、僕が知ってる中で誰よりも運動神経がよくて、かっこよくて、女子にも人気なんだ。

「ま、この件は、俺おれにまかせとけ。明日あしたまでにとっておきのプランを用意しておいてやるよ。すぐにクラスの誰だれもが、もうお前のことを美少女だなんて言わないようにしてやる」

「うん、たのむよっ！」

　と、そこで、武一は何かに気づいたように笑う。

「……でもな、ハル。その前に、ひとつ確認しとかないといけないことがあるんじゃないか？」

　そう言いながら、僕の机の上にちょこんと立っている月ウサギの人形にデコピンした。
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　放課後、僕たちは渡わたり廊ろう下かにいた。

　中庭の真ん中を横断するように伸のびる屋根付きの通路が、二つの時代を繫つないでいる。

　僕らの通う神折高校には、校舎が二つあった。

　渡り廊下を挟はさんで手前が、最近建て替えられた真新しい新校舎。向こう側が木造の旧校舎だ。

　なんでこんなことになったかというと、二年前、この町がものすごい嵐あらしにあったからだ。

　二つあった木造校舎のうち、片方だけが倒とう壊かいして、片方だけが残った。どうせだったら二つとも直せせばよかったのにって思うけど、予算の都合とか、築五十年を数える旧校舎は歴史的な価値があるとかの理由でそのまま使われてる。

　各学年の教室や職員室は新校舎にあるので、放課後に渡り廊下を通る人はそんなに多くない。

　武一の、確かめないといけないこと、って言うのは、『月ウサギの君』は本当にいるのか、ってことだった。

　もし、彼女が月ウサギの人形を大切にしてくれてるなら、今いま頃ごろ落としたことに気づいて心当たりの場所を探してるはずだ。それが武一のアイデアだった。

　僕はもちろん反対した。だって、偶ぐう然ぜんの再会の方がロマンチックじゃないか。

　でも結局、武一に押おし切きられてしまった。

「なにかを成なし遂とげるために大事なのは、目標だよ。目標は具体的な方がいい」

　それが武一流のやる気を生み出す法則だった。それに、興きよう味みないんなら俺一人ひとりで探すけど、なんて言われて、放っておけるわけがない。

　そんなわけで、月ウサギの人形は、僕が今け朝さ拾った場所にちょこんと戻もどされている。

　僕と武一は新校舎側の入り口で立ち話をする振ふりをして、様子を見ていた。

「……本当に、探しにくるかなぁ」

　呟つぶやくと、武たけ一いちはうれしそうに笑う。

「やっぱり、気になるんじゃないか」

　そりゃそうだよ。こっちは小学校の頃ころからずっと想い続けてるんだ。どんな子になってるのか……ドキドキしないわけがない。

「さーて、どんな子が来るかな。男みたいな子の方が、ハルにはぴったり合うんじゃないか」

「あの子は優しくて可愛かわいくて、女の子って感じだったよ。っていうか、武一、楽しんでない？」

「そりゃ、俺おれだって、ハルの『月ウサギの君』の話は、子供の頃からずっと聞いてたからな。どんな子なのか気に……お、向こうから誰だれかきたぞ」

　旧校舎からひょこっと出てきたのは、同じクラスの人気者だった。

　砂すな原はらさん、名前はたしか、砂原琴。いや、カタカナでコトだった気がする。昼休み、武一が話していた、とっても綺き麗れいな女の子だ。

　真っ先に目を引くのが、腰こしまで届く流れるような黒くろ髪かみ。百ゆ合りの花びらのように瑞みず々みずしい白い肌はだ、小さな顔に端たん正せいな顔立ち。細い手足だけど、そこに華きや奢しやな印象はなくて、むしろ凛りんとした気品のようなものが漂ただよってる。古風、という言葉がぴったり似合うような女の子。

　砂原さんは僕らに気づかない。顔を下に向けているからだ。

　彼女は、明らかになにかを探していた。

　モップがけでもするみたいに、視線を廊下の左右交こう互ごに走らせている。

　僕と武一は顔を見合わす。

　まさか……だよね。

「なーにやってんの、二人ともっ！」

「うわぁっ」

　後ろから、元気いっぱいの声が聞こえた。

　びっくりして悲鳴をあげ、振ふり向むく。

　そこには、月つき島しま小こ町まちが立っていた。

　いつも元気な幼おさな馴な染じみ。勝気な鳶とび色いろの瞳ひとみに、表情筋が人より多いんじゃないかってくらいよく動く表情。その笑顔は、見ているとこっちまで元気になる気がするよ。肩かたまで届く髪をちょこんと頭の後ろで結んでいて、いつもリズムよく揺ゆれている。細身だけど、その中に秘められた力はヘビー級だ。戦せん闘とう力りよくを測ったら、きっと普ふ通つうの人より高めの数字がでると思う。服装は、短めのスカートに水色のベストを合わせたプチ改造制服。

「旧校舎に用事でもあるの？　あそこって今は、文科系の部室に使われてるだけだよね？」

　ぷにん、と柔やわらかい感かん触しよくが僕の頭の両サイドから当てられる。

　小町の手には、普通の女の子にはぜったいにないものがあった。

　高校に入ってから、授業中以外、ずっと手に柔らかい手て袋ぶくろをしている。この、ぷにん、はそのオープンフィンガーグローブの感かん触しよくだ。名前のとおり、パーができるグローブで、指の部分が切れて外にでるようになってる。空手部の顧こ問もんから、いつも付けてるように言われてるらしい。そのおかげで、こうやって頭をグリグリされる僕は大助かりだ。世の中には便利は発明をする人もいるもんだよ。

「ねぇ……なんで、僕にだけこんなナチュラルに攻こう撃げき的てきなの」

「え、だって、幼おさな馴な染じみじゃん」

「それ理由っ？」

　やっぱり、小こ町まちは小町だよ。皆みんなが言うような女の子じゃない。

「武たけ一いち、ぼけっと見てないで助けてよ」

「ハル……お前、自分がなんてもったいないことをしているかわかってるか。可愛かわいくてアグレッシブな幼馴染、同世代の多くの男子が求めているものを手に入れてるのに……お前がそんな外見だから、ちっとも羨うらやましく感じない！　俺おれは、このやるせなさをどこに持っていけばいい!?」

「知らないよっ。いいから助けてよ……うぅ、でも、子供の頃ころに比べたら全然ましになったけど」

　と呟つぶやくと、小町はぱっと手を放した。

「なしっ、いまのなしっ」

　今のってのはグリグリのことだよね。どう考えたってなしにはならないよ。

　それから、グローブを隠かくすみたいに手を後ろに回すと、可愛らしい笑顔を作って言ってくる。

「ハル、子供の頃のことは言わない、忘れよっ、ねっ」

　小町は、子供の頃に自分がいじめっ子だったのを言われるのが苦手だった。

　彼女が遊んでたつもりが僕にとって試練だったってことに気づいたのは、空手を始めたからだった。色んな相手と戦って、自分がいかにずばぬけて強いかわかったらしい。もうちょっと早く気づいてほしかったよ。

「で、二人は、こんなところでなにしてんの？　今日は部活ないから、ハルと一緒に帰ろうと思って探してたんだけどさ」

「あ……えっと、小町、悪いけど、今日は忙いそがしいんだ」

「あれ、なんか怪あやしいっ。ここんとこ物ぶつ騒そうだから、ハルを守ったげようと思ったのに」

「守るって、どういうこと？」

「決まってるでしょ。『赤あかい靴くつお化け』の噂うわさ、聞いたことない？」

　『赤い靴お化け』っていうのは、最近、神かみ折おり町まちで起きている奇き妙みような事件の通つう称しようだった。夜道を一人で歩いていた女の子が、灰色のお化けに襲おそわれそうになるっていう事件が連続して起きている。

　狙ねらわれた子には、二つの共通点があった。

　赤あかい靴くつを履はいてたこと。

　そして、女の子だったってこと。

「知ってるよ。だから、なんで僕が守られなきゃいけないんだって聞いるんだよ」

「え、あ、そっか。赤い靴履いてないもんね」

「そっちじゃないっ！」

「こんにちは、小こ町まちさん。こんなとこでなにをやってるのですか」

　と、背後から声が掛かけられる。

　小町は、僕の肩越しにその子と視線を合わせて、「おす」と手を上げる。

　振ふり向むくと、すぐ目の前に砂すな原はらさんが立っていた。あぁ、小町と喋しやべっていたせいで気づかれちゃったじゃないか。

「……おい、ハル」

　武たけ一いちがつぶやいて、肘ひじで僕の腕うでをつつく。

　すぐに、何が言いたいのかわかった。渡わたり廊ろう下かから、月ウサギの人形が消えていた。はっとして目の前の砂原さんを見る。その手には……なにも握にぎられてない。

　小町と話している間に通ったのは、砂原さんだけじゃなかった。

　他ほかにも何人か旧校舎の部室に向かう文化部のグループが通り過ぎてる。気づかないうちに、誰だれかに拾われちゃったらしい。

「うん、この二人ふたりが怪あやしいことしてたから、ちょっと取り調べしてたんだ」

「そうなのですか。お二人は仲がいいですね」

　と、砂原さんは僕と武一を見て、静かに微笑ほほえむ。うわ、なんだか緊きん張ちようする。

　なにも答えることができなくて、ははっ、と照れくさそうに笑うのが精せい一いつ杯ぱいだった。こう見えても、小町以外の女の子とはそんなに話したことないんだ。

　小町と砂原さんは、親しげに会話を続ける。

「コトちゃんこそ、どうしたの。旧校舎になにか用事？」

「ええ、部室にちょっと顔を出していたのですよ」

　砂原さんが何部なのか、小町は知ってるらしい。あぁ、そっか、と呟つぶやいて、右と左のグローブをパチンとぶつける。たぶんそこは、手のひらを打つところだよ。

「コトちゃんの入ってるクラブってあの旧校舎の魔ま女じよさんがいるところだよね。今度、部室に遊びにいっていいかな？　魔女さんにもちょっと会ってみたいし」

「ええ、もちろん。お待ちしていますよ」

　そう言うと、砂原さんは爽さわやかな微笑みを残して立ち去っていった。

　彼女が通った後を、ふわりと、花のようないい香かおりが追いかけていく。ところで、旧校舎の魔女さんって何者だろう。そんな七不思議のひとつみたいな名前、初めて聞いたよ。

「小町って砂原さんと仲いいんだね。なんか、意外だな」

「コトちゃん、すっごいいい子だよ。誰だれにでも優しいし、頭いいし、勉強とかわかんないとこ教えてくれるし、お菓子もたくさんくれるし、お弁当のおかずだってたくさんくれるんだ」

　あれ、なんか砂すな原はらさんを褒ほめてたはずなのに、途と中ちゆうから小こ町まちがお腹すかせてる子に聞こえてきた。

「やっぱり、見た目通りいい子なんだね」

　僕が言うと、さっきまで自じ慢まんするように友達のことを褒めていた小町が、急に寂さみしそうな目になった。

「……ハル、やっぱりああいう大人しい感じの子がいいんだ」

「え、うーん、別にそういうわけじゃないけど、なんか、女の子って感じだなって思って」

　次の瞬しゆん間かん、僕の視界は青一色になった。

　少し遅れて、顔に強い風が当たる。

　小町の拳こぶしが目の前にあった。青いのは、グローブの色だ。ものすごい速さで寸止めされたらしい、風圧で前まえ髪がみがふわりと舞まい上あがる。

「もう、ハルなんか知らないっ。『赤い靴くつお化け』に捕まっちゃえっ！」

　小町はそう言うと、くるっと背を向けて、短めのポニーテールをぷんぷんと揺ゆらしながら遠ざかっていった。

　なんか悪いこと言ったかな……うん、心当たりがまるでない。でも、子供の頃ころの小町なら、きっと寸止めじゃすまなかったからよしとしよう。

　ぽん、と武一が僕の肩かたに手を置いて言ってくる。

「な、小町、可愛かわいいだろ」

「どこがだよっ」

「ああっ、くそ。やっぱりお前に、あの幼おさな馴な染じみはもったいねぇっ。俺おれはこのやるせなさをどこに持っていけばいい？」

　武一は、また苦く悩のうするみたいに頭を抱かかえた。知らないよっ。

「……にしても、『月ウサギの君』がどんな子だったのか、わからなくなっちまったな」

「武一、これでよかったんだよ」

　正直、わからなくなってほっとしている自分がいた。

　彼女と出会うのは偶ぐう然ぜんがいいと思ってたし、もっと男らしくなってからがいいと思ってたんだ。

　この学校のどこかに、間違いなく、『月ウサギの君』がいる。そしてその子は、僕のあげた月ウサギを今も大事にしてくれてるんだ。それがわかっただけで、十分だった。
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　僕たちの住む神かみ折おり町まちは、大きく二つの地域に分かれていた。

　町の中央を流れる一級河川の神かみ折おり川がわ、その北側を川かわ北きた、南側を川かわ南みなみって呼んでいる。

　神折町は、川を挟はさんでまったく違う顔を見せる。それは、川南が古くからある町で、僕の住んでる川北が最近になって開発された新興の住宅街だからだ。

　橋を渡ると、風景はガラリと一変する。

　歴史を感じさせる旧家が並んで、まるでタイムスリップしたような気分になる。

　小学校、中学校は川北と川南でわかれているから、川北の子供はあんまり川南には来ない。川南の子供も同じだ。

　でも、僕は子供の頃ころから時々、こうやって一人で川南の町に遊びに来ていた。

　川南の町の雰ふん囲い気きがとても好きだった。それに、この町を歩くとドキドキする。

　この町のどこかに『月ウサギの君』がいるって思うからだ。

　小学校の時、川で溺おぼれた後、何度も川南に足を運んだ。もしかしたら、あの子に会えるかもしれないって思ったから。でも、奇き跡せきは一度だって起きてくれなかった。

　その代わりってわけじゃないけど、お気に入りの場所を見つけた。

　神折川の川辺に作られた小さな公園。人がいるのはほとんど見たことないし、花か壇だんがたくさんあるだけで他ほかにはなにもないけど、僕はここが好きだった。

　六月の今は、ぽつぽつと開き始めた紫陽花あじさいとツツジが花壇を埋めている。

　僕が初めてこの公園に来たときは、花壇は半分くらいが使われてなかった。ちょっとずつ苗なえや種を持ってきて、せっせと花壇に植えて、今ではほとんどの季節で花が楽しめるくらいいっぱいになった。パンジー、デイジー、ラベンダー、もちろん母の日用のカーネーションも忘れてない。

　地面には一面にシロツメクサが広がっていた。クローバーって呼ぶ人の方が多いけど、僕はシロツメクサって名前の方が可愛かわいい気がして好きだった。漢字だと白詰草。詰草っていうのは、むかし、割れ物とかを運ぶときに割れないように一いつ緒しよに詰めたからなんだって。可愛いうえに便利なんて、向かうとこ敵なしだね。

　なにか嬉うれしいことがあった時はここにきた。なにか辛つらいことがあった時も、やっぱりここにきて、花壇の手入れをしたり、ベンチに座って編み物をしたりした。

　鞄かばんから、編みかけのマフラーを取り出す。

　毛糸の間に、編み針を通すのを繰くり返かえしながら、今日きようのことを考える。

　『月ウサギの君』は、やっぱり同じ高校だったんだ。

　男らしくなろう。武たけ一いちが考えてくれるプランが、どんなのかはわからないけど頑がん張ばろう。

　今までも、何度か男らしくなろうって決意したことはあったんだ。筋トレしてみたり、小こ町まちに空手を教えてもらったりした。でも、どれも長くは続かなかった。

　だけど今度は違う、今度こそ、本気だよ。

　お花畑みたいな公園で、編み物をしながら誓ちかう。僕は、男らしくなるんだ！

　と、その時だった。

　ガサリ、と花か壇だんから音がする。

　音はツツジの花の中からだった。群生していた薄うす紫むらさきの花が揺ゆれて、その中から、白い顔がぽっと顔を出した。




　ウサギ、だった。




　ウサギはぴょこっと草むらから出てくると、鼻をひくひくさせながら辺りを見回す。

　可愛かわいいっ。左目のところがブチになっててすっごい可愛いよっ！

　思わず駆かけ寄よりそうになるのを、ぐっと堪こらえる。

　いま、男らしくなるって決めたばっかじゃないか。こんなところで、ウサギと戯たわむれるようじゃ男の子失格だよ。と自分に言い聞かせて、編み物に集中することにした。

　僕は小さな動物が好きだ。子猫や子犬やフェレットやハムスターが好きだ。中でも一番は、ウサギだった。

　この耳の形はネザーランドドワーフだね。目が赤くないし、日本種じゃない。ネザーランドはピーターラビットのモデルにもなったっていうウサギなんだ。野生じゃなさそうだし、どこかから逃げ出してきたのかな。

　ウサギはぴょんぴょんと跳はね出でてきて、それから僕を方をチラッと見てから、こいつは別に警けい戒かいしなくていいや、って感じで座り込んだ。

　視界の隅すみでウサギを見ながら、編み物を続ける。可愛らしい珍ちん客きやくは、なんだかそこにいるだけで僕を楽しくしてくれた。

　ガサリ、また花壇の中から音がする。

　まだ他ほかにも仲間がいたのかな。それとも今度は猫とか鳥とかかな。マフラーを編む手を止めて、顔を向ける。そこには、




　小さな女の子が、ぽすっと顔を出していた。




　えー。それはそれでびっくりだよ。

　女の子は、ウサギと同じように顔をきょろきょろ動かして、ぴたっと狙ねらいを定める。どうやら、ウサギを追いかけてきたらしい。

　ちょっと変わった子だった。中でも目に付くのは、ピンク色の髪かみ。それも、染めているようには見えないくらい自然な色だった。まるで……桜の花みたいだ。両サイドで結ばれた長い髪は、ぴん、って孔く雀じやくの尻尾しつぽみたいに跳ねている。

　そっと、女の子がツツジの中から出てくる。僕はやっぱり視界の端はしっこに捉とらえたまま、しばらく様子を見ることにする。

　服装は、ショートパンツにピンク色のパーカー、そして、雨も降ってないのになぜか長なが靴ぐつだった。肩かたから紐ひもが掛かけられていて、背中に木の棒みたいなものを担いでいる。玩具おもちやのバットかなにかかと思ったけど、違った。あれは……木の棒に細長く切った白い階段状の紙が束ねてつけられた、神社とかでお祓はらいするときに使うやつだ。なんであんなモノ……どこかで拾ったのかな？　それとも、神社の子供とかなのかな？

　女の子は、わかりやすい忍しのび足あしで、音を立てないようにウサギに近づく。

　そして、距きよ離りが一メートルくらいに近づいたところで、ぱっと飛び掛かった。

　僕は編み物をしながら、視界の端っこでその様子を見つめていた。女の子の方もウサギに負けないくらい可愛かわいい。でも、だめだ。ウサギの俊しゆん敏びんさを甘あまく見すぎだ。

　ウサギはすぐに気づいて、ぴょん、って逃げる。

「あわー！」

　変な悲鳴をあげて、ぽてっとシロツメクサの中に倒たおれた。大だい丈じよう夫ぶかな、って思ってたらすぐに立ち上がる。もう忍び足はやめたらしい、てこてこって走ってウサギを追いかけて、

「あおー！」

　今度は、飛び掛る前に、何もないところで転んだっ。なんでっ！

　だけど女の子はへこたれない。すぐに起き上がる。うん、強い子だよ、がんばって。

　今度は、背中に背負っていた、神社のお払いに使う棒を手にとった。それを、大きく振ふりかぶる。え、それって……そんな風に使っていいやつなのっ。

　女の子はウサギめがけてジャンプ、思いっきり振り下ろす。それじゃ、ウサギさんが怪け我がするよっ。でも、今度もウサギの勝ちだった。ぴょんっと跳ねて、女の子の頭の上に着地。そのままもう一度ジャンプして跳び越えていく。

「あうあー！」

　完全に遊ばれてるよっ。

　派手に転んで、ころころとシロツメクサの上を転がる女の子。

　もう、見てられなかった。

　マフラーを鞄かばんに仕し舞まって、駆かけ寄よる。

「ねぇ、大丈夫？」

　女の子は、そこでやっと僕がいたことに気づいたらしい。ちょこっと顔を上げて、にはっ、と笑顔を浮うかべる。

「おぉ、きれいなねーちゃんだ」

　姉ねえちゃんじゃないけど、とりあえずそれを訂正するのは後回しだ。

「すごいハデにこけてたけど、怪け我がとかしてない？」

「しんぱい、むよう」

　女の子はそう言って、持っていた神社のお払い棒を杖つえ代わりに使って、ぴょんと跳はねるみたいに立ち上がる。だから、それ、そんな風に使っていいの？

　それから、きょろきょろと公園を見回す。ウサギは、公園の出口のすぐ手前で立ち止まって、僕らの方を見ていた。

「あのどうぶつ、なかなかはやいな」

「動物じゃなくて、ウサギさんね」

　首をかしげて、女の子が見上げてくる。ちっちゃな鼻が、ヒクヒクしていた。

「うさぎさんは、どうぶつさんじゃないのか？」

　いや、動物だけどさ。え、動物さん？　まぁ、いいや。

「あのウサギ、君のペット？　だったら、つかまえるの僕も手伝うよ」

　おぉ、と言って女の子の鼻がぷくっと膨ふくらむ。

「それがいい、てつだわれてやる！」

　うわ、なんかずいぶんな言い方だね。

「わたりにふね、とはこのことだ！」

　それ、意味あってる？

　女の子は洋服についたシロツメクサを払って、神社のお払い棒を担ぎなおしてから、ウサギに向き直る。

　話が聞こえていたように、ウサギはぴょんって公園の外に逃げ出した。僕らは、そのちっちゃなお尻しりを追いかける。

　ウサギは思ってた以上に素早かった。何度も見失いそうになりながら、川南の町を二人ふたり並んで走る。

　しばらく走っていると、突つき当あたりに出た。でも、行き止まりってわけじゃない。正面の少し高台になった場所へ、石段が続いている。

　ウサギは、ぴょんぴょんと石段を上っていく。あぁ、せっかく追い込んだと思ったのに。

　でも、ウサギが石段を上るのを見て、女の子は立ち止まった。

「やりました！」

　と、ちっちゃい拳こぶしをガッツポーズみたいに振ふり上あげる。喜んでるみたいだ。あと、この子のちっちゃい拳は、こぶち、って呼んだ方がいい気がする。

　でも、どういうこと？　この先になにかあるの？

　石段の脇わきには苔こけむした石柱が立っていて、『歌うた祓はらい神じん社じや』って名前が彫ほられている。

　神社……ちらっと、この子が背負ってるお払い棒を見る。やっぱり、神社の子供だったのかもしれない。

　とりあえず、僕はその子と一いつ緒しよに、石段を上っていった。

　その先には、川かわ南みなみの町の中でもひときわ歴史を感じさせるような、小さな社やしろがあった。

　古く寂さびれた拝はい殿でん、閑かん古こ鳥どりさえ鳴くのを諦あきらめたような境けい内だい、奥おくにはご神木なのか幹みきにしめ縄なわが巻かれた立派な桜の木がある。

　静かな場所だった。

　拝殿へと続く参道の真ん中に、ずっと追いかけていた白いお尻がある。

　賽さい銭せん箱ばこの前の石いし畳だたみに、ちょこんとウサギが座っていた。

　どうやらそこに転がっていたニンジンを食べてるみたいだ。

　可愛かわいいなぁ、でも、なんであんなところにニンジンが落ちてたんだろ。

　次の瞬しゆん間かん、




「たあぁぁぁっ！」




　拝殿の扉とびらが開き、勢いよく巫み女こさんが飛び出してきた。

　手には、日本刀がある。

　……なに、これ。

　賽銭箱を飛び越え、空中で体を捻ひねり、ウサギに向かって刃を振ふり下おろす。

　ギン、切っ先が石畳に突つき刺ささる。

　寸での所で、ウサギはぱっと横に避よけていた。

　巫女さんは片かた膝ひざをついたまま、逃げていくウサギを振り向き、悔くやしそうに呟つぶやく。

「……逃しましたか」
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　やってることは置いといて、どっからどう見ても巫女さんだった。

　赤い袴はかまに白びやく衣え、長い黒くろ髪かみをゆったりと風に揺ゆらしている。手に持ってる刀は、柄つかの部分が木で出来ていて、武器っていうより神社とかに飾かざってある御神刀みたいだった。

　顔はよく見えなかったけど、歳としは僕とそう変わらないみたいだ。

　でも、そんなこと、今は問題じゃない。

　なんだよ、このシュールな光景っ！

　なにやってんの、このひとっ！

　彼女はゆっくりと立ち上がると、真しん剣けんな表情で刀を構え直す。

　境内を風が吹ふき抜ぬけ、黒くろ髪かみを揺ゆらした。

　巫女さんの横顔が、ちらりと見える。

　その顔には……どうしようもなく見覚えがあった。

　彼女は、凜りんとした声で告げる。ウサギに向けて。




「お覚かく悟ごを。砂すな原はらコト、推おして参ります」




　同じクラスの、砂原さんだった。

　今日きようの昼休みに武たけ一いちが話していた、学年で一番の美少女。いつも控ひかえめで、優しくて、なにを隠かくそう僕だって彼女に憧あこがれている一人ひとりだった。

　でも、僕が彼女に抱いだいていた印象は、間違っていたかもしれない。

　目の前の光景は、どう考えてもおかしかった。

　砂原さんが駆かけ出だす。

　僕は慌あわてて、その目の前に飛び込んだっ。

「だめだよっ！」

　砂原さんは僕に気づいてなかったらしい。

　いきなり飛び込んできた人ひと影かげに驚おどろいて、目を見開く。

　ぶつかる、と思った直前、

　彼女の体が横に倒たおれた。

　避よけようとして、転んだらしい。

　ひゃわんっ、って変な悲鳴をあげる。派手に倒たおれこむと、刀を手放して、ごろごろと境けい内だいを転がっていった。

　うわ、すっごい痛そう。

「コトーっ！　しぬなー！」

　女の子が、慌あわてて砂すな原はらさんに駆かけ寄よっていく。いや、そんな大げさな事じ故こじゃないから。

「はぅう……強く激しく痛いです」

　と呟つぶやきながら、砂原さんは立ち上がる。

　白びやく衣えは砂だらけだった。強く激しく打ったらしい頭を抑おさえている。

　助けようとしたのがわかったのか、ウサギが僕に駆け寄ってきて足元にすりすりしてくる。

　ぱっと、ウサギを抱かかえ上あげた。女の子が気づいて、ちょこちょこ近寄ってくる。それから、ウサギを渡わたせ、って感じで右手を突き出してきた。

「うさぎは、こっちであずかった」

「預かってないっ。駄だ目めだよ、ウサギをいじめるような子には渡せないからっ」

「こうなったらさいご、ぶつしかないな！」

　そう言うと、勢いよく左手を振ふりかぶる。

　わぁ、ジャイアニズム。でも、そんなこぶち、ちっとも怖こわくないから。

　僕がまったくひるまないのを見て、女の子はこぶちを引っ込める。代わりに、担いでいたお払い棒を両手で振りかぶった。それはさすがに痛そうだよっ。っていうか、そんな使い方しちゃ駄だ目めだろっ。

「ヨミさん、御ご幣へいをそんな風に使ってはいけませんよ」

　と、後ろから声がする。

　砂じや利りを踏ふみしめる音。頭を抑えながら、ゆっくり砂原さんが近づいてきた。あのお払い棒は、御幣って呼ぶんだ、初めて知った。

「こんなところで会うなんて奇き遇ぐうですね、文ふみ野のくん」

　凛りんとした声で、僕の名前を呼ぶ。

　砂原さんが真っ直ぐに見つめてくる。その瞳ひとみは、たくさんの秘密を詰つめ込こんだ水すい晶しようのように不思議な引力を持っていた。




　…………綺き麗れい。




　さっきの奇き行こうを一いつ瞬しゆんだけ忘れて、吸い込まれそうになる。

　だめだよっ。頭を振って、しゃきっとさせる。

「どうして砂原さんが、そんな格好で、ここにいるの？」

「おや、知らなかったのですか。川かわ南みなみの学校では有名だったのですが……ここは私の家で、私はこの神社の巫み女こなのですよ」

　たしかに、砂すな原はらさんの巫女姿はとても似合っていた。いや、似合ってるっていうのとは違う、着こなしているというか……堂に入ってるってほど馴な染じんでいた。

「文ふみ野のくんこそ、どうしてヨミさんと一いつ緒しよにいたのですか？」

　ヨミ、というのが女の子の名前らしい。ヨミちゃんはちらっと僕を見て、砂原さんに向けて答える。

「うさぎをつかまえるの、てつだわれた」

「そうだったのですか。じゃぁ、ヨミさん、ちゃんとお礼をいわないといけませんよ」

「おぉ！　それがさきだった」

　ヨミちゃんは御ご幣へいを下ろすと、ぺこっと頭を下げる。両サイドで束ねられた髪かみの毛けが、それに合わせてくるんって回る。

「ありがとな」

「え、あ、うん。どういたしまして」

　それを見て、砂原さんは胸の前で、ぽんぽん、と指先で手を叩たたく。

「はい、これでお友達になれました。ということで、文野くん、ウサギを渡わたしてくれますか？」

「うん、わかった、って、ならないよっ！」

　砂原さんとヨミちゃんは、どこで間違ったのでしょう、って感じで不思議そうに顔を見合わせる。出会ったとこから間違ってるからっ！

「砂原さん……さっき、こんな可愛かわいいウサギに、ひどいことしようとしてたよねっ！」

　砂原さんは表情一つ変えなかった。百ゆ合りの花を思わせるような清せい楚そな笑顔で答えてくれる。

「文野くん、それは誤解です」

「誤解ってどいうこと！　ちゃんと説明してっ」

「えーと、ですね。あの、そうですね、だから、誤解なのですよ！」

　うわ、自信満々に言い切った。

「とにかく、ウサギを返してください。悪いようにはしませんよ」

　言いながら、そっと地面に落ちていた刀を拾う。

「ついでに、今ここで見たことも、すべて秘密にしておいて頂けると助かるんですけれど」

　首筋に冷たい刃は物ものでも押おし当あてられたように、ゾクリとした。

　笑顔のままだし、丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいだったけど、どこか人を縛しばるような強さを秘めていた。それは、学校で控ひかえめに笑っている時と同じだったけど、まったく違うものだった。

　……なんか、この子、普ふ通つうじゃない。

　腕うでの中で、ラビ太が僕の方をちらりとみる。まるで、見捨てないでって言ってるみたいだった。ラビ太っていうのは、もちろんこのウサギの名前だ。見捨てるわけないよ、ラビ太。

　まかせて、僕が、君を守るから。

　頭の中で、カウントダウンをする。三、二、一。

　背中を向けて、全速力で駆かけ出だした。それこそ、脱だつ兎とのように。

　砂すな原はらさんが何か言ってくる。でも、もう聞こえない。石段を転がるように下りる。

　振ふり向むくと、砂原さんは来てなかった。代わりに、ちっちゃな追っ手がいた。

　ヨミちゃんが必死で追いかけてくる。あ、こけた。大だい丈じよう夫ぶっ、って駆け寄りたくなるのをぐっとこらえる。すぐに立ち上がる。あわー。強い子だよ。がんばって、って僕が応おう援えんしちゃ駄だ目めだ。追ってくる。あぁ、またこけた。あうあー。もう知らないよっ。振り返らないと決めて走り出す。

　沈しずみかけの夕日が、川かわ南みなみの町を走る僕を見下ろしていた。

　胸の中では、僕が守ったラビ太が、安心したように丸くなってる。

　ウサギを抱だきしめて、ちっちゃな女の子と全力で追いかけっこをしながら、僕はちょっとだけ、自分が男らしくなった気がしたんだ。
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　朝の教室は、授業が始まる前の倦けん怠たい感かんで溢あふれていた。

　僕も例に漏もれず、机の上に突つっ伏ぷしている。でもそれは倦怠感っていうより、ただの寝ね不ぶ足そくなんだけど。

　ラビ太は、僕の部屋で保護することにした。

　いくら少し男の子っぽくなったっていっても、さすがに同じ部屋に可愛かわいいウサギがいてほっておけるわけない。それで明け方近くまで、僕はラビ太と戯たわむれていた。だって、ウサギって夜行性なんだから仕方ないよね。

　それにしても、昨日きのうの学園のアイドルとの出会いは衝しよう撃げき的てきだった。

　眠ねむたい目を擦こすりながら教室を見み渡わたす。砂すな原はらさんは、まだ来てないみたいだ。

　とりあえず、武たけ一いちがきたら相談してみよう。いつも頼たよりになる親友なら、きっといいアドバイスをしてくれるはずだ。

　と、思った傍そばから、親友の声がする。

「よぉ、ハル。どうした、元気ねぇじゃねぇか」

　朝から、潑はつ剌らつとした声で親友が近づいてくる。

「あ、武一。よかった、ちょうど会いたいなって思ったとこだったんだ」

「おい、こら。男同士なのにヘンな言い方するなよ。朝から抱だきしめられてぇのか」

「ヘンなこと言ってるのはそっちじゃないか、って近い、近いよっ！」

　ちょっと本気な目で迫ってきた親友を、鞄かばんを盾たてにして押おし返かえす。

　冗じよう談だんだって、って武一は笑うけど、なんか一いつ瞬しゆん、殺気みたいなの感じたのは気のせいなんかじゃなかった。気のせいなんかじゃなかったよ。

「……で、なんかあったのか？　いつにも増して弱々しいぞ。あぁ、弱ってる女の子ってなんでドキドキするんだろうな。俺おれってエスなのかな」

　僕を見ながら、そんなこと言わないでよっ。

「あのさ、武一。ちょっと聞いて欲しいことがあるんだけど」

　話し出そうとした時だった。




「おはようございます、文ふみ野のくん」




　後ろから、声がした。

　振ふり向むくと、百ゆ合りの花を思わせるような清せい楚そな笑みを浮うかべて、砂原さんが立っていた。

　真っ直ぐに目が合った途と端たん、鼓こ動どうが速くなる。

「……なんで」

　思わず、そう聞いてしまった。

　昨日きのう、あんなことがあったのに、なんで僕に、そんな笑顔で挨あい拶さつできるんだよ。

　砂すな原はらさんは答えない。そのままくるっと背中を向けて、自分の席に戻もどっていく。でも、わざわざ答えを聞かなくたってわかっていた。

　決まってる。昨日きのうのことを誰だれにも話すなって、プレッシャーをかけにきた……んだよね。

「あれ、砂原さんといつの間に仲良くなったんだ？」

「べ、べつに、仲良くなんかなってないよ」

「ふーん、まぁいいけど。で、話したいことってなんだよ？」

「いや、えーと、別に、なんでもない。大したことじゃなかった」

　結局、言えなかった。昨日の刃を突つきつけられたような圧あつ迫ぱく感かんを思い出して、言葉が臆おく病びようなカタツムリみたいに引っ込んでいく。

　武たけ一いちは少しだけ不思議そうな顔をしたけど、すぐに切きり替かえて言ってくる。

「ならいいけどな。それより、ハル。昨日いってたプラン考えてきたぞ。名づけて『あすたー作戦』だ。今日きようの放課後には、この学校中の誰もが、お前のことを美少女なんて言わなくなる」

「ほんとに？　そんな方法が、あるの？」

　武一は窓の外に顔を向ける。突つき抜ぬけるような青空だった。

「今日の五限目は体育だろ。女子はプール、男子は持久走だ、こんないい天気なのにな。サボるにはぜっこうのコンディションだと思わないか？」

　武一の表情には、たまに見せる悪戯いたずらっ子みたいな笑顔が浮うかんでいた。





＊






　生まれて初めて、授業をサボった。

　プール開きだった。

　神かみ折おり高こう校こうでは、体育の授業は二クラス合同で行われる。梅つ雨ゆの合間を縫ぬうようにはじまったプールの授業は、男女交こう互ごに受けることになっていた。

　今いま頃ごろ、クラスの男子たちは、グランドをぐるぐると回ってるはずだ。

　皆みんなには少しだけ申し訳なく思う。でも、僕にもゆずれない理由があるんだ！

　そんなわけで、僕と武一は、女子のプールの授業を覗のぞいていた。

　僕たちはプールのすぐ横にある茂しげみの中に身を潜めている。

「ねぇ、武一……僕、武一を信じてここまで付いてきたけど、本当にこれでよかったの？」

「当たり前だ。これはお前を男にするための特別授業だ。いいか、お前に足りないのは、体力でも筋力でもない、野性だ。女子のプールの授業を見ることで、お前の中の男性ホルモンの働きが活発になって男らしくなる。内なる野性を解放するんだ。これは医学的にも証明されてる方法だからな」

「ホントに？　なんだか、すごく胡う散さん臭くさく聞こえるんだけど」

「噓うそじゃねぇって。そのための一番の近道が『あすたー』と叫ぶことだ。ある学説によるとな、人間は抑おさえられていた野性を解放するとき無む意い識しきにこの叫び声を発するらしい」

「なにそれ、聞いたことないよっ」

「『あすたー』ってのは人類が始めて発したとされてる言葉だ。生まれたのは、まだ俺おれたちのご先祖が石器の槍やりや斧おのを持ってマンモスを追いかけ回していた時代で、なんと求愛の言葉だったらしい」

　すっごく噓っぽいけど、人類が始めて喋しやべったのが求愛の言葉だったなんて、ちょっとロマンチックだね。僕、こういうのに弱いかも。

「まぁ、求愛っつっても狩しゆ猟りよう時代の話だし、好きだとか愛してるとかってんじゃなくて、もう辛しん抱ぼう堪たまらん、って感じだったんだろうけど」

　あぁ、台無しだよ、武たけ一いち。

「俺たちの遺伝子には今も『あすたー』が刻きざまれている。いいか、ハル、お前も『あすたー』と叫んで野性を開放するんだ」

「……武一、僕をからかってるんだよね？」

「なにを言う、俺を信じろ。もうすぐ、お前は誰だれもが認める一人前の男になる。俺がお前を騙だましたことがあるか？」

　心の中に浮うかんでいた大盛りのハテナを、頭を振ふって吹き飛ばす。

　僕のために授業をサボってまで頑がん張ばってくれてるんじゃないか。それを疑うなんて、人としてどうかしてるよ。

「そう……だよね。うん、武一を信じるよ」

　親友は、僕が頷うなずくのを確認してから、そっとポケットからオペラグラスを取り出した。では、と呟つぶやいて、プールに視線を向ける。

「……なんか、準備いいね、武一」

「あ、なんだその目は。あれだぞ、これはお前のために持ってきたんだし、おおぉ。俺もお前のために心を鬼おににして付き合ってるだけだからな。ぬふ」

　親友の鼻から、一筋の赤い線が流れ落ちていく。

　こんなに分かりやすく、興こう奮ふんして鼻血出す人、初めて見たよ。ねぇ、武一、僕、本当に信じていいんだよね。

「ほら、ハル、あれを見てみろよ」

　と、武一が指さす。

　授業では、クロールのタイム測定をしているらしい。一人ずつスタート台の上に乗ってから、先生の合図でプールの中に入って泳ぎ始める。

　今、スタート台に乗っているのは、小こ町まちだった。

　小町は小学校の頃ころから一いつ緒しよだから、水着姿だって何度も見ている。一目で鍛きたえられてるってのがわかるような細い手足、水がたまりそうなくらいぽっこりした鎖さ骨こつ。でも、小学校の頃ころとは変わっているところも、もちろんあった。

「成長したなぁ……小こ町まち。僕が知ってる頃は、あんなじゃなかったのに」

「なんだ、いまの発言。お前、ちっちゃい頃から小町の成長を見てきたのか、ちっちゃい頃の小町と一いつ緒しよにお風ふ呂ろとかはいってないだろうな。あぁ、その発言が、いまいち羨うらやましく思えないお前の外見がにくい。でも可愛かわいい。あぁ、やっぱもったいない」

「忙しいね、武たけ一いち」

　小町はプールに飛び込むと、華か麗れいなフォームでクロールをはじめる。本当に、運動なら何でもできるなぁ。

「でも、やっぱ同じ美少女でも盛もりが違うよな」

　と、武一がさらにイヤらしい顔つきで呟つぶやいた。その視線を追いかける。

　小町の次にスタート台に立ったのは、砂すな原はらさんだった。

　心臓が、どくん、と脈打つ。

　白い肌はだは水すい滴てきを弾はじくようにして輝かがやいていた。キャップに収まらなかった黒くろ髪かみが首筋にかかっている。細い体にはアンバランスにみえるふっくらした胸。細い体つきだけど、華きや奢しやな感じはなくて、むしろ研とぎ澄すまされているみたいだった。

　砂原さんは、変な言い方かもしれないけど、とてもシンプルに見えた。

　無む駄だなものがないというか、磨みがかれているというか、そんな感じがした。だからかもしれない、飾かざり気けのない水着がすごくよく似合っていた。まるで、彼女のためにデザインされたんじゃないかって思うほどだ。いや、スクール水着の方が先にデザインされたんだから、スクール水着を着るために彼女が生まれてきたと言うのが正しいのかな。なんでだろう、一気に残念な子になった気がするよ。

　周りのクラスメイトとにこやかに談笑している姿は、どう見ても普ふ通つうの女の子だった。

　ふと、今まで考えもしなかった可能性が湧わいてくる。

　あれは、本当に現実だったの？

　いくらなんでも、昨日きのうの出来事はあまりに奇き妙みようだった。

　クラスメイトの、それも悪い噂うわさ一つ聞いたことのない人気の子が、ウサギを日本刀もって追い回すような危ない人なわけがない。もしかしてあれは、夢とか幻まぼろしとかだったんじゃないかな。

　と、その時だった。

　砂原さんが、飛び込み台の上から足を滑すべらせて、プールに落ちる。

「ひゃわんっ！」

　あぁ、やっぱ夢なんかじゃなかった！　今の悲鳴、間違いないよっ！

「さて、と。砂原さんも満まん喫きつしたし、そろそろいいかな」

　横から、武一が呟くのが聞こえてくる。

「ん、武たけ一いち、なにか言った？」

「あぁ、なんでもない、こっちの話さ。ところで、ハル。悪いけど、ちょっとだけ抜ぬけるわ。いや、ずっと見ときたいのはやまやまなんだけど、トイレタイムだ」

　そう言うと、僕にオペラグラスを渡わたして、こそこそと茂しげみを抜ぬけ出だしていった。

　ぽつんと一人ひとりだけ残される。なんだか、心細いな。

　と、携けい帯たいが震ふるえた。

　開いてみると、トイレにいったばかりの武一からのメールだった。




『悪いな、先に謝っておく。少し荒あら療りよう治じだけど、これでお前は、今この瞬しゆん間かんをもって、全校生徒から男の中の男として見られるようになるはずだ』




　意味がわからなかった。

　なんのことだろう。そんな夢みたいな方法が、本当にあるのかな。

　そう思った、直後だった。

「あーっ、誰だれか覗のぞいてるーっ！」

　背後から、聞き覚えのある声が響ひびいた。プールにまで聞こえる大音量で。

　間違いなく武一だった。振ふり向むくと、武一が猛もうダッシュで校舎の方に走っていくのが見える。

　……え。なに、これ？　これが作戦なの？

　そうか！　プールを覗いていたのが僕だってわかれば、誰だれも二度と僕のことを女の子みたいだなんて言わなくなるよね。さすが武一、頭いいって、ちがーーうっ！

　なにやってんの、なにやってんのっ！

　こんなの駄だ目めに決まってるよっ、これじゃただの変態だよっ！　『月ウサギの君』に嫌きらわれたらなんの意味もないじゃないかっ！　あれ、武一って馬ば鹿かなの!?　信じた僕も馬鹿なの!?

　ちらりと、プールの方を見る。

　小町が、物もの凄すごい形ぎよう相そうで走ってくるのが見えた。

「そこにいるの、誰だれだぁっ！　五体満足で帰れると思わないでよっ！」

　そこには、一匹の虎とらがいた。

　いや、川かわ北きたの虎とら小こ町まちとして市中の全小学生から恐おそれられた、最強のいじめっ子がいた。

　大だい丈じよう夫ぶだよね、ちゃんと理由を話せば──駄目だ。

　小町の目を見て、説得をあきらめる。あれは小学校のとき、友達が川かわ南みなみの小学校の男子にイジめられて、仕返しに殴なぐりこみにいった時の目だ。その後、川南の小学校では、なんどとなく虎小町討とう伐ばつチームが編成されたけど、無事に戻もどってきたチームはなかったっていうよ。

　ああなった小町は止められない。もう絶対に許してくれない。

　武一のことを恨うらみながら、必死で茂みを這はうように逃げ出した。







　プールのすぐ隣となりには、水泳部の部室がある。

　幸い、部室の鍵かぎは掛かかっていなかった。咄とつ嗟さに、その中に避ひ難なんする。

　中に入って、やっと一息。

　武たけ一いち、やりすぎだよ！

　とりあえず、授業が終わるまでここでじっとしていよう。

　そう思って、部室の中を見み渡わたす。

　縦長の広い部室だった。両側の壁かべにはロッカーが並び、真ん中には長なが椅い子すが置かれている。長椅子の上には、丸々と膨ふくらんだ手提げ袋がずらっと並んでいた。いや、それだけじゃない。袋とセットで畳たたまれたスカートとブラウスが置かれている。

　え？　これって、どういうこと？

　ワンテンポ遅おくれて気づく。

　そういえばプールの授業だけ、女子の着き替がえは教室じゃなくなるって言ってたっけ。

　普ふ通つうの体育の授業は二組合同なので、男女それぞれがどちらかのクラスに集まって着替えをする。でもプールの授業では、水着姿で校舎を歩きたくない、という苦情が女子から出たからプール近くにある部室を借りることになった、って小こ町まちが話してた。

　……ちょっと待って。

　これってキケンな状じよう況きようじゃないかっ！

　回れ右して、部室を飛び出そうとする。でも、手遅れだった。

　ドアの向こうから、女子たちが戻もどってくる声が聞こえる。時計を見ると、チャイムが鳴る直前だった。

　うわぁっ！　大ピンチだ！

　近づいてくる女子たちの黄色い声が、オオカミの鳴き声のように聞こえる。来る！　早くしないとオオカミが来るよ！

　外には逃げられない。慌あわてて近くにあったロッカーの中に飛び込む。

　一いつ瞬しゆん遅れて、ドアが開いた。むんとした塩素と女の子の匂においが混ざりあった香かおりが部室を包む。危ないっ。あと一瞬遅おそかったら……想像したくもない。

　でも、ピンチが過ぎ去ったわけじゃない。もしここにいることがバレたら……女子生徒が更こう衣い室しつとして使ってる部室の、ロッカーの中に入っている男子生徒。僕の高校生活は終わる。




　もやもやと膨ふくらむイメージ。

「ハル、見損なったよ。とりあえずさ、腕うでか足か選んでくれる？」

　虎とらの目をした小町が、パチンとグローブを打ち合わせながら言う。

「文ふみ野のくんサイテー。女の子みたいだと思ってたのにケダモノじゃん」

　クラスメイトの女の子たちが、窓のサッシに挟はさまってた虫でも見るみたいな目で言う。

「……そんな人だとは、思いませんでした。あの時、助けるんじゃなかった」

　まだ見ぬ『月ウサギの君』が、黒いシルエットで登場して呟つぶやく。

　それだけは、絶対に駄だ目めだった。なんとしても乗り切るんだ。




　必死で存在感を消す。できることならこのまま消えてしまいたい。ぎゅっと目を瞑つぶって、物音一つ立てないように直立不動。息は？　できるだけしないで！

　頼たよりないスチール扉とびらの向こう側で、女子たちが着替え始める。

　がさごそってビニール袋を出す音、水の滴したたる音、タオルの衣きぬずれ、スプレーの音、水着のゴムがパッと小さく鳴る音。そして湿しつ気けをはらんだ圧あつ倒とう的てきな匂におい。

　心臓がすごいドキドキする。この音が、外に聞こえないか不安なくらいだよ。

　ちょっと遠くから、女の子たちが話しているのが聞こえた。

「さっきの覗のぞいてたの、誰だれだったんだろうね。うちの高校の子かな？」

「そういえばさ、男子の授業、武たけ一いちとハルちゃん出てなかったんだって」

「あー、武一くんならありえるかも。ときどきエッチな目してるもんね。せっかく格好いいのに」

　うわぁ、僕らの名前が出てる。どうしよう、どうしようっ。っていうか、なんで話したこともない女子にちゃん付けで呼ばれてるんだよっ。

　と、よく知った声が話の中に割り込んでくる。

「ちょっと、ハルがそんなことするわけないよっ！」

「でたぁ、また小こ町まちのハルちゃんは私が守る発言っ！　小町、いっつもハルちゃんの味方なんだからぁ」

「ちょ、そんなんじゃないってばっ。た、ただ、ハルとは幼おさな馴な染じみでよく知ってるからでっ」

　……小町、僕が知らないところで、こんな風にフォローしてくれてたんだ。そういえば、なにかあると、いっつも助けてくれたのは小町だった。

　でも、ごめん。せっかくフォローしてくれたけど、犯人、僕です。

「あはは、小町、顔真っ赤。でも、たしかにハルちゃんはないよね。私たちより女の子みたいで可愛かわいいんだからさ、私たちを見る必要ないでしょ」

「あ、それ言えてるかもっ」

　こら、変な納得しないでよ。疑われなくなったのは嬉うれしいけど。

　と、すぐ目の前から別の話し声が聞こえてくる。

「なんでウチらは男子水泳部の部室なんだろうね。一組は女子部の方使ってるのにさ。汗あせくさーい」

「男子水泳部っていったら、これだよね。ほら、みてみて、ブーメランパンツっぽいでしょ」

「ちょ、ケイ子っ、どこ引っ張ってるのっ。いくらなんでも、それはないっ」

「えー、こんなんだって。もっとギリギリかもよー」

　ケイ子ちゃんが、何かをどうかにかしてブーメランパンツを再現したらしい。

「ロッカー開けたら本物が入ってるんじゃない。ちょっと確認してみようよ」

「え、やめなって、ちょっと、ケイ子っ」

　ちょっと待ってっ。そのノリは危険だよっ！　ぎゅっと目を閉じる。

「では、ご開帳ーっ」




　バンっと勢いよくロッカーが開かれた。




　静まり返る更こう衣い室しつ。

　ワンテンポ遅おくれて、お目当てのものがあったらしい。部室中に笑い声が響ひびきわたる。

　選ばれたのは、すぐ隣となりだった。あ、危ないっ！

　隣のロッカーを一しきり馬ば鹿かにして、女の子たちは満足したようだった。もう他ほかのロッカーに触ふれようとはせず、着き替がえをすませて部室を出ていく。




　待つこと数分、ロッカーの中でじっとしていた。

　物音が聞こえなくなって、そっと、ロッカーの格子窓から様子を伺うかがう。よし、もう全員帰ったみたいだ。

　ドアを押し開けて、ロッカーの外に出た。

　どっと疲れがやってきた。あぁ、ひどい目にあった。あれもこれもそれも武たけ一いちのせいだよ。

　目の前の長なが椅い子すに腰こしを下ろそうとして、何かが手に触ふれる。

　一つだけ、丸い袋ふくろが長椅子の上に残っていた。僕が触ふれたものは、その横で折おり畳たたまれていた下着だった。

「……え？」

　摘つまみ上あげる。白地にうっすらとストライプが入ったスポーツブラ。

　いい、香かおりって違う！

　これがあるってことは……まだ一人ひとり、残ってるってことだよね。

　ドアが、開いた。

　そこに立っていたのは、よりにもよって、砂すな原はらさんだった。もちろんスクール水着姿。

　なんで、まだ着替えてないんだよっ。

　よっぽどびっくりしたのか、砂原さんはまったくの無表情だった。

「ち、違うんだっ、聞いてっ！　これにはわけがあるんだよ！　ほんと、何も見てないからっ。ずっとロッカーの中で目め瞑つぶってたからっ。だから──」

　砂すな原はらさんは部室の中に入ってくる。必死で言い訳する僕に向けて、百ゆ合りの花を思わせるような清せい楚そな笑みを浮かべた。

「おや、文ふみ野のくんじゃないですか。こんなところで会うなんて、奇き遇ぐうですね」

　ふんわりした声。え、なに……そのリアクション。

　驚おどろかないのっ。悲鳴をあげたりしないのっ。うん、とりあえず、その路線で答えてみよう。もしかしたら、なんとなく乗り切れるかもしれないよ！

「そうだね。き、奇遇だねっ」

「で、済むと思ってないですよね？」

　はい、すいません。思ってません。

「ご、ごごご、ごめんっ！　本当に、これはわけがあるんだっ！」

　砂原さんは僕の言い訳を無視して、バスタオルで濡ぬれそぼった黒くろ髪かみをごそごそと拭ふきはじめる。そして、思い出したように自分の袋ふくろから携けい帯たい電話を取り出す。

　不慣れらしく、おや、はて、とか呟つぶやきながら僕のことを無視して携帯をいじりはじめた。

　なに、これ。なんなの、この状じよう況きよう。

　もしかして、友達に今の状況をメールしてる！　ってそんなことしないよね！　しないよねぇっ！

「あ、ありました。このボタンだったのですね」

　なにか探していた機能が見つかったらしい。すっと、目の前に手が突つき出だされた。

　砂原さんの白くて細い腕うで。その手には携帯。

　カシャ。

　砂原さんの携帯から作られたシャッター音がする。写真を、撮とられた？　なんで？

　……決まってる、証しよう拠こ写真だ。

　すっと携帯を降ろし、砂原さんは、僕を正面から見み据すえた。

　そして、静かに笑う。綺き麗れいな、それでいて、硝子ガラス細工のような儚はかなさを持った笑顔。砂原さんの笑みは、一いつ瞬しゆんで僕の心を捉とらえた。そして次の瞬しゆん間かんには、

「知りませんでした。文野くんって変態だったのですね」

　奈な落らくに突つき落おとされていた。

「違うぅっ！　誤解だよ、知らなかったんだ。プールを覗のぞいてたのが見つかって、近くの部室に隠かくれたら、たまたま……女子が更こう衣い室しつにしてるなんて知らなくって」

「やっぱり、覗いてたのも文野くんだったのですね」

　はぅぅっ、しまったよっ！　なんか、さらに余計なこと言ってるよっ。

「それ、返してください」

　砂原さんが指差す。ずっとスポーツブラを握にぎり締しめていたことにやっと気づく。

　うわぁっ、顔が真っ赤になる。何か言おうとしてたのも忘れて、慌あわてて差し出す。

　砂すな原はらさんはそれを受け取りながら言ってくる。

「今のは冗じよう談だんです。信じますよ、文ふみ野のくんはそんなことをする人じゃないですよね。きっと、古ふる井いくんになにか悪戯いたずらされたのでしょう？」

「……え、信じてくれるの？」

「はい。こう見えても、人を見る目はあるつもりなのですよ」

「あ、ありがとう。本当にありがとうっ」

　砂原さんはまた、綺き麗れいな笑顔を浮うかべて続ける。

「でも、故こ意いでも過失でも、見ていても見ていなくても、事実は変わりません。君はクラスメイトの女の子が着き替がえている更こう衣い室しつのロッカーに身を潜ひそめていた。そして、これが証しよう拠こです。これが皆みんなに知れたら君はどうなるのでしょう。非常に興きよう味み深いですね」

　くるっと、携けい帯たいの画面を見せてくる。そこに映っているのは、女子が更衣室にしている部室で、スポーツブラを握にぎり締しめている僕だった。

　変態、丸出しだった。

　うああああああぁぁぁっ！　終わった、僕の高校生活、終わった！

　生きててごめんなさい、それ以外の言葉が見つからないよっ！

「ご、ごめんっ。本当に反省してるっ。だから、このことは皆には言わないでっ。お願い、なんでもするから、なんでも言うことをきくから」

「男の子がそう簡単に、なんでもいうことをきくなんて言ってはいけませんよ」

　それって、普ふ通つうは女の子なんじゃないかな、とは思うけど、確かにとんでもない要求を言われたら困るので言い直す。

「なんでもは聞けないかも知れないけど、できるだけのことはするからっ」

　砂原さんは、そっと携帯を長なが椅い子すの上に置く。

「文野くん」

　笑顔をすっと消して、砂原さんが歩み寄ってくる。

　思わず後ずさる。なんだかわからないけど、すごい迫はく力りよくだった。

「文野くん、ああ文野くん、文野くん」

　五七五だ、って言ってる場合じゃないっ。

　砂原さんが近づいてくる。後ずさる。

　背中に冷たい感かん触しよくが当たる。部屋の隅すみで、ロッカーを背にしていた。

　横に逃げようとしたけど、だんっ、と細い手が伸のびてきて道を塞ふさぐ。

「今日きようは、逃にがさないですよ」

　今日は。

　嫌いやでも昨日きのうの出来事が、浮かんでくる。

　日本刀を持って、ウサギを追いかけていた巫み女こさん。

　じわじわと足元から這い上がってくる恐きよう怖ふ。

　追い詰められていた。部屋の隅すみで、両サイドに手を置かれ、正面から睨にらまれる。背は砂すな原はらさんの方が少しだけ低い。ちょっと上うわ目め遣づかいぎみに見つめてくる。

「昨日きのう……なんで、あんなことしてたんだよ」

　思い切って、言ってみた。

　もちろん、砂原さんは答えない。代わりに、そっと顔を近づけてくる。

　え、ちょっと待ってっ、なにするつもりだよっ！

　砂原さんから立ち昇ってくる女の子の匂におい。淡あわい花みたいなシャンプーの匂い。どんどん近づいてくる顔、深い黒瞳、濡ぬれた唇くちびる。

　黒くろ水ずい晶しようのような瞳に、心が吸い込まれていく。

　本当に触ふれ合あいそうになる前に、彼女の顔は、僕の正面から少し逸それた。顔を交差させて、そっと耳元に唇を寄せて、囁ささやく。

「黙だまっていてあげてもいいですよ、文ふみ野のくん」

「ほ……ほんとうに？」

　耳に掛かかった吐と息いきのせいで、僕の声は上ずっていた。

「はい、私は噓うそは嫌きらいです。ただし、条件があります」

「……条件？」

　僕の頭は、ぐるぐると回転する。条件ってなんだろう。やっぱり、お金かな。「口止め料として百万円はらってください」無理に決まってるよ。「今日きようからあなたは私の奴ど隷れいです」どんなライトノベルだよっ。

　すっと、砂原さんは体を引く。

「今日から、私と一いつ緒しよに帰ってください」

「……え？」

　そこには、いつもの清せい楚そなものとは違う、ちょっと悪戯いたずらっぽい笑顔が浮うかんでいた。

「そんなことで、いいの？」

「はい。私は掃そう除じ当番なので、シンシュウ部の部屋で待っていてください」

「シンシュウ部？」

「ええ、旧校舎の三階にありますので。約束ですよ。来ないと……あ、来たくなかったら別にいいですけれど、明日あしたが楽しみですね」

　来ないと何する気だよっ！　それはただの脅きよう迫はくだよっ！

　僕が「ぜったい行く」と答えると、彼女は「重ちよう畳じようです」と聞いたことない日本語で答えてくれた。それから、こちらに背を向けて、さっきまで僕が握にぎり締しめていた下着を手に取る。

　スクール水着の右みぎ肩かたのゴムに手を掛かけ、白い肩をむき出しにしたところで、思い出したように振ふり向むいた。

「いつまでそこにいるのですか？　私の着替えも覗のぞくのですか？」

　うわぁぁぁっ！　普ふ通つうは逆なんじゃないのかって感じの悲鳴をあげて、僕は逃にげるように、更こう衣い室しつを飛び出した。




　教室に戻もどってから、武たけ一いちにはもちろん苦情を言ったけど、親友は苦笑いを浮うかべて、

「悪かったよ。でも、いい方法だと思ったんだけどなぁ」

　と苦笑いをしただけだった。ちっともいい方法じゃないよ、おかげで大変な目にあったんだからね。

「『あすたー』も経験もできなかったかぁ。残念だなぁ」

　だから、そんな経験はないから。でも、その悪戯いたずらっ子みたいな笑顔を見ていると、やっぱり、なんか憎にくめないなって思ってしまう。ずるいよ、武一。

　憎めないって思うけど、もう武一の言うことをなんでも信じるのはやめよう、と誓ちかったんだ。





＊






　放課後。僕は一人ひとり、シンシュウ部の部屋を探した。

　神かみ折おり高こう校こうの部活動には、ヒエラルキーが存在する。先生たちはたまたまだって言ってるけど、たまたまでこんなに綺き麗れいに分けられるわけがない。

　吹すい奏そう楽がく部ぶや美術部なんかの人気のある部活は新校舎にちゃんと部室があるのに、部員が少なかったり活動がマイナーなクラブは旧校舎の空き部屋が部室としてあてがわれていた。そのせいで、旧校舎に集められたマイナーな弱小クラブたちは、ひっくるめて木造組と呼ばれ、ちょっとからかわれてたりする。

　木造組のラジコン部や化学部の友達の愚ぐ痴ちを聞くたびに、学校もひどいことするもんだと思っていた。

　でも、シンシュウ部なんてなにやってるかわからない部活は、さすがに仕方ないんじゃないかって思う。そんな名前のクラブ、聞いたこともないよ。まず、漢字が思いつかない。

　授業中に、シンシュウ、という名前を辞書で引いてみた。

　出てきたのは信州。今の長野県のこと。長野を愛する人たちの部活なのかな。行ったことないなぁ。リンゴとか有名だよね。おいしいよね、リンゴ。綺麗にカットしたらウサギにもなるしね。リンゴでウサギを作るの子供の時から得意なんだ。

　そんなことを考えながら、一つ一つ、クラブの看板を見て歩く。特とく撮さつ部ぶ。コスプレ同好会。ちなみに、編み物部がこの学校にないことは、入学式の時にチェック済みだ。あったら間違いなく入部したのにな。

　無敵クラブ、三色オセロ部、だんだん奥おくにいくほどコアになってきたよ。

　と、変わった名前の看板が目に止まる。




　神しん話わ収しゆう集しゆうクラブ




　うわ、変なクラブがある。なにするんだろ、世界の神話とかを皆みんなで読むのかな。いったいどんな人がこのドアをノックするんだろ。それにしても長い名前だよね、略すとしたら、神しん収しゆう部ぶかな。ん？

「……あ、これだ」

　どうやら、ノックする人はここにいたらしい。

　木造組は基本的にマイナーな集まりが多いけど、神収部はその中でもひときわ異い彩さいを放っていた。名前だけじゃなくて、ビジュアル的にも。

　部屋の扉とびらは、まだ六月なのにハロウィン仕様だった。

　カボチャのお化けが両サイドに転がっていて、コウモリの飾かざりがぶら下がっている。扉には御用の方はお被かぶりください、という張り紙と一いつ緒しよに、魔ま女じよの帽ぼう子しが掛かけられていた。神話っていうより、お化けだよっ。

　どうしようか迷った後、魔女の帽子を被ってみる。

　しばらく待つけど、なにも起きない。そこで、帽子のつばに、なにかメッセージが書かれているのに気づいた。

　用事があるなら、さっさと中にはいってください。

　なんだこれっ！　体よくからかわれたよっ！

　ノックしてみると、眠ねむたそうな声が聞こえてきた。

「メンバーか、招かれざる客のみ歓かん迎げいする」

　つまり、普ふ通つうに招待された人だけ入っちゃだめってこと？　うーん、響ひびきだけで使われてる言葉のような気がするよ。

　とりあえず、外に立ってても仕方ないので恐おそる恐おそるドアを開けた。

　それと同時に、紅茶のいい香かおりが流れてくる。香りだけでも、けっこう上質な葉っぱだってわかった。これでも紅茶にはうるさいんだ。毎週日曜日は母かあさんと三時のティータイムをしてるから。言い出したのは母さんで、準備してるのはいつも僕だけど。

　中は意外と整理されていた。

　部屋の中央には、テーブルを挟はさんで向かい合うようにソファがある。どれも、ちっちゃいころによく遊んだドールハウスの中に飾ってあったみたいな、古めかしい洋風家具だった。部屋の両側の壁かべを埋うめ尽つくすように並べられた本ほん棚だな、中にはびっしりと古そうな本が並んでる。奥にはいくつかの食器棚があって、ポットやティーセットも揃そろっていた。

　この部屋を一言で表すなら、本に囲まれたティールームだった。

　そして、部屋にはクラブの名前に恥はじない、なんだか変な女の子がいた。

　ちょこんと小さな女の子が座って、ふーふーしながら紅茶を飲んでいる。

　見たことのない子だった。ちょっと赤みがかった髪かみには色違いのヘアピンが二本並んでいる。一いつ瞬しゆん、どこかから中学生が紛まぎれ込こんできたのかと思ったけど、うちの制服だった。しかも胸元のリボンの色が緑色、二年生の先せん輩ぱいだ。

　背が低い、というより全体的に小こ柄がら。眠ねむたいのか垂れ目なのか、今にも落ちそうな表情でこっちを見上げている。手には百科辞典のように分厚い本。なにより奇き抜ばつなのが、制服の上からハロウィンの魔ま女じよが着てるみたいな黒いマントをちょこんって羽織ってることだ。
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　女の子は、僕の頭を指差して、嬉うれしそうに呟つぶやいた。

「あ、やった、帽ぼう子しのトラップにひっかかってる」

　仕し掛かけたの、この人かっ。いや、まぁ、マントを見てすぐにわかったけど。

「君は、誰だれ？」

「えっと、文ふみ野の、春はる、です」

「へぇ、顔も女の子みたいだけど名前も女の子みたいだね」

　なんか失礼なこと言われたっ。

「ボクは、鈴すず木きニコル。ニコルって呼んでいいよ」

「……なんだか、そっちも思い切った名前ですね」

　仕返しってわけじゃないけど、思わず口に出しちゃった。でも、ニコル先せん輩ぱいは全く気にした様子はなかった。っていうか、ずっと表情が変わってないだけだけど。なんだか眠ねむたそうな表情のままキープされてる。

「ふみのんは、なかなか面白いことを言う」

「あれ、いま、どさくさにまぎれて変なあだ名つけませんでした？」

「つけてないのん」

　それだよっ！

　ニコル先輩は突っ込むのも待ってくれなかった。さらに不思議な行動を開始する。

　胸ポケットからタロットカードを取り出して、シャカシャカ切りはじめた。

「それで、ふみのん。なにを占うらなうの？　普ふ段だんは水曜日しかやってないんだけど、君のことは気に入ったから特別にみてあげるよ」

　……え？　占う？

　まぁ、占いもキライなわけじゃないけど、朝のニュース番組でやってる星座占いはかならずチェックしてるけど、でも、なんでいきなり占いがでてきたんだろう？　わかった、さてはこの人、変わり者だ。

　僕が首を傾かたむけていると、ニコル先輩も同じ様に首を傾ける。なんだか二人ふたりとも右に傾けてるのが変な感じだったので、左に変えてみた。すぐにニコル先輩も左に変える。あれ、傾く方向は重要ですか？

「……もしかして占いしに来たんじゃない？」

「ええ、違いますけど──って、すごいですね、それっ」

　ニコル先輩が手で切っていたタロットカード、それが物もの凄すごいスピードになっていた。マジシャンなの、ってくらいの手さばきでカードを切っていく。修学旅行の時は一部屋に一人ひとり欲しい人材だよ。

　その言葉を聞いて、ニコル先輩はやっと笑った。褒ほめられたのが、嬉うれしかったみたい。

　すぐに眠たそうな表情に戻もどると、さらに高度な技を披ひ露ろうしてくれる。カードの二つに分けて、左右を捲めくるようにして交こう互ごに一つの山に戻していく。これ、僕も何度か練習したことがある。でも、難しくてできなかったんだよね。

「すごいよっ、すごいですっ。ええっ、もっかい見せてください」

「たいしたこと、ないのん」

　そう言うニコル先輩の声は、かなり嬉しそうだった。

　そして、取っておきがある、と言って立ち上がった。

　部室の奥おくから、なにやら透とう明めいなカバーが掛かった箱を持ってくる。ただの箱じゃなかった。なんかコンセントがあるし、スイッチがある。なにかをする機械らしい。

「これ、この前、通信販売で買った」

　ニコル先せん輩ぱいが電源を入れた途と端たん、ブオオ、と音が響ひびいて透とう明めいな箱の中に風が生まれる。その箱に上からタロットカードを入れた。

　風でカードが巻き上げられる。すべてのカードが複雑にランダムに混ざり合う。数秒後、チン、というレンジのような音がして、箱の下から、よく切られたカードの山が吐はき出だされた。

　ニコル先輩はそれを取り出すと、期待に満ちた様子で振ふり向むいた。どうだ、もっと褒ほめろ、って言わんばかりだ。

「確かにすごいですけど……これあったら、さっきまでのテクニックいらないですね」

　すっと、ニコル先輩から表情が消えた。

　箱型の機械を持ち上げると、ちょこちょこと部室の奥おくに運んでいく。こちらから見えないように隠かくすと何事もなかったように戻もどってきた。きっと、あの機械が日の目を見ることは二度とないだろう。

「で、ふみのんは、いったい何しにきたの？　もしかして入部希望？」

「違います。あの、砂すな原はらさんって、知ってますか？」

「コトちゃんはこの部のメンバーだけど、入部する？」

「しませんっ。あと文脈がおかしいです。その子に、ここで待ってるように言われたんですよ」

「なんだ、コトちゃんのお客さんか。多分、もうすぐ来から、そこに座って待ってるといい。ただ待ってるのもあれだから、ついでに入部でもしててよ？」

　と、ニコル先輩はカードを仕し舞まい、代わりに入部届とペンを取り出して渡わたしてくれる。

　親切な人だよ。僕は勧すすめられたソファに座って、ついでにペンを──って、おかしいよっ。

「お茶を出すみたいに勧かん誘ゆうしないでくださいっ。これで入部したら詐さ欺ぎだよ」

「ちえ。けちんぼ」

　ちえ。って思いっきり口で言ってるよ、この人。

「……あの、神話収集クラブって何をやってるんですか？」

　入部する気はなかったけど、ちょっと興きよう味みが湧わいてきたので聞いてみる。

「ん。この神かみ折おり町まちでは、昔から不思議な事がたくさん起きるんだ。それを調べるのが、この神話収集クラブ。ここには歴代の先輩たちが記録してきた、この町の怪かい異いにまつわるレポートがあるんだ。これでも、学校創立時からある伝統的なクラブなのさ」

　へぇ、と壁かべ際ぎわにずらっと並ぶ本を見ながら感心の声を上げる。神折高校はもうすぐ創立五十年を迎える。本の数も多くなるはずだ。

「でも、なんで神話なんですか？　都市伝説とか、怪かい談だんとかじゃないんですか？」

「この町で起こる都市伝説や怪談は、みんな、神様の気まぐれだからだよ。この神折町の名前の由来はね、神様が降りる町っていう意味なんだ」

　そんな由来があるんだ、初めて聞いたよ。

　と、すぐ後ろで、部室のドアが開く。

　そこには、砂すな原はらさんが立っていた。

「あ、文ふみ野のくん、ちゃんと来てくれたのですね。部長、今日きようの活動はなにかありますか？」

　部長だったんだ、この人。砂原さんに聞かれて、ニコル先せん輩ぱいは、んー、と面めん倒どうくさそうに呟つぶやいた。それから、特になしかな、と答える。

「そうですか。あ、それからこれ、昨日きのうお願いした調べて欲しいお話です」

　と、砂原さんは鞄かばんの中から、ルーズリーフを一枚取り出して渡わたす。

　ニコル先輩はそれを受け取ると、おっけー、と眠そうな声で返事した。いったいなにを頼たのんだのかわからないけど、仲はいいみたいだ。

「では部長、今日はこれで帰りますね。文野くん、いきましょうか」

　砂原さんがそう言うと、ニコル先輩は右手を上げて「コルネオ」と呟いた。うん、いちいち意味がわからない。砂原さんも笑顔で答える。

「はい、コルネオ」

　あれ？　なんだろ、また明日あした、とかそういう感じなの？

　先に砂原さんが外に出る。僕は、さっとニコル先輩に近寄って小声で話しかけた。

「あの、砂原さんってどんな人なんですか？」

「その人がどんな人物かは、他人に聞くより自分で見定めるべきだと思うよ」

「こんな時だけ、そんな正しい答えをしないでくださいよっ」

「コトちゃんは、皆みんなが言っている通りだよ。お淑しとやかで誰だれにでも優しい人気者。この部に彼女がいるのは、歴代の先輩たちが集めた神かみ折おり町まちについてのレポートに興きよう味みがあるからで、ボクみたいにオカルトが好きなわけじゃない」

　それは、クラスの誰もが持っているのと同じ評価だった。

　でも、ニコル先輩は手に持ってた本を開いて、視線を落としながら呟く。

「ただ、個人的に言わせて貰もらうと、彼女と深く関わるのはやめた方がいい」

「それって、どういうこと」

「文野くん、なにをしてるのですか？」

　廊ろう下かから声がする。ニコル先輩はもうなにも教えてくれないみたいで、集中して分厚い本を読み始める。

　不安な気持ちを抱かかえながら、僕は砂原さんの後を追った。







　下校時間が少しズレたせいで、帰り道にはあんまり他ほかの生徒の姿はなかった。

　僕たちが通う神かみ折おり高こう校こうは神折川の上流にあって、その下しも手てに町が広がっている。だから、僕たちの通学路はずっと川沿いの道を下くだっていくことになる。

　校門を出て川沿いの道に出るまで、砂すな原はらさんはずっと他た愛あいもない話をしていた。

　今日きようの水泳のテストで腕うでがいたいです。神話収集クラブの部室には毎日顔を出してるけど活動があったことはないのです。駅前にとても美お味いしそうなケーキ屋さんができたのです。それから、僕にもいくつか質問をした。

「文ふみ野のくんにはご兄妹はいますか？」

　なんだか調子が狂くるう。まるで、友達ごっこをしてるみたいだ。

「……妹が一人ひとり、いるけど」

「そうですか。文野くんに似ているのでしたら、可愛かわいい妹さんなのでしょうね」

　僕と妹は、確かによく似ていた。

　でも、妹が言うには僕の方が断然綺き麗れい、だそうだ。髪かみが綺麗とか肌はだが綺麗とかスタイルがいいとか匂においがいいとかなんかいいとか全部いいとか言って、たまに抱だきつかれる。

「私は一人っ子なので、姉妹とか憧あこがれているのですよ」

「あれ……昨日きのうの女の子は妹じゃないの？」

「ええ。ヨミさんは私の大切な、お友達です」

　普ふ通つうの会話だった。砂原さんは、色んなことに気づかないようにして続ける会話を楽しんでいるみたいだった。彼女の歩みに合わせて、黒くろ髪かみがふっさふっさ揺ゆれている。

　傍はたから見れば、どこにでもいるような下校中の高校生に見えるかもしれない。

　いや、学年で一番人気の砂原さんと二人で帰っているんだ、誰だれもが羨うらやましがるみたいな体験をしているのかもしれない。

　でも、僕たちが一いつ緒しよにいる理由は、とても普通じゃない。

　砂原さんが何を考えているのか、何のためにこんなことをしているのか全くわからなくて、たまらなく不安になった。

「ねぇ、本当にこれだけで……一緒に帰るだけで、黙だまっていてくれるんだよね？」

　我が慢まんできなくなって、切り出した。

「ええ、約束です」

　僕の方を振ふり向むいて、百ゆ合りの花みたいに清せい楚そに笑う。

　なんだか、鼓こ動どうが大きく跳はね上あがった。その笑顔が、とても可愛かったから。

　だめだ、この笑顔に騙だまされちゃだめだ。

　でも、頭の中では少し迷ってしまう。砂原さんは、本当はどんな子なんだろう。

　思い切って、聞いてみる。

「昨日、なんで、ウサギを襲おそおうとしてたの？」

「そうだ、文野くん、携けい帯たい電話の番号を交こう換かんしましょう」

　僕の質問は、完全にスルーされた。

　砂原さんはポケットから携帯を取り出す。反射的に、僕も携帯を出してしまう。

「少し待ってください。あまり使い方がよくわからないのですよ。私、昨日きのう、携けい帯たい電話を買ったばかりなので」

　へぇ、そうなんだ。僕の周りの友達はみんな中学校で持ってたから、なんだか初うい々ういしいな。

　と、そこで思い出す。買うのがあと一日遅おそかったら、証しよう拠こ写真はとられなかったのか。タイミング悪いよ。

　砂すな原はらさんはちまちまと携帯をいじりまわして、長い時間をかけて赤外線の送信と受信をする。

「わぁ、入ってますね。ちょっと、掛かけてみていいですか？」

「うん……いいけど、なんで？」

「だって、楽しいじゃないですか」

　電話が掛かってくる。「はい」と出ると、すぐ横からはしゃぐ声が聞こえてきた。

「わ。聞こえます、聞こえます」

　砂原さんは携帯を耳から話して、嬉うれしそうに掲かかげる。

　そりゃそうだよ。電話なんだから。僕が初めて携帯を買ったときも、こんな感じだったのかな。

　と、そこで気づいた。

　砂原さんの携帯電話の壁かべ紙がみに、見慣れた顔が映っていた。

　僕だった。

　彼女に写真を撮とられた覚えは、一度しかない。

　女子の更こう衣い室しつで、砂原さんのブラジャーを握にぎっている写真が、待受に画面に設定されていた。

「ちょっと待ってっ、なにしてるんだよっ！」

　慌あわてて手を伸のばすけど、砂原さんはひょいっと僕の腕うでを避よける。

「女の子の携帯電話を勝手にさわろうなんて、だめですよ。だめっ」

　ちょこんと左手を腰こしに当てて、右手の指を立てて注意してくる。そんな可愛かわいい仕草されたって誤ご魔ま化かされないよっ。

「待受っ。そんな危険な場所に、なにを置いてるんだよっ！」

「あ、これですか。驚いた表情が、あんまり可愛かったので、つい」

「ついじゃないっ。秘密にしてくれるって、たった今、約束したよねっ！」

「おや。約束は誰だれにも話さないというだけですよ。写真を見せない約束をするには、もう一つ、別の条件がいりますね」

　やっぱり、この子は、噂うわさ通りの優しい子なんかじゃない。ニコル先せん輩ぱいが言った通り、深く関わっちゃいけないんだ。

「もう一つの条件って、なに？」

「わかっているのでしょう、文ふみ野のくん。ウサギ、です」

　砂原さんは、頭の上に両手を置くと、閉じたり開いたりする。たぶん、ウサギの耳をイメージしてるんだ。癖くせなのか、ちょくちょくこういう仕草を混ぜてくるから困る。でもね、ウサギの耳はそんな風に曲がらないから。

「昨日きのうのウサギ、君が隠かくしているのでしょう？」

「し、知らない。あの後、逃にげられたんだっ！」

　とりあえず、噓うそをついてみた。でも、僕が苦手なことは、噓をつくことだった。

　自分でも、目が泳いでるのがわかる。いや、溺おぼれてるかもしれない。

「文ふみ野のくん、噓はためになりませんよ。君の写真、どうなってもいいのですか？」

　さっきの待受が頭に浮かぶ。あれを見られたら、僕の高校生活はお終いだ。僕の初恋もお終いだよ。

　でも、駄だ目めだった。

　僕に掛かっているのは三年間だけど、ラビ太には命が掛かってる。

　昨日の夜、ラビ太は僕があげた大根の葉っぱをおいしそうに食べてくれた。ベッドの上でいっしょに転げまわったりした。ラビ太はもう僕の友達なんだ。

「……駄目だ。ラビ太はわたせない」

「へぇ、ラビ太っていうのですか」

　砂すな原はらさんは笑顔を浮かべたまま、ひょこっと首を傾かしげる。

「文野くん、君は勘かん違ちがいをしています。私は昨日、ラビ太を襲おそおうとしていたわけではありません。助けようとしていたのです」

　拳こぶしをぎゅっと握にぎり締しめて、レモンみたいにそこから勇気を絞しぼり出だす。

「そんなわけないだろっ、刀で斬きりつけようとしたじゃないかっ」

「理由をお話することはできませんが、これだけは信じてください。悪いようにはしません、ラビ太を私に返してください」

「昨日のあれを見て、何を信じろっていうんだよっ！」

　砂原さんは笑っていた。夕日がその横顔に降り注いて、オレンジ色に染める。綺き麗れいだと思った。それから、怖こわいと思った。

「君は、おかしいよ」

「言うことは、それだけですか？」

　砂原さんは笑顔のまま囁ささやく。控ひかえめで落ち着いたいつもの声。だからこそ、その中にジャアクなものが隠れている気がして、余計に怖くなった。

「ラビ太は絶対に、わたさないっ」

　叫さけぶと、背を向ける。

　そのまま勢いよく駆かけ出だした。

　砂原さんは追いかけるどころか、呼び止めもしなかった。

　彼女は、あの写真をクラスの皆みんなに見せるのかな。

　さよなら、高校生活。さよなら、初恋。

　涙なみだを堪こらえて、オレンジ色に彩いろどられた川辺を必死で駆かけ抜ぬけた。





＊






　僕の家は川かわ北きたにある小さめの一いつ軒けん家やで、母かあさんと妹との三人暮らしだ。父とうさんはもうずっと前から札幌に単身赴任で、長い休みにしか帰ってこない。

　息を切らせながら、家に帰る。

　部屋に戻ると、ゲージの中でラビ太が気持ちよさそうに眠ねむっていた。元気な姿を確認して、ほっとする。あぁ、寝ねてる姿もやっぱり可愛かわいいよ。「君は僕が守るから」と改めて誓ちかう。

　物の少ない部屋だった。机とベッドと本ほん棚だな、他ほかにとりわけ目立つものはない。ベッドの上に転がっている一ひと抱かかえほどあるウサギのヌイグルミくらいだ。名前はルーっていって、小学校三年生のクリスマスに買ってもらった。だから、ルーがこの部屋にきてからもう六年になる。

　ベッドに転がって、明日あした学校に行きたくないなぁ、なんてことを考える。ルーに相談してみたけど、寡か黙もくなウサギは今日も何も答えてくれなかった。でもそこがいいとこなんだけど。

　気分を変えようと、マフラーを編むのを再開する。父の日までに仕上げて父さんの単身赴ふ任にん先に送る予定なんだ。でも、今日きようはなんだかそれもうまくいかなくて、何度も編み目を間違えてしまう。あきらめて、ふて寝することにした。

　昨日の夜、あんまり寝てなかったこともあって、すぐに深い眠りに落ちていった。





　うさぎ　うさぎ

　なに見てはねる






　夢なのか、現実なのか。

　どこか遠くで、子供が歌うのが聞こえた。

　でもそれはどこか、方向のない歌声だった。どこから聞こえてくるのかわからない。まるで、頭の中に直接流れ込んでくるような、不思議な感覚だった。

　歌声の中に、ノイズが混じる。カシャン、カシャン、と金属になにかがぶつかるような音。

　目を覚ますと、辺りはすっかり真っ暗になっていた。

　開けっ放しだった窓から、まだ少し冷たい夜風が吹き込んでくる。

　歌声は、消えていた。でも、ノイズの方は、さっきよりはっきりと聞こえてくる。

　カシャン、カシャンと金属に何かがぶつかる音。

　ベッドから体を起こして、あたりを確認する。

　金属の網あみで作られたゲージの中で、ラビ太が暴れていた。

　今までずっと大人しかったのに、いきなり闘とう牛ぎゆうになる夢でも見たように、フェンスに体当たりをしている。何度もぶつかっては弾はじかれるのを繰くり返かえしていた。

「ラビ太っ、なにしてるんだよっ！」

　慌あわてて、ゲージに近づく。

　ラビ太の目が、僕を見た。いや、睨にらんだ。

　ゾクリと悪お寒かんのような物が背中に走る。なにか別の、怖こわい生き物に出会ったみたいだった。

　昨日きのうは人ひと懐なつっこく足にすりよってきたのに、まるで別人、いや、別ウサギだ。

　ゲージからラビ太を取り出そうとした手が、止まる。なんだか、今、この子を出すのは危険な気がしたんだ。

　でも、それを察したところで、結局は無意味だった。

　次の体当たりの衝しよう撃げきで、ゲージが思い切り変形する。

　ラビ太はその隙すき間まに、白くキュートな前足を差し込んだ。そして、ブラインドの隙間でも開くように、軽々と押おし広ひろげる。

　なに……これ。ウサギって、こんなに力があるの。あるわけないよっ。

　ゆっくりと、ラビ太がゲージの外に出てくる。なんだか、ウサギとは思えない迫はく力りよくだった。

　捕つかまえようと、そっと手を伸のばす。

　次の瞬しゆん間かん、お腹に衝しよう撃げきが走った。

　ラビ太が勢いよく跳はねて、くるくると回転しながら、体当たりを仕し掛かけてくる。

　自転車にでもぶつかられたような衝撃。気がつくと、両足が浮ういていた。

　僕の体は吹き飛んで、ベッドの上に叩たたきつけられる。

　うそ、なにこれっ。気性が荒あらいとか、そういうレベルじゃないよっ。

　こんなの、もう、ウサギじゃないっ。

　痛みをこらえて、なんとか体を起こす。とにかく、ラビ太のことが心配だった。

　……ラビ太っ。どうしたんだよっ。

　僕のことわすれたのっ。昨日まであんなに人懐っこかったのに、僕の手から美お味いしそうにニンジンを食べてくれたじゃないかっ。

　ラビ太は、半開きになっていた窓の桟さんの上に立っていた。

　その向こう側、視界に夜空が飛び込んでくる。

　すっかり日が沈しずんだ空には、丸い月が浮かんでいた。

　ホットケーキを放り投げたら、そのまま夜空くっついたみたいに綺き麗れいな満月。

　今日きようは、十五夜だったんだ。場違いにも、そんなことが浮かんだ。

　と、その時だった。

　さっきの歌の続きが聞こえる。





　十五夜　お月さま

　見てはねる






　小学校で習う童どう謡よう『うさぎ』だった。

　楽しそうな、子供の歌声。

　辺りを見み渡わたすけど、どこから聞こえてくるのかわからない。

「なんなんだよ……この歌？　夢じゃ、なかったの？」

　と、その時。

　ラビ太が、ひときわ大きく跳ちよう躍やくしていた。

　窓から、勢いよく外に飛び出す。空に浮うかぶ月と、ラビ太の姿が重なる。

　月をバックに浮かび上がる、ウサギの影かげ。それは、今起きている色んなことをほんの一いつ瞬しゆんだけ忘れてしまうほど、幻げん想そう的てきだった。

　大きな放物線を描いて、僕の家の前、道路を挟はさんだ向こう側にある電柱の頂上に着地する。

「……うそ」

　ウサギって、あんなにジャンプするの！　しない、するわけないよっ！

　明らかに、何かがおかしかった。

　ラビ太は再び跳とんで、さらに隣となりの家の屋根の上に着地する。もう、僕を振ふり返かえったりなんかしなかった。

　駄だ目めだ、このまま、放ってなんかおけないっ。

　慌あわてて家を飛び出す。縁えん側がわに置いてあった水色の自転車を引っ張り出してくる。

　ラビ太はまだ、隣の家の屋根の上にいた。飛び出してきた僕を見て、威い嚇かくするように耳をピンと立てて睨にらむと、再びジャンプする。今度は向かいの屋根の上だった。

　さっきよりさらにジャンプ力が伸のびてる気がする。なにが起きたの、どうしたんだよっ！

「だから、言ったのですよ。ラビ太には呪のろいが掛かかっているのです」

　声がすぐ横からする。家のすぐ前に、砂すな原はらさんが立っていた。

　もうとっくに日は沈しずんだのに、制服姿のままだった。ただ、手に鞄かばんはなくて、代わりに一ひと振ふりの刀が下げられている。昨日きのうの、木造りの日本刀だ。

「砂原さん、どうしてここに？」

「神かみ折おり町まちに、文ふみ野のという苗みよう字じの家は一いつ軒けんしかありません。調べるのは簡単です」

　しまった、そうだった。って、今は、そんなことより！

「もしかして、ラビ太になにが起きたのか知ってるの？」

「ええ。とりあえず、追いましょう。二人ふたり乗りはしたことありますか？」

　もちろんある、といっても、いっつも僕は荷台で漕こいでたのは武たけ一いちだったけど。その時、いつも騒そう々ぞうしい武一がやけに静かだったのを覚えてる。

　ラビ太が、また跳はねる。隣となりの屋根へ、さらにその向こうへと跳とび移うつっていく。

「ではいきましょう」

　砂すな原はらさんが荷台の後ろに跨またがる。

「なんでだよっ」

「あ、やっぱり文ふみ野のくんが後ろですか？」

「たしかにいつも後ろだったけどそういうことじゃないよっ。だって、砂原さんはラビ太を襲おそおうとしてたよねっ。なんで僕が乗せなきゃいけないんだよ」

　叫ぶけど、砂原さんは聞こえてないように、ぎゅっと僕の腰こしに手を回した。

　思わず、ドキっとする。それはただ、二人乗りに不慣れな僕のためにバランスをよくするための配はい慮りよだったんだろう。でも、背中に当たる柔らかい感かん触しよくが僕の鼓こ動どうをやたらと早くさせる。

　耳元で、囁ささやくような声がした。

「信じてください。私しか、ラビ太を助けられないのです」

　わからないけど、砂原さんの声は真しん剣けんだった。

　確かに、砂原さんはラビ太に異常が起きることを知っていた。ラビ太を助ける方法を知っているかもしれない。僕一人ひとりでラビ太を追いかけたところで、どうすればいいのかわからないんだ。言う通りにしてみる価値がある、かもだ。

　信じるというよりも、賭かけるつもりで、自転車を漕ぎ出す。

　初めての二人ふたり乗りの前側は、いつもよりバランスが悪くて大変だった。でも、すぐに慣れる。温かくて柔やわらかい、砂原さんの感触。淡あわいお花みたいなシャンプーの匂においが流れてくる。

　屋根から屋根へ、跳ねるラビ太を必死で追いかける。

　追いかけている間も、ラビ太はどんどん強くなってるみたいだった。ジャンプ力が伸びてるし、着地した場所がだんだん酷ひどいことになっていく。

　車のボンネットに降りたときは思いっきり凹へこんでいた。ごめんなさいっ。

　電柱を跨またぐ時、ケーブルの何本かを切断した。そのせいで、近くの家の電気が消える。あぁ、なんてことをっ。ごめんなさい、ごめんなさいっ。

　待ってよ、もう暴れないで、ラビ太ぁ！

　僕の思いが伝わったのか、ラビ太が振ふり向むく。

　爛らん々らんと光る目が見下ろしてくる。その目は、僕に助けを求めてるように見えた。

「文野くん、来ますよ。そのまま真っ直ぐです」

　耳元で、砂原さんの声がする。

　ラビ太が、屋根から目の前の道路に跳び下りてくる。そして、正面から僕たちを睨にらむ。

　腰に回されていた砂原さんの手が離はなれる。いきなり、自転車のバランスが悪くなった。

「お覚かく悟ごを。砂原コト、参ります」

　凛りんとした声。

　砂すな原はらさんは、荷台で、刀を構えて立ち上がっていた。

　なにそれっ、曲芸っ。どんなバランス感覚してるのっ。

　ラビ太が、迫ってくる自転車を目掛けて跳はね上あがる。

「文ふみ野のくん、しゃがんで下さい」

　咄とつ嗟さに、言う通りにしていた。

　次の瞬しゆん間かん、僕の頭上では、砂原さんのスカートがはためいていた。

　砂原さんは僕を飛び越え、向かってきたラビ太に向かって刀を振ふるう。

　えーぇぇっ！

　やっぱり！　助けるなんて噓うそだったのっ！

　僕の悲鳴は、声にならない。

　横よこ薙なぎの刃が、ラビ太の体を通過した。

　ブレーキっ！　両手を握にぎり締しめる。タイヤが横すべりして豪ごう快かいな音を立てながら止まる。狙ねらい通りの位置だった。

「ラビ太っ！」

　砂原さんに斬きられ、降ってきたラビ太を受け止める。

　ラビ太は眠ねむっているように目を閉じて丸まっていた。お腹には、怪け我が一つしてない。

　…………うそ、なんで。確かに、刀で斬られたのに。

　頭上から悲鳴が降ってくる。

「え、あれ、ひゃわんっ！」

　砂原さんは、どうやら僕の自転車の荷台に着地しようとしていたらしい。どこまで曲芸をするつもりだったんだよ。

　でも、急ブレーキをかけたせいで、当てが外れて思い切りこけていた。スカートを捲まくり上あげた状態で道路に転がっている。

「はぅ。強く激しく痛いです。急に止まるなんて駄だ目めですよ。ラビ太は、ちゃんと私が受け止める予定だったのですから」

　子供みたいにもにょもにょと不満を言いながら、砂原さんがこっちを見る。そして、自分のスカートの惨さん状じように気づいて、また悲鳴を上げた。

「ひゃわーーっん！」

「見てない。何も見てないよっ！　何も白くなんかないよっ！」

　思い切り目を閉じる。

　それからしばらく、無言の時間が流れた。

　突とつ然ぜん、僕の頰ほおに温かいものが押おし付つけられる。

「ふわっ」

　思わず変な悲鳴をあげてしまった。目を開けると、ラビ太が僕の顔に、鼻先を押し付けていた。いつもの、元気で人ひと懐なっこいラビ太に戻もどっていた。

「ら、ラビ太ぁっ、よかった！」

　正面から、笑い声がする。砂すな原はらさんが、ラビ太と戯たわむれる僕を見て笑っていた。

「ねぇ、砂原さん……さっき、なにをしたの？」

「その子に憑ついていた、悪いものを祓はらいました。もう心配ありません」

「悪いものって、なに？　なにかの霊れいとか？」

　僕がそう言うと、砂原さんの顔から笑顔が消えた。

　突とつ然ぜん、なにか忘れていたことに気づいたみたいに。

「それ以上は、知らない方がいいですよ。できれば、今夜のことは他ほかの皆みんなにも言わないでください」

　そんなこと言われても、こんな経験、忘れることなんか出来るわけないよ。

「ちょっと待って、いったいなんだったのかくらい教えてよ。それに、さっきの歌だって」

　砂原さんは背を向けようとした。でも、僕の言葉を聞いて動きを止める。

「謡うたが、聞こえたのですか？」

「うん……十五夜うさぎの童どう謡ようだった」

　砂原さんが勢いよく振り向いて、近づいてくる。しばらく、黒くろ水ずい晶しようの瞳ひとみが、じっと僕を見つめた。そこには、いつもの清せい楚そな笑顔は浮うかんでいない。

「わかりました。文ふみ野のくん、少しお話しましょう。今からお時間はありますか？」

「え……うん、いいの？」

　なんだかわからないけど、教えてくれる気になったらしい。

　さっきまで怖こわかったのも忘れて、子供みたいにワクワクしていた。こんなに不思議なことは初めてだったから、好こう奇き心しんでいっぱいだったんだ。

「私の神社の名前、覚えてますか？」

　うん、たしか、石段の脇わきに刻きざまれていた。歌を祓うと書いて歌うた祓はらい神じん社じやだ。

「私は歌祓の巫み女こ、歌に憑いてあらわれた穢けがれを祓うものなのです」

　砂原さんは、木造りの鞘さやを拾って刀を納める。絵になる綺き麗れいな仕草。

　まだ肌はだ寒ざむい夜風が吹く。ラビ太が腕うでの中で、ぴくっと耳を動かす。

　見上げた空には、十五夜の月が浮かんでいた。
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　砂原さんに案内されて歌祓神社にやってくる。

　相変わらず、静かな境けい内だいだった。この前と違ってすっかり夜ってこともあって、なんだか余計に特別な場所みたいな気がした。隅すみっこではすっかり葉を茂しげらせた桜の木が堂々と鎮ちん座ざしている。

　ラビ太はもともと、この神社に住み着いていた野の兎うさぎだったらしい。ちょっと名残なごり惜おしかったけど、境けい内だいに放してやることにした。

　拝はい殿でんの裏手に小さな平屋建ての母おも屋やがあって、砂すな原はらさんはそこに住んでいた。

　両親はいなくて一人暮らしなのですよ、と砂原さんは教えてくれる。世間話みたいに笑いながら言ってたけど、どうしてなのかは、なんとなく立ち入りすぎな気がして聞けなかった。

　砂原さんは僕を部屋に通すと、お茶を淹いれてきますね、と言って台所の方に出て行く。

　通されたのは砂原さんの部屋。一人になって辺りを見回す。

　六畳の和室に丸い卓ちや袱ぶ台だい、部屋の隅すみには鏡台付きの化け粧しよう簞だん笥すがあって、その上にはノートパソコンが置かれている。反対の隅には本ほん棚だな、児童書のような背表紙の本と詩集が並んでいた。

　飾かざり気けのない部屋だった。もしかしたら、ウサギのヌイグルミ分だけ、僕の部屋の方が女の子っぽいかもしれない。

　そう言えば、小こ町まち以外の女子の部屋に入るのって初めてだよ。それに気づくと、なんだかちょっと緊きん張ちようしてきた。

　と、次の瞬しゆん間かん。

　背後に視線を感じた。そっと振ふり返かえる。

　ちっちゃな女の子が、襖ふすまの隙すき間まから覗のぞいていた。あんな鮮あざやかなピンク色の髪かみをした知り合いは一人しかいない。

　そっと近づいて、襖を開けた。

「あわぁー」

　びっくりしたらしい。廊ろう下かに立っていたヨミちゃんが声を上げる。

　それから、さっと襖に手を掛けると、勢いよく閉めた。

　どうやら、嫌きらわれちゃったらしい。うーん、そりゃそうだよね。ヨミちゃんが捕まえようとしてたラビ太を、邪じや魔まして逃がしたんだから。

　と思ってたら、また僅わずかに、襖が動いた。

　反対側だった。今度はバレないと思ってるのか、隙間からこっちを覗いている。

　……なにがしたいの。

　そっと近づいて、勢い良く襖を開く。

「あおっ。なんでだっ！」

　びっくりしたらしい。こっちこそ、なんでバレないと思ってたのかの方が不思議だよ。

　また、さっと襖を閉めようとしたのを、今度は先に手を掛けて止める。それから、できるだけ優しい声で話しかけた。

「昨日きのうはごめん、なんか砂原さんとヨミちゃんのこと誤解してたみたい。てっきりウサギをいじめてるのかと思ってさ」

　ヨミちゃんはそれを聞くと、すぐに警けい戒かいをといてくれた。にはっ、と元気な笑顔を浮うかべる。

「ひとつ、かしだな！」

　そんな言葉、どこで覚えるんだろう。

　ヨミちゃんはちょこちょこと部屋の中に入ってきて、卓ちや袱ぶ台だいの横にちょんって座った。僕もその向かいに座る。

「そういえば、じこしょうかいまだだったな」

　そんなことを言ってくる。もうお互いに名前知ってるけど。

「ハルは、じこしょうかいしってるか？」

「うん、まぁ一応ね」

「いちおうかー、まだまだだなー」

　きっと、ヨミちゃんは覚えたての単語なんだろう。楽しそうに、じこしょうかいー、と歌い始める。そして、胸を張って言った。

「ヨミはヨミだー」

　うん、それは知ってるよ。

「……」

「……」

　短い沈ちん黙もく。

　しばらく待つけど、ヨミちゃんはやり切った感じで満足そうな笑みを浮うかべるだけだった。え？　おわり？　なにもやり切ってないよ！

「……自己紹介って、それだけ？　他ほかにはなにか教えてくれないの？」

「え、ほかかー。そうくるかー」

「自己紹介の、なにを知ってるつもりだったんだよ。他にも、いっぱい紹介することあるよね？」

「ぜいたくだなー。そんなにしりたいか？」

「ヨミちゃんが言い出したんだろっ」

「じゃぁ、しょくぎょう！」

「え？　すごいね、子供なのに職業あるんだ」

「うん。ヨミのしょくぎょうは、さくらのようせいでしたー」

　うわ、すごいメルヘンな仕事だ。発想が可愛かわいい、ぜひ僕もやってみたいよ。

「おや。お二人とも、もう仲良くなったのですか」

　襖ふすまが開いて、砂すな原はらさんが部屋に入ってくる。手はお盆ぼんを持っていて、お茶と和菓子が並んでいた。

「どうぞ召めし上あがってください。ちょっと奮ふん発ぱつして、インターネットで京都の和菓子屋さんから取り寄せたのです。ここのお菓子は、よい甘あまさでとってもおいしいのですよ。はい、ヨミさんもどうぞ」

　そう言いながら砂すな原はらさんが差し出してくれたお菓子は、どら焼きだった。有名店のものなのか、表面に刻印が押されている。

「おぉ、どらやきだ！　むてきだ！」

　なにが無敵なんだろう。でも、たしかに美お味いしそうだった。京都からどら焼きを取り寄せるなんて本格的だ。じゃ、遠えん慮りよなくいただくよ。

　まず一口、びっくりするほど美味しかった。中には餡子あんこだけじゃなくて抹まつ茶ちやクリームも入ってる。抹茶の風味が甘すぎるのを押さえて、絶ぜつ妙みような甘あまさだ。

「うっわ、すっごい美味しい」

「はい、よい甘さです」

「砂原さん、和菓子、好きなんだ」

「和菓子というより、小豆あずきが好きなのですね。最中もなかもお萩はぎやたい焼きも大好きです。甘いものは人の心を穏おだやかにします」

　そう言うと、砂原さんは美お味いしそうにお茶を飲む。

「ところで、ヨミさん。文ふみ野のくんには、さっきの『うさぎ』の謡うたが聞こえたみたいなのですよ。彼の魂たましいを見てもらえませんか？」

　え？　なにそれ？　魂を見るって僕にも何か憑ついてるの？

　ヨミちゃんは、夢中でどら焼きを食べていた。名前を呼ばれて顔を上げる。どうやったらそうなるのか、鼻にちょこんとクリームが付いていた。その目は、砂原さんの言ってることがわからないようで、きょとん、としている。

「ハルは、きれーだけど、ふつーだぞ？」

「おや、気づいてなかったのですか。文野くんは、男の子なのですよ」

　と、砂原さんがいきなり説明してくれる。

　僕の魂を見るっていうのと、性別がなにか関係あるの？

　とりあえず、ヨミちゃんは、まだ僕が男だって気づいてないみたいだった。まぁ、ショックじゃないって言ったら噓うそになるけど、こういうことは何度もあったから、今さら傷つかないけどね。

「うん、僕は男だよ」

　頷うなずくと、ぴた、っとヨミちゃんの動きが止まった。

　ぽっ、と鼻が膨ふくらむ。そして、まじまじと見てくる。まぁ、慣れてることだし、ちょっと驚おどろかれたくらい気にしないけどね。

　ヨミちゃんは、小さく口を開いた。

「ど」

「ど？」

「どえええぇぇぇぇっ、ちょ、うそっ、どええええええぇっ！　お、おとこ、どええええええぇっ、ぶえええええええええっ！　ど、どのへんっ、どええええええっ！　だって、だどえええええええええええええええええええぇぇぇぇぇぇっ！」

「驚おどろきすぎだっ、さすがに傷つくよっ！」

「おどろかせすぎだ、ころすきか！」

　えーっ。そんなにっ。

　ヨミちゃんは人を指差したまま一しきり叫んだあと、やっと落ち着いたみたいで、ぽつりと呟つぶやいた。

「うたいびと、かもだ！」

「やっぱり、そうだったのですか。文ふみ野のくんが、『謡うたい人びと』かもしれないのですね」

「なに、その『謡い人』って？」

「そうでした。説明をするというお約束でしたね……では、順を追ってお話しましょうか」

　砂すな原はらさんは、ティッシュでヨミちゃんの鼻についていたクリームを拭ぬぐってから、僕に向き直る。そして、告げた。

「まずは、この世界の成り立ちについてですね」

　あれ？　そんな話だったっけ。

　なんだか、いきなりスケールの大きなところから始まったよ。

　僕の表情に気づいて、砂原さんが付け足してくれる。

「私たちのことを話すには、まず、世界について知ってもらわないといけないのですよ。この世界は、皆みなさんが思っているよりもほんの少しだけ複雑なのです」

　そう言うと、砂原さんは目の前にあった、自分のどら焼きを手に取った。まだ一口も手をつけてないどら焼きを両手の指先で挟はさむようにして持ち上げると、顔の前に持ってくる。

「私たちの世界は、実は、このどら焼きのような形をしているのです」

　へぇ、世界ってどら焼きなんだ。

　これはびっくりだよ。世界ってどら焼きだったんだね。美お味いしいよね、どら焼き。じゃぁ、そろそろ帰ろうかな。

「あぁ、文野くん、待ってくださいっ。お話はこれからですよ」

　立ち上がりかけたところを、ぎゅっと引き止められる。砂原さんの手が、シャツの裾すそを摑つかんでいた。

「冗じよう談だんだって。いや、あんまり個性的なフレーズだったからびっくりしただけだよ」

　と、畳たたみの上に座りなおす。でも、さっきの不思議な出来事や、十五夜うさぎの童どう謡ようがなかったら、間違いなく帰ってたけど。

　では、と仕切り直すように言ってから、砂原さんは続きを切り出す。

「えっと、世界はこのどら、いえ、未来の世界から来た猫型ロボットが大好きなことで有名な和菓子のように、二つの階層が重なり合ってできているのです。『物うつし世よ』と呼ばれる形の有る世界と、『幽かくり世よ』と呼ばれる形の無い世界です」

　えっと、とりあえず、別にどら焼きって言葉が駄だ目めなわけじゃないからね。有名な漫まん画がを引き合いに出しても、説得力は変わらないよ。

「その形が有るとか無いとかって、いったいどういうこと？」

「見える物と見えない物、と呼んだ方がわかりやすいかもしれませんね。私たちが名前をつけて呼ぶものの中で目に見えるものすべては『物世』に存在し、目に見えない物すべては『幽世』に存在するのです。私たちの世界は、この二つが重なり合ってできている。どら、いえ未来から来た猫型ロボットが大好きなお菓子みたいに」

　うーん、相変わらずよくわからない。いきなり置いてかれた気がする。

　表情を見て、すぐに僕の理解度がプリンの中のカラメルソース分くらいしかないのを察してくれたらしい。砂すな原はらさんはどら焼きの下の生き地じを指して、説明を付け足してくれる。

「具体的にいきましょうか。『物世』にあるのは、例えば、私たちの体。この神社も、桜の木も、学校も、大地も星も月もすべて、目に映るものは『物世』に存在しています」

　それから次に、どら焼きの上の生地を指差して続ける。

「こちら側の『幽世』には、言葉では知ってるけれど見えないものがあります。記き憶おくや心や魂たましいなどがそうですね」

「魂、なんて、本当にあるの？」

「ありますよ。私は逆に、魂の存在を否定する方が信じられません。魂がないのなら、私たちはなぜこんなにも思おもい悩なやむのでしょう？」

「それは、頭で色んなことを考えてるからじゃないかな」

「脳に魂が宿っているということですか？」

「そうじゃないけど……うん、まぁ、脳が考えてるんだから、そういうことになるかもしれないね」

　ぴっと、砂原さんの細い指が、自分の頭を横から指差す。

「脳は、言葉を作る装置です。いいですか、あくまで、言葉を作る装置でしかないのです。私たちの持つ魂とは、こんなところには閉じ込めて置けない、もっと奇き妙みよう奇き天て烈れつで曖あい昧まいで理り不ふ尽じんなものです」

　ずっと昔に見たＳＦ映画を思い出した。

　確か、人間の体が機械化された遥はるか未来の話だった。脳さえも機械になった人間たちの間で、ある噂うわさが流れ続ける。予感が閃ひらめいたりや胸騒ぎがすることがある。これは魂が囁ささやいているからだっていうんだ。

「世界は未来の猫が好きなお菓子みたいだといったの、わかっていただけましたか？」

　砂原さんはどら焼きを少し千ち切ぎって口に含んだ。「よい甘あまさです」、と幸せそうに呟つぶやく。

　うーん、と考える。

　この医学や科学の発達した世界で、

　魂たましいの存在、そんなの、やっぱり信じられないや。

　あと、だんだん短くなってるけど、未来の猫はただの猫だと思うよ。

「私たちの肉体は『物うつし世よ』にあり、魂は『幽かくり世よ』にあります。さて、ここで問題です。二つの世界に分かれて存在する私たちの肉体と魂が、こうして繫つながっていられるのはどうしてでしょう？　それは、二つの世界を繫げる餡あんの役目をしているものがあるからです」

　と、砂すな原はらさんはどら焼きの生地に挟はさまれた、餡あん子こと抹まつ茶ちやクリームを指差す。

「『物世』と『幽世』、両方の世界に存在しているものが、私たちを繫いでいるのです。目には見えるけれど見えないもの。形が有るけれど無いもの……わかりますか？」

「……風とか？」

「ロマンチックですね、いい答えです。でも残念です。風は空気の動き、色がないだけで、私たちの目には映っています。正解は──」

　砂原さんは一いつ瞬しゆんだけ言葉を止めて、面おも白しろがるように僕を見た。

「言葉、です」

「……言葉？」

「それが私たちの体と魂を繫ぎ止めているのですよ。私たちが死ぬのは、体が傷ついたからでも、脳の動きが止まってしまったからでもありません。言葉を失ってしまったから、肉体と魂が切り離されてしまうのです。わかりますか？」

「……うん、なんとなく」

　信じれるかっていうのは、また別の話だけど。と、心の中で付け足す。

「でもさ、今の世界の話と、さっきのラビ太の話がどう関係するんだよ」

「では、この部分にはなにがあると思いますか？」

　どら焼きの生地の中で、端はしの方の部分を指差す。

　いくら有名店のどら焼きといっても、生地の端まで餡があるわけじゃない。外側にはぐるっと、なにも狭はさまるもののない隙すき間まのあいた二つの生地があった。

　『物世』の方は簡単だ。存在しているけど、魂や記憶のないもの。つまり、普通の物だよね。

　じゃあ、『幽世』はどうなんだろう。さっきの砂原さんの解説を真ま似ねるなら、存在していて、でも形はなくて、どんな物とも繫がっていないもの。

　それって、なに？

「私たち日本人が古来から知っているものですよ。例えば、妖よう怪かい、幽ゆう霊れい、呪のろい……そして、神」

「そんなものが、存在して──」

　と、言いかけて止める。

　だって、僕は、見たじゃないか。なにかに呪われたウサギを。

「かつて、『物うつし世よ』と『幽かくり世よ』は完全に繫がって合っていました。この隙間までびっしりと餡が入っている状態だったのです。火や水には精せい霊れいが宿り、あらゆる物質に意思が宿っていました。九つ十く九も神がみというものを知っていますか？　長く使われたものに宿るとされている神様のことです。この由来となったのも、かつては物質に意思があったからなのですよ」

「じゃぁ、もう一方の、妖よう怪かいとかも本当にいたってこと？」

「ええ。かつては、当たり前に存在していたのですよ。妖怪も幽ゆう霊れいも呪のろいも神も。ですが、私たちの祖先は、それを儀ぎ式しきによって世界から切り離したのです」

　その話が始まると、ヨミちゃんが、ちょっとだけ寂さみしそうな顔をして、砂すな原はらさんの腰こしあたりに、ぽふっ、って抱だきついた。砂原さんはピンク色の頭にそっと手を置く。

「太古、私たちは彼らと共存していました。彼らは時に災さい厄やくを与え、時に恩おん恵けいをもたらしました。人は不幸があれば妖よう魔まのせいにし、救いを求めては神に祈いのりました。ですが、文明を手に入れた私たちは、彼らの存在を必要としなくなっていった。人は、彼らを捨てたのです。もう、あなたたちはいらないと。儀式によって、彼らが繫つないでいた言葉を奪うばい、『物世』と切り離した」

　砂原さんはどら焼きの端はしを千ち切ぎると、ぽいっと口に放り込む。それからまた「よい甘あまさです」と至福の笑顔で呟いた。

「切り離されたものたちには、帰巣本能があるのです。彼らは元の姿に戻もどりたい……正確には『物世』と繫がっていたいと思っている。彼らが願いを成じよう就じゆするために必要なものはなにか、もうおわかりですよね」

「言葉……ってこと？」

「そうです。言こと霊だまという言葉を聞いたことはありますか？　力を持った言葉はあちらがわのモノを呼び込むのです。言葉は、それが古いほど、広く知しれ渡わたっているほどに力を持ちます」

　さっき、ラビ太がおかしくなった時に聞こえてきた童どう謡ようを思い出す。

「……十五夜の、うさぎ」

　それは、誰だれもが知っていて、ずっと昔から伝わる歌だった。

　砂原さんは頷うなずいてくれる。

「言葉に力を持たせる方法はいくつもあります。符にしたり、魔ま方ほう陣じんにしたり、呪じゆ文もんのようにリズムをつけたりですね。その中には、歌も含まれます。そして、この地域は、かつて世界から追い出された神さまと、わずかですが繫がりが残されています。神の名は『歌神』、歌を司る神。だからこの町では、歌による言霊が生まれやすいのです。だからここは歌うた祓はらい神じん社じやなのですよ」

　神話収集クラブの部室で、ニコル先せん輩ぱいが言っていた事を思い出す。

　神かみ折おり町まちでは、昔から不思議なことがたくさん起きている。砂原さんがあのクラブに入った理由も、過去の資料が見たいからだと言っていた。

「今回のは……童謡『うさぎ』によって引き起こされた怪かい異いです。おそらく、あの童謡を歌った子供たちが、無む意い識しきのうちに呪のろいを呼び込んだのでしょう」

　そういえば、聞こえてきたのは子供の歌声だった。十五夜を見て跳はね回まわるという呪いが、偶ぐう然ぜんにもラビ太にかけられていたってことなんだろう。

「私たち歌うた祓はらい神じん社じやの者は、代々、この町で起こる怪かい異いを祓はらうことを使命としています。私はそれを受け継ぐ者、歌うた祓はらいの巫み女こなのです」

　凛りんとした声が告げる。それは誇ほこりでも奢おごりでもなくて、ただ、在るべきものを受け入れるかのような落ち着いた声だった。

　気がつくと、いつの間にか、すっかり彼女の話を信じていた。

「すごいね……砂すな原はらさんは、こうやって町を守ってたんだ。すごいというか、かっこいいよ」

「それをいうなら、文野くんも、かっこよかったですよ。今日、ラビ太を追いかけたときもそうですけど……昨日きのう、ラビ太を守るために刀を持っていた私の前に飛び出したこと、なかなかできることではありません。とても男らしかったです」

　どくん、と心臓が跳ねた。

「え……今、なんて言ったの？」

　それは、僕がずっと憧あこがれていた言葉だった。砂原さんは、ひょこっと首を傾かしげて、不思議そうに付け足してくれる。

「男らしい、と言ったのですが……どうかしました？」

「生まれて、初めて言われたよ！」

　胸がドキドキしていた。思わず泣いてしまいそうだった。

「僕さ、子供の頃ころから、ずっと女の子みたいって言われて、ずっと、コンプレックスになっていたんだ。だから、男らしくなりたいって思ってたんだ」

　僕の言葉を聞いて、砂原さんはぽんと指先を重ね合わせた。そして、百ゆ合りの花を思わせるような清せい楚そな笑みを浮うかべて教えてくれる。




「それはそうですよ。だって、君の魂たましいは女の子なのですから」




　…………え？

　時間が止まった。

　耳が、心が、その言葉を拒きよ絶ぜつしていた。

　聞こえない。まったく聞こえたないよ。うそだけどっ。

「本当は歌祓神社の宿命も、この世界の成り立ちも、普ふ通つうの人には話してはいけないことになっているのですよ。私が君に打ち明けたのは、協力して欲しいと思ったからです」

　砂原さんが続ける。でも、僕が聞きたいのはそこじゃなかった。
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「君の魂は、人とは違うのですよ。ちょっと特とく殊しゆというか、変わっているというか、そう、特別なのです。お話を始める前に『謡うたい人びと』と言ったのは、そういうことなのです」

　だから、そんな世界の話はもうどうでもよかった。僕の魂たましいが、なんだって？

「ねぇ、もういっかい、ちゃんと教えてよ。僕の魂は、なにが特別なの？」

　砂すな原はらさんは、自分の話に興味を持ってくれたのが嬉うれしい、みたいな笑みを浮うかべて、詳くわしく言い直してくれた。




「君は男の子ですが、繫つながっている『幽かくり世よ』の魂はもともと女の子のものだったのです。どういうわけか、生まれるときに、魂と肉体が間違って繫がってしまったのですね。というわけで文ふみ野のくん、どうか私に協力し──」




　砂原さんが何か続きを話していたけど、もう聞こえなかった。

　同じフレーズが、ずっと頭の中でリフレインしている。

　君の魂は女の子なのですから。魂は女の子なのですから。女の子なのですから。

　そんなの、そんなのって。そんなわけ、ないよっ。だって。

　これまで何度も繰くり返かえしてきた叫び声をあげる。

　僕は、男だよっ！








＊＊＊









　水み無な月づきの宵よい。

　月の光が、ささやかな境けい内だいを照らします。

　元気のない足取りで石段を駆かけ下おりていく文ふみ野のくんの背中を見ながら、小さく息を吐きました。

　境内に視線を巡めぐらせると、夜の桜が目につきます。多くの人が桜の木を愛めでるのは春だけですが、梅雨時の新緑の葉桜も、とても素す敵てきだと思うのです。

「ちょっと、いきなり過ぎましたかね」

　そう言って笑いながら、反省の代わりに、コツン、と自分の頭を叩たたきます。

「でもな、コトな、たのしそうだった」

　後ろから、ヨミさんが近づいてそう言ってくれます。

「そんなに楽しそうでしたか、私？」

「うん、これくらいたのしそうだった」

　と言うと、ヨミさんは両手を広げて、くるっと回ります。今ひとつどれくらいなのかはわかりませんが、確かに、楽しそうだったみたいですね。

　ヨミさんは私の横を通り過ぎると、石いし畳だたみの上でちょこんと座っていたラビ太に近づきます。ラビ太、良い名前を貰もらいましたね。

　でも、ラビ太はヨミさんが近づくと、ぴょんぴょんと慌あわてて逃げ出してしまいました。

「あうー」

　悲しそうに声を上げます。勢いよく近づきするぎから駄だ目めなのですよ。

「ヨミさん、文野くんとなら、力が使えるのではないですか？」

「みどころはあるなー」

　くるり、とヨミさんが振ふり向むきます。

「……そう、ですよね。明日、もういちど、文野くんにお願いしてみましょう」

「それがいい！　それはさいようだな！」

　ヨミさんはそういうと、小さな拳こぶしを振り上げます。拳というより、こぶち、って感じですね。

　と、次の瞬しゆん間かん。

　一いち陣じんの風が吹いて、ヨミさんの姿が搔かき消きえました。

　代わりに、彼女が立っていた場所には数枚の桜の花びらが舞まいます。

　私は一人、神社の境内に残されてしまいました。

　さっきのヨミさんの笑顔を思い出します。どうやら、ヨミさんは私が思っている以上に、文ふみ野のくんを気に入ってくれたみたいですね。

　なんだか、ちょっとだけ嬉うれしくなってしまいました。

　見上げると、水み無な月づきの宵よい空ぞらに浮うかぶ十五夜の月。

　そっと、『うさぎ』の童どう謡ようを口ずさみます。

　これも、私が幼い頃ころに、母かあさんに教えてもらった歌の一つでした。

　よい、歌ですね。







[image: ＃３　赤い靴はいてた男の子]







　放課後のチャイムが鳴って、学校がボリュームを上げたように賑にぎやかになる。

　皆みんなが部活に放課後の予定に、なんとなく残って無む駄だ話ばなしにとわいわい賑わうのを横に見ながら、とぼとぼ旧校舎へ歩いていく。

　窓の外は、僕の気持ちを映してるみたいに、朝からずっと雨だった。いや、まぁ、普ふ通つうに梅つ雨ゆ時どきだからだけど。

　向かう先は、神話収集クラブの部室だ。

　昨日きのうの夜、砂すな原はらさんからとんでもない話を聞いて、そのまま逃げるように歌うた祓はらい神じん社じやを後にした。

　学校に来てから、なんとなく気まずくて、砂原さんとは一言も話していない。

　砂原さんの方からも、時々視線は感じるけど、話しかけてくることはなかった。別に怒おこってるわけじゃないけど、そう思われたかもしれない。




　僕の魂たましいって、女の子だったんだって。




　もし武たけ一いちに言ったら、やっぱりそうだったかっ、とか言って喜ばれそうだ。

　まったく、そんなわけないじゃないかっ。

　よーし、ちょっと証しよう明めいしてみよう。と思って、授業中にノートの何も書いてないページを開いてみた。まぁ、こんなことしなくたって、僕は男なんだけどね。わかりきってるけどね。

　右側に得意なものや好きなもの、左側に苦手なものや嫌きらいなものを交こう互ごに書いてみる。




　好きなもの、編み物。（これは僕の一番の趣しゆ味みだから当然だ！）

　嫌いなもの、マラソン。（体力ないから苦手だよ）

　好きなもの、お菓子作り。（休みの日とか、よくケーキやクッキーを作ってる）

　嫌いなもの、格かく闘とう技ぎ。（見ていて痛そうだから苦手。あと、格闘ゲームも苦手だな）

　好きなもの、恋愛ドラマ。（なんか切なくなってドキドキするのがいいんだ）

　嫌いなもの、少年マンガ。（なんでも暴力で解決するのってよくないと思うんだ）




　……あれ。

　うわ、びっくりした。こうやって見たら、女の子みたいじゃん！




　そんなこと有り得るわけないって笑い飛ばしたいけど、できなかった。砂原さんの世界の成り立ちの話は妙みように説得力があったし、ラビ太がおかしくなったのをこの目で見たんだ。でも、僕が女の子だっていうのことまで、そうだったの、って受け入れることなんかできるわけない。

　信じてるわけでも疑ってるわけでもない。今の気持ちを一言で表すなら、信じたくない、だ。

　放課後までずっと考えて、やっとわかった。この気まずさの正体、砂すな原はらさんを避さけているわけ……怖こわいんだ。情報が捕ほ捉そくされて、信じてしまうことが。

　なのに、なんでこうやって部室に向かっているかというと、昨日きのうの夜、帰り際に言われたからだった。




「では、また明日あした、部室で待っていますね。約束、忘れないで下さい」




　砂原さんがウサギを襲おそうような危ない子じゃないってのはわかった。

　でも、弱みを握にぎられてるのは変わらない。僕が更こう衣い室しつを覗のぞいていたことを、皆みんなにバラさられるわけにはいかないし、『月ウサギの君』にだって知られるわけにはいかない。

　彼女が、黙だまってくれる代わりに一いつ緒しよに帰ること、っていう条件を出したのは、ラビ太を取り返したいからだと思ったけど、まだ続きがあるらしい。

　旧校舎の中に入る。普ふ段だんなら練習を開始した運動部のかけ声が聞こえてくるけど、今日きようは雨なので静かだった。変わりに、窓を打つ雨音が響ひびく。

　部室の前に来ると、中から話し声が聞こえてきた。

　木造の旧校舎の壁かべやドアは薄うすいから、けっこう中の話が聞こえてくる。話しているのは、片方はニコル先せん輩ぱいだけど、もう一人ひとりは初めて聞く声だった。

「どういうことですか、まだタイミングじゃないって。私、ずっと、ずっと、彼のことを想ってたんです。なにが足りないですかっ、言ってください、即そつ刻こく直します、なにが足りないですかっ」

　なんか、ものすごい真しん剣けんな感じの女の子の声がする。答えるニコル先輩の声は、対たい照しよう的てきに眠ねむそうだった。

「だから、足りないとかじゃなくて、向こうは君のことをよく知らないから、ゆっくりと距きよ離りを縮めていく方がいいっていってるんだよ」

「なにを、悠ゆう長ちようなこと言ってるんですかっ。高校生活は三年しかないんですよ。さっさとくっつかないと、色んなイベントが終わってしまいますっ。過ぎたイベントは戻もどらないんですよっ」

「君、あれだね。ゲームとか好きだよね」

「もういいですっ。やっぱり、私は、私のやり方でやりますからっ！」

「そう思うなら、最初っからそうしてよ」

　ばんっ、とドアが開いて、女の子が飛び出してきた。

　なんていうか、声からイメージしてた通り真面目そうな子だった。そして、ゲームが好きそうな子だった。

　お下げにした黒くろ髪かみを両サイドから垂らしている。縁ふちの太い眼鏡めがねごしに、ちょっと神経質そうな目が僕を見上げていた。小こ柄がらで肩かた幅はばがやたらとせまい、明らかにぶかぶかな紺こん色いろのセーターを着ていて、袖そでからはちまっと指先が出てるだけだった。

　彼女はドアのすぐ傍わきに立ってた僕を、何か用ですかっ、って言うみたいに見上げる。けっこう人見知りなのか、不安そうにソワソワしていた。

　でも彼女の表情は、何かに気付いたみたいに、ぱっと笑顔に変わる。

「……あ、文ふみ野の春はる、くんっ」

　あれ？　なんで、僕のこと知ってるんだろ。

　そう考える暇ひまも与あたえてくれなかった。彼女はすぐに教えてくれる。

「わ、私、明石あかし紗さ枝えっていいます。文野くんとは、隣となりのクラスなんですよ。文野くんは私のこと知らないかもですけど、私、よく見てるんですよ。はじめまして！」

　ぱっと手を差し出してくる。わぁ、初対面で握あく手しゆなんかするの、初めてだよ。

　手を繫つなぐと、明石さんはぶんぶんってメレンゲを泡あわ立だてるみたいに勢いよく振ふる。で、初対面の儀ぎ式しきは終了って感じで話し始めた。

「あの、文野くん……古ふる井い武たけ一いちくんと、仲、いいんですよね？　ちょと変なこと聞きますけど、武一くんと一番仲がいい女の子って誰だれだと思います？」

　確かに、いきなり変な質問だった。

　武一はバスケ部のエースだし、格好いいし、中学校の頃ころからよくモテてた。まぁ、中身はちょっとアレだけど。でも、女の子と特別って呼べるくらい仲良くしてるのは見たことない。いっかい、誰かと付き合ったりしないのって聞いたら、僕より可愛かわいい女の子がいないせいだって言われた。ぜんぜん面白くない冗じよう談だんだよね。

　まぁ、でも、仲のいい女の子をあえて上げるとしたら。

「小こ町まち、じゃないかな。僕のクラスの。いちおう、幼おさな馴な染じみだし」

「……幼馴染、なんて卑ひ猥わいな響ひびきでしょう！」

　そうかな？　ちなみに、僕もそうだけどね。

「ところで、武一くんてチョコレート好きですか？」

　と、聞いてくる。うん、まぁ、嫌きらいじゃないと思うよ、って答える。

「ほんとですかっ！　じゃぁ、武一くんってどんな子がタイプなんですか？」

　じゃぁ、って質問とびすぎじゃない？

「芸能人でいったら誰ですか？　八重歯がちょっと欠けてるのって気にしますか？　休みの日ってなにしてるんですかね？　よく行くお店とかしらないですか？　あと、八重歯がちょっと欠けてるのって気にしますか？」

　いきなり怒ど濤とうの勢いで質問がやってきたっ。そんなにいっぱい、答えられないよっ。っていうかさ、この子、もしかして、

「……武一のこと、好きなの？」

　思わず、聞いちゃった。

　明石あかしさんの顔が、途と端たんに真っ赤になる。

「そんなわけ、ないじゃないですかぁっ！」
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　次の瞬しゆん間かんには、両手で突つき飛とばされていた。

　明石さんは悲鳴みたいな声を上げて、ちょっと欠けた八重歯を見せながら、元気いっぱいに走り去っていった。

　……なんだったんだ。台風みたいな子だった。

　と、明石さんが走っていくのとすれ違いに、砂すな原はらさんが歩いてくるのが見えた。

「あ、文ふみ野のくん、ちゃんと今日も来ていただけたんですね」

　いつもと同じ、清せい楚そな笑みを浮うかべて聞いてくる。

「文野くん、さっき部長からメールがありました。今日きようはお客さんがくるので、部室は使用禁止だそうです。なので、帰りましょう」

　そう言うと、砂原さんは部室に寄らずにくるりと背を向ける。

　お客さんって、さっきの明石さんのこと？　他ほかにも誰だれかくるのかな？

「……ニコル先せん輩ぱい、部室でなにやってるの？」

「ニコルさんは、この学校では有名人なのですよ。彼女の占うらないはとてもよく当たるって評判で、ときどき悩める生徒さんの依い頼らいを受けてるのです。旧校舎の魔ま女じよというあだ名まであるのですよ」

　センスはともかく、ニコル先せん輩ぱいにはぴったりなあだ名だ。へぇ、有名な人だったんだ。そういえば、いつか小こ町まちもそんなことを言ってたな。

　結局、部室には寄らずに校舎の外に出る。

　外は雨だった、僕らは傘かさを差して歩き出す。

　砂すな原はらさんには、雨がよく似合う。

　ちらりと横を盗み見るようにして、そんなことを思った。静かで落ち着いた雰ふん囲い気きが、雨に馴な染じむのかもしれない。

　砂原さんは水色の小さな傘に、ちょっと肩かたをすぼめるようにして入っていた。時折、くるくるっと回すのは癖くせらしい。

「文ふみ野のくん、今日きようは朝から元気がありませんでしたが、どうかしたのですか？」

　雨音に忍しのばせるように、聞いてくる。君のせいだ……とは言えなかった。

「魂たましいが女の子だったこと、そんなにショックだったのですか」

　言う必要なんかなかったよ。ずばっと踏ふみ込こんでくる。

「べつに、あんなこと、信じてないからっ。これっぽっちも！」

「君の噓うそが下へ手たなのは才能ですね。でも、そんなに悩なやむことはないですよ。魂は環境や生き方で大きく変わります。ベースが女の子でも、今の君は、いちおう男の子です。いちおう、という言い方は失礼ですね。どちらかというと？」

「それ、フォローになってる？」

　砂原さんはしばらく、細い指を顎あごに当てるようにして、なにか考えごとをはじめる。

　思いついたらしい、目を輝かがやかせて、ぱっと振ふり向むく。

「なんとなく男の子、でどうでしょう」

「閃ひらめいた、みたいな言い方でそれっ！　まったく妥だ協きようできないっ！」

「もしかして男の子、の方がよかったですか？」

「さがってる！　男の子パーセントさがってる！」

　砂原さんが、まんがいち、と言いい掛かけたところで、もういいからっ！　と会話を止めた。これ以上言われたら、信じてなくても傷つくよ。いや、もう十分傷だらけだけど。

「でも、ほら、昨日きのう、女の子の更こう衣い室しつを覗のぞこうとしたじゃないですか。ドキドキしましたよね？　だから、紛まぎれもなく君の心は男の子です」

「ほんとだ、よかった、ってならないよっ！」

　思わず叫ぶと、砂原さんは楽しそうに口元を押さえて笑った。

「まぁまぁ、お気に入りの羊よう羹かんを上げるので、元気出してください」

　鞄かばんの中から羊羹スティックを取り出して渡わたしてくれる。コンビニのレジ横とかに置かれている羊羹をスティック状にした和菓子。ずっと、誰だれが買うんだろって不思議だったけど、こんな近くに愛好者がいたとは驚おどろきだ。

　クラスの女の子たちは感心するくらい毎日色んなお菓子を持ってくるけど、こんな渋しぶいものを持ってる子は始めて見た。

「なんでも、甘あまいもので片付くと思ったら大間違いだからね」

「私はそうは思いません」

　自信満々に、断言された。

　勧すすめられるままに、ぴりぴりとビニールを剝はがして口に運ぶ。

「あ、おいしい」

　初めて食べたけど、思ったよりもずっとおいしかった。羊よう羹かんってもっと甘ったるいものかと思ってたけど、ちょうどいい甘さだ。

　僕の呟つぶやきを聞いて、砂すな原はらさんはまるで自分が褒ほめられたみたいに笑う。それから、我が慢まんできなくなったみたいに自分の分も取り出して口に運ぶ。幸せそうな笑顔で「よい甘さです」と呟いた。

　学校の門を抜ぬけて、川沿いの道へと差さし掛かかった。

　駅は上流の方にあるから、ここまでくると周りを歩く傘かさの数は急に少なくなる。学校に来ている生徒の多くは、電車で市街の方から通ってきている。この道を通って下校するのは、神かみ折おり町まちから歩いて登校している生徒だけだ。

　まるで、それを待ってたみたいに、砂原さんは話を始めた。

「文ふみ野のくん、昨日きのう、君のことを『謡うたい人びと』と呼んだの、覚えていますか？」

　頷うなずく。そう言えば、何度かその言葉は耳にしていた。

「この町では謡になぞらえて不ふ思し議ぎな出来事が起こるって話をしましたよね。もしそれを使いこなすことができれば、とても便利だと思いませんか？」

「……力って、昨日のラビ太みたいなもののことだよね？　確かにそれは、すごいかな」

　十五夜うさぎの事件を思い出す。普ふ通つうのウサギじゃ考えられないくらいのジャンプ力を持っていた。きっとあれが、謡の力なんだろう。

「もしあんな力が自由に使えたら、わざわざ門まで回らなくたって学校に入れるね」

「はい。ひとっとびです」

　砂原さんは頭の上に両手を置いて閉じたり開いたりする。だから、ウサギの耳はそんな風には曲がらないよ。

　僕らはちょっと苦笑いを浮うかべ合ってから続ける。

「ですが、謡を使うのにはリスクがあるのですよ。もし謡が、私たち人間の心の中にすくう負の感情、恐おそれや妬ねたみや憎にくしみと結びついてしまったら……私たちはこれを、穢けがれ、と呼んでいるのですが、『歌うた神がみさま』の力は凶きよう暴ぼうな『幽かくり神がみ』となって災いを呼ぶのです」

「じゃぁ、昨日のラビ太にかかってた呪のろいっていうのも、それなの？」

「ええ、小さな力ですが『幽神』の一つですね。そして、『幽神』に憑つかれたモノは穢れが増ぞう幅ふくして、魂たましいのバランスを崩くずしてしまいます」

「なんで……そんなことが起きるの？」

「昨日、『幽かくり世よ』の外側にいるものたちには帰巣本能があるというお話をしましたよね。彼らは知っているのですよ。人間の負の感情が、一番簡単に、自分たちをこの世界に引き戻してくれる言葉になるということを」

　また、昨日のラビ太のことを思い出す。いつもと比べ物にならないほど凶暴になっていたラビ太、そして、僕が怯おびえるほどにラビ太の力は強くなっていったんだ。

「けれど、ごくまれに、謡を使っても魂が穢れを受けない人がいるのです。『謡うたい人びと』、名前の通り謡の力を使いこなせる人のことですよ」

　砂すな原はらさんが僕の目をまっすぐに見つめてくる。続く言葉は、さすがに予想できた。

「君も、その一人ひとりなのです。『謡い人』の条件は、その謡との相性、ただそれだけです。相性がぴったりの童謡であれば、魂は一切の穢れを受けません。君の持つちょっとだけ変わった魂の形は、私が持っている謡にとって、まさに理想的なのですよ」

　会話が止まる。それを待っていたように、僕たちの間に雨音が滑すべり込こんでくる。

　僕はそれを押おしのけるように、口を開いた。

「……そんなわけ、ないよ」

　僕に特別な力なんかない。僕は『謡い人』なんてのじゃない。だって、これまでの僕の人生で、この女の子みたいな容姿以外で、特別だったことなんて一つもなかったんだから。

「今の君にその力がないのは、謡うたを持っていないからです。昨日きのう、なんの修行もしていない君が『うさぎ』の童どう謡ようを聞くことができたのは資質があるからなのですよ。文ふみ野のくん、君が『謡い人』かそうではないか、確かめることは簡単です。試してみればいいのです、君に謡が使えるのか」

「……そんなの、どうやって」

「私は謡を使えません。ですが、君にぴったりの謡をあげることはできます」

「どうして、僕にそんなことを？　君は、いったいなにがしたいんだよ」

　そう、それはずっと思ってたことだった。

　ウサギの事件は解決したのに、砂すな原はらさんはどうして、まだ僕と関わろうとするのか。僕がその『謡い人』だったとして、そんなこと彼女には関係ないじゃないか。

　砂原さんは立ち止まる。

　僕も釣つられるように足を止めた。振ふり向むいた彼女の目は、真しん剣けんだった。

「それは……君にその力を使って、私と一いつ緒しよにこの町を守るのを手伝ってほしいからです」

　月の中、夜空を飛ぶように跳はねた、十五夜のうさぎ。

　特別な力、に惹ひかれない、と言えば噓うそになる。

　だって、僕はずっと憧あこがれてきたんだ。

　体力のある人に、運動神経のいい人に、男らしいってことに。たとえば、武たけ一いちや小こ町まちみたいな。あ、いや、小町は女の子だけど。ごめんっ。

　それに、『月ウサギの君』といつどこで再会するかわからない。彼女とまた会う時には、男らしくなった僕でいたいって思うんだ。

　僕に特別な力があるなんて信じられない。僕の魂たましいが女の子だったなんて認めない。

　でも、それでも、試してみたいという気持ちは、たしかに生まれていた。

「その謡うたを使えば、その力を貰もらえば、僕は強く……なれる？」

「ええ、もちろんです」

　そう言って、静かな笑みを浮うかべる。

　彼女の向こうに広がる神かみ折おり川がわの川かわ面もでは、水の上で見えない妖よう精せいが運動会をしているように、雨の波は紋もんが広がっていた。

　どれくらい、僕たちは見み詰つめ合っていただろう。

　ふっと、彼女は顔を逸そらす。

「ですが君は、まだ謡のほんとうの怖こわさを知らない。今の状態で誘さそうのは、フェアではありません」

　くるくるっと傘かさを回してから、砂すな原はらさんはまた歩き出す。

「それって、砂原さんの手伝いをするのが、危険だってこと」

「はい、とても。昨日の十五夜うさぎの事件は、ただの子供の謡に含まれたちょっとした悪戯いたずら心ごころが『幽かくり神がみ』をたまたま呼び込んでしまっただけです。この町で起こる事件は、あんなものではありません」

　冷たいものが背中を流れ落ちていくのを感じた。

　それといっしょに、ほんの少し芽生えていた特別な力っていうものへの憧あこがれも萎しぼんでいく。

　だって、僕にとっては、昨日のラビ太だって十分怖かったんだ。

　目の前には、オランダ橋が見えてくる。

　オランダ橋は、神折川に架かっている一番大きな橋だ。古くからあった木造の橋が二年前の嵐あらしで流され、新しく掛けられた。川かわ南みなみと川かわ北きたを繫つなぐ橋。

　オランダ橋、というのは正式な名前じゃないけど、西洋を真ま似ねたようなオシャレな外灯が並んでいるのでそう呼ばれるようになった。なぜオランダなのかは、最初に付けた人のセンスだと思う。

「もしかして……この町で、他にもなにか事件が起きてるの？」

「ええ。この噂うわさ話ばなしは、きっと君も聞いたことがあると思うのですが」

　神折町で起きている事件と聞いて、思いつくのは一つしかなかった。

　そして、気づく。

　気づいてしまえば、なんでそれを疑わなかったのか不思議に思ってしまうほどだった。

「もしかして……『赤あかい靴くつお化け』？」

　砂すな原はらさんが、ご名察です、と言うみたいに頷うなずく。

　だって、その事件の名前は、誰だれでも知ってる有名な童どう謡ようだったから。




　『赤い靴お化け』の事件が起きたのは、一ヶ月ほど前だった。

　夜、女の子が一人で歩いているとお化けが出てきて追いかけてくるというものだ。

　最初は笑い話のような噂だったけど、襲おそわれそうになった子の数がどんどん増えてくると、誰も笑わなくなった。まだ実際に攫さらわれた子はいないけど、それは確かに、人ではないなにかだったらしい。

　お化けに遭そう遇ぐうした女の子たちの共通点は、事件に会ったとき、赤い靴を履はいていたこと。それから、一人で神かみ折おり川がわ沿いの道を歩いていたことだ。何人かは、実際に『赤い靴』の童謡も耳にしている。

　今では、この町で赤い色の入った靴を履いている女の子はほとんど見かけなくなった。




　オランダ橋を渡ると、川かわ南みなみの町の古い町並みが見えてくる。

　砂原さんに誘さそわれて歌うた祓はらい神じん社じやに寄っていくことにした。

　ラビ太が元気にしてるか、見にいきたかったからだ。それに、もう少し砂原さんの話が聞きたいってのもあった。

　彼女のいう『謡うたい人びと』の力について。それから、この町で起きている事件について。

　でも、残念ながら、川南の町に入ってから歌祓神社に着くまで、僕と砂すな原はらさんはあまり話ができなかった。

　すれ違うたくさんの人たちから、次々に話しかけられたからだ。

　大工の親方みたいな人がやってきて「そろそろ障しよう子じを張はり替かえにいこうか？」と気さくに聞いてくる。三さん角かく巾きんをかぶった弁当屋のおばさんに「コトちゃんこれもってきな」と余った煮に物ものをもらう。お巡りさんに「あれ、コトちゃん……一いつ緒しよにいるの、男の子だよね？　女の子みたいだけど、男の子の制服だよね。もしかして恋人！」と驚おどろかれる。

　砂原さんはそのたびに、いつもの笑顔で答えていた。「はい、また近いうちにお願いします」「ありがとうございます、いつもすいません」「こ、恋人なんかじゃないですよっ！」なんか最後のはやたら慌あわててたけど。

　砂原さんはこの町の皆みんなに好かれてるみたいだ。

「川南の町って、みんな顔見知りなんだね。なんだか、家族みたいだ」

　川かわ北きたは新しくできた町っていうこともあって、他よ所そから引っ越してきた人が多い。そのせいか、近所づきあいはそんなに頻ひん繁ぱんじゃない。僕が挨あい拶さつをするのも、同じ通りに住んでいる人たちくらいだ。

　だから、川かわ南みなみの町のコミュニケーションは、ちょっとしたカルチャーショックだった。

「古い町ですからね。それに私は、あの神社で一人暮らしをしてますから、町の皆みなさんは特に気をかけてくれているのですよ。私がこうして今の生活を享きよう受じゆできているのは、皆さんのおかげなのです」

　砂すな原はらさんは当たり前のように答える。

　そういえば、砂原さんはどうして一人で暮らしてるんだろう。昨日きのうは聞けなかった問いだけど、今日きようは自然と口にすることができた。

「ねぇ、砂原さんのお父とうさんやお母かあさんはどうしたの？」

「……二年前の雨の日に、二人とも」

　すぐに後こう悔かいする。やっぱり、聞かない方がよかった。

　二年前、と言えば、この町の人たちは皆、同じことを思い出す。もうそれ以上の説明はいらなかった。

　今から二年前、記録的な大雨が神かみ折おり町まちを襲おそった。学校の校舎は壊こわれ、神折川が氾はん濫らんして橋が流された。特に川南の町は被ひ害がいが大きくて、亡くなった人も大勢いたって聞いてる。

「……ごめん」

「別に、謝ることではありませんよ」

　砂原さんにとって、この二年間がどんな長さだったのかはわからない。でも、僕にはそうやって笑いながら、凛りんとして町を歩く彼女のことが、とても格好よく見えた。

　ふと、なにかに気づいたように、砂原さんが足を止める。

　傘かさをずらして、空を見た。

「雨、あがったようですね」

　いつの間にか雨は止み、雲間から幾いく筋すじかの光が指していた。

　砂原さんは傘を畳たたむと、小さなスペースに閉じ込められていた体を開放するように、うんっ、と伸のびをする。その拍ひよう子しに、ほんの少し砂原さんのブラウスが捲まくれ上あがってお臍へその辺りが見える。僕はあわてて視線を逸そらした。うん、やっぱり僕は男の子だ。

　石段を登り、歌うた祓はらい神じん社じやに足を踏ふみ入いれる。

　雨に濡ぬれた境けい内だいは、清められたみたいに、いつもより優しい静せい寂じやくを帯びていた。

　と、石段の上に、不思議なものを見つける。

　まず大きな籠かごが逆さになっていた。籠は片側が地面についているけど、反対側はつっかえ棒が邪じや魔ましていて浮ういていた。そして、籠の中にはニンジンが置かれている。よくある、鳥を捕つかまえる仕し掛かけだ。

　そこで気づく。つっかえ棒が、普ふ通つうの棒じゃなかった。神社の御ご幣へいだった。御幣には紐ひもがくくりつけられていて、その紐は賽さい銭せん箱ばこの後ろまで続いている。賽銭箱の後ろからは、ちょこんとピンク色の髪かみの毛けが尻尾しつぽみたいに見えていた。

　間違いなくヨミちゃんだった。僕たちに気づいていないらしく、ずっと籠かごを見つめている。

　そして、籠の近くにはラビ太がいた。ニンジンと賽さい銭せん箱ばこを交こう互ごに見つめて、迷ってるみたいだ。どうやら、ラビ太を捕つかまえる仕し掛かけらしい。でも、当のウサギにもばっちりバレてるよ。

「また、御ご幣へいをあんなことに使って」

　と、後ろで砂すな原はらさんがため息をつくのが聞こえる。

　ラビ太はしばらく迷った後、まぁ、おなかすいたしいいやっ、って感じでそっと籠の下に飛び込む。

　その瞬しゆん間かん、ヨミちゃんが紐ひもを引っぱって、ばさり、と籠が落ちた。見事に、ラビ太は籠の中に捕とらわれる。

「やりました！」

　と、元気いっぱいに、ヨミちゃんがこぶちを突つき上あげて駆かけ出だしてきた。

　うん……たしかに、捕まえたけどさ。

　ヨミちゃんが近づいた瞬間、ぽーん、と勢いよく籠が跳はね上あがった。そりゃ、そうなるよね。鳥ならともかく、兎うさぎなら簡単に跳ね除けられるよ。

　しかも、籠がヨミちゃんの顔に直ちよく撃げきして、「あわぁっ」って悲鳴を上げていた。

　ラビ太は逃にげるように僕の足元に近寄ってきて、スリスリしてくる。そっと持ち上げると、僕の顔にふんふんって鼻先を押おし付つけようとしてきた。相変わらず可愛かわいいなぁ。

「無理に捕まえようとするから、びっくりするんだよ。そっと抱だいてあげればいいんだ」

　そう言ってから、ヨミちゃんに近づいて、そっとラビ太を差し出す。

「はい、抱だっこしたいなら、やさしくね」

　ぽっと、ヨミちゃんの鼻が膨ふくらんだ。ふおぉぉ、嬉うれしそうに声を上げて、ラビ太を抱きかかえる。それから、僕を見上げて元気に言ってくる。

「かんしゃのことばはないな！」

　言葉も、だよっ。普通に、ありがとう、って言ったらいいのに。

「文ふみ野のくん、すぐに戻もどりますのでちょっとだけここで待っていてもらえますか」

　と言って、砂原さんは母おも屋やの方に戻もどっていく。

　とりあえず拝はい殿でんの縁えん側がわに座って待つことにした。ヨミちゃんはしばらくラビ太を抱きかかえて遊んでたけど、飽きたのか、ラビ太を放して近づいてくる。ちょっと雨に濡ぬれていた縁側を、御幣の紙の部分で、ばさばさって払はらってから、ちょんと横に座った。だから、そんな使い方していいのっ。

「うさぎはまんきつした！」

　そうなんだ、よかったね。ヨミちゃんは嬉しそうに、僕の横で足をバタバタする。もう雨は上がったけど、ヨミちゃんは今日きようも長なが靴ぐつだった。

「いつも長靴だけど、他ほかに靴って持ってないの？」

「これが、せいそうだ」

　胸を張って断言する。でも、なんで？　って聞くと、理由はなかったみたいで、うーん、って考えだした。しばらくして、閃ひらめいたみたいに答える。

「あめでも、へいき！」

「……うん、知ってる。ファッションとかじゃなかったんだ」

「ふぁっしょんとは、なにかね？」

　あれ、なんで、いきなりそんな喋しやべり方なんだろ？　たぶん、意味はないんだよね。

「オシャレのことだよ。可愛かわいい靴を履はいたり、好きな色の服を着たりさ」

　ヨミちゃんはよくわからないようで、はて、と首を傾かしげる。

　そこで、いいものがあるのを思い出した。鞄かばんの中から、女の子向けのファッション雑誌を取り出す。

　もちろん、僕が自分で買ってるものじゃない。妹が悪戯いたずらで、どういうつもりか知らないけど、よく僕の鞄に入れてくるんだ。でも、女の子の服って、雑誌を見ながら合わせ方とか考えたりするがけっこう楽しくて、暇ひまな時にこっそり読んだりしてる。

「ほら、たとえばこういうのだよ。靴だったら、こんなサンダルとか可愛くないかな？」

　本当はサンダルじゃなくてミュールだけど。ヨミちゃんは雑誌を見ると、ふおぉ、と言って、ぷくっと鼻を膨ふくらませる。

「みんな、きらきらしてるな」

「うん、そうでしょ。女の子はみんなオシャレが好きなんだ」

「おぉ。これなんか、きっとハルににあうぞ」

　とびっきりカワイイ系のモデルさんが着てる、フリフリワンピースにデニム地のベスト、フリンジブーツの組み合わせを指差してくれる。

「……いや、嬉うれしくないからね。でも、たしかにこれ、可愛いなー」

「お待たせしました。おや、なにを読んでるのですか」

　戻もどってきた砂すな原はらさんが、声をかけてくる。なんでもないよっ、慌あわてて雑誌を鞄に仕し舞まう。

　振ふり向むくと、砂原さんの手には白い紙かみ袋ぶくろがぶら下げられていた。なにが入ってるんだろ。気になるけど、それより先に、もっと気になってることがあったんだ。

「ねぇ、砂原さん。もしよかったら、さっきの話の続き、聞かせてくれないかな？」

　さっきの続き、っていうのは、この町で起きている事件についてだ。

　砂原さんは頷うなずいて、ヨミちゃんを挟はさむようにして座ると、川南の町に入ってから中断されていた話を続けてくれる。

「文ふみ野のくんは、『赤あかい靴くつ』という童どう謡ようについてなにを知っていますか？」

　童謡についてなにを知っている、とか聞かれたのは初めてだった。なんだか新しいよ。

「歌詞くらいなら、知ってるけど」

「そうですね。野の口ぐち雨う情じようさんの作詞ですね。作曲は本もと居おり長なが世よさん、とてもよい歌です」

　いや、常じよう識しきみたいに言われても、作詞した人まで知らなかったからね。

　それから、砂すな原はらさんはよい歌、と言ったけど、あの童どう謡ようにはどこか怖こわいイメージを持っていた。メロディもそうだけど、〝異人さんにつれられていっちゃった〟という部分が人ひと攫さらいにでも遭あったような印象を受けるんだ。

「野口雨情さんは素晴らしい作詞家です。私たちが知っている童謡は、驚おどろくほど多くが野口さんによって書かれているのです。『しゃぼん玉』、『七つの子』、『青い目のフランス人形』などもそうですね。童謡の中に哀あい愁しゆうや物悲しさが込められている曲が多いのも特とく徴ちようです」

「……そうなんだ。そんなにすごい人なのに、全然知らなかったな」

「童謡とは、わらべうた、ですからね。普ふ通つうの歌より作り手が注目されないものなのですよ。野口さんは生後七日で娘さんを亡くしているのです。『しゃぼん玉』の〝こわれて消えた〟という描びよう写しやや、『赤あかい靴くつ』の女の子には野口さんの亡き我が子への悲ひ哀あいが込められている、とも言われてます」

　ああ、なるほど、と思う。

　子供ながらに童謡の中に感じていた、どこか物悲しい気持ち。きっとそれは作詞家の中にあったものなんだ。

「『赤い靴』にはモデルがいたっていう話も有名ですね。貧しさからアメリカ人教師夫妻の養女になったという女の子がモデルになっています」

「あ、それは聞いたことある。横浜の波止場から船に乗って外国にいっちゃったんだよね」

「それは二番の歌詞ですよ。実際は、その子はアメリカにはいかなかったのです。病気で渡と米べいできずに、日本の病院で、わずか九歳で亡くなったそうです」

「そうなんだ……童謡っていっても、けっこう話を聞くとシビアなんだね」

「はい。それが魅み力りよくの一つでもあるわけです」

　そう言ってから、砂原さんはどこか悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべた。

「この境けい内だいの隅すみに、桜の木がありますよね。春になると、それはそれは美しい花を咲かせます」

　いきなり、そんなことを言ってくる。

　その桜の木は、僕もずっと気になっていた。境内の隅には、立派な枝ぶりの桜の木がある。春になったら、すごい綺き麗れいなんだろうって思ってたんだ。

「あの桜の木には、悲しい伝説があるのですよ」

　そう言うと、砂原さんは静かに伝説を教えてくれた。

「ずっと昔、この町に一人の武家の少年と、少女がいたそうです。二人は密かに想い合っていました。ですが、近くで戦いくさがはじまり、少年も出しゆつ陣じんすることが決まりました」

　境内の隅、桜の木に視線を向けた。

　大きな桜は、この神社の主であるように佇たたずんでいる。

「出しゆつ立たつの前の日、少年は桜の木に祈いのりました。自分はどうなってもいいから、留守の間、彼女の無事を守ってくれと。少女は桜の木に祈りました。自分はどうなってもいいから、彼が無事に帰ってきてくれますようにと。その日の晩、二人ふたりの夢ゆめ枕まくらに桜の精が現れて言ったそうです。そなたの願いを叶かなえることはできない、それはどちらかの願いに背くことだから。私にできるのは、二人が黄よ泉みの国に旅立ったとき、せめて魂たましいが一いつ緒しよになるよう取り計らうくらいだ、と」

「それで……どうなったの」

「青年は戦から戻もどってこず、少女は神かみ折おり川がわに身を投げたそうです。桜の精の言葉を信じて。それ以来、この桜の木は、黄泉桜、という名前で呼ばれています」

　うぅっ。と、思わず泣きそうになった。油断してたよ、悲劇じゃないか。僕、こういう話、弱いんだ。

「悲しい……話だね。黄泉の世界では、幸せになれたのかな」

　僕は男の子だ、そう繰くり返かえして泣くのはこらえる。でも、来年の春、この桜の花が咲いてるのを見たら、ぜったいに思い出し泣きをする自信があるよ。

「文ふみ野のくん、私はこう思うのですよ。美しいものは、すべからく秘密があるから美しいのだと。目には見えない過去や物語を隠かくしているから、美しくあるのだと思うのですよ」

　それから砂すな原はらさんは、声のトーンを少し落として、告げる。

「『赤あかい靴くつ』の童謡が美しいのは、その中に、悲しみを隠しているからだと思うのです」

　歌の中の女の子の悲しみ、実際のモデルになった女の子の悲しみ、作詞家の人の悲しみ。だから、あの歌は、あんなにも美しいんだ。

　砂原さんは、ちょっと気き障ざっぽいですか、と言って照れくさそうに笑った。その笑顔を見て、この人は、本当に謡うたが好きなんだろうと思った。

「それで……『赤い靴』の童謡で、いったいどんな事件が起きてるの？」

「それが、わからないので困っているのですよ。何とか突き止められないかと、毎晩、赤い靴を履はいて夜の町を散策していのですが、いっこうに『赤い靴お化け』があらわれる気配がありません。靴や場所とは別に、なにか事件に遭そう遇ぐうする条件があるのかもしれないです」

「……毎晩、そんなことしてるんだ」

　びっくりして言うと、砂原さんはなんでもないことのように笑って受け流した。それが、宿さだめですから、と。

　まるで、漫まん画がなんかに出てくる、見えないところで世界の平和を守ってるヒーローみたいだ。

「文野くん、先ほど、君に『謡うたい人びと』の力を使って、私と共に戦ってほしいと言いましたね。それから、どれほど危険なものかわからないのに決めてもらうことはできない、とも」

「あぁ、うん」

　曖あい昧まいに頷うなずく。

　僕の中では、二つの反する気持ちが揺ゆれていた。

　怖こわいという気持ちと、見てみたいっていう好こう奇き心しん。自分の魂たましいが女の子かもしれないってことについて、これ以上知りたくないって気持ちと、はっきりさせたいっていう気持ち。それから、彼女がいう『謡うたい人びと』という力への、怯おびえと憧あこがれ。

　砂すな原はらさんは、僕の気持ちを見み透すかしたように小さく笑う。

「こうしませんか。今夜一晩だけ、私の仕事を手伝ってください。体験入部みたいなものですよ。もちろん、『謡い人』になってください、という意味ではありません。この町で起きる謡うたにまつわる事件がどれほど危険なものか、文ふみ野のくん自身の目で確認してもらって、その上で、君に選んでもらいたいのです。君の意思で」

「今夜って、さっき言ってた『赤あかい靴くつお化け』の調査ってこと？」

「そうです。もう一つ、条件をつけましょう。今夜、私の仕事を手伝ってくれたら、昨日きのう、学校であったことは忘れます。プールを覗のぞいていたことも、更こう衣い室しつに隠かくれていたことも誰だれにも言いませんし、写真も消します」

「ほんとうにっ！」

　砂原さんの言葉は、迷っていた僕の背中を、これ以上ないくらい強く押おしてくれた。

　どうしようか迷ってたくらいなんだ。その上、昨日のことをなかったことにしてくれるなんて……おつりがくるよ。

「はい、二に言ごんはありませんよ。これは脅おどしているわけではありません、別に来たくないならそれでいいです。私の仕事を手伝うことについては、君の意思を尊重したいと思っています。これは本当に危険なことですので」

「……大だい丈じよう夫ぶだよ。僕に出来ることならなんでもする」

　砂原さんは嬉うれしそうに笑って、指し摘てきしてくる。前にも聞いた言葉だ。

「男の子が、そう簡単になんでもするなんていってはいけませんよ」

　でも、今回は言い直さなかった。

　僕は黙だまって砂原さんを見つめる。僕の決意が伝わったのか、砂原さんは一つ頷うなずいて、ずっと手に持っていた紙かみ袋ぶくろを渡わたしてくれる。

「……よかったです。断られたらどうしようかと、本当はどきどきしていたのです」

　とてもそうは見えなかったけど、ほっとしたように笑う彼女の顔は、噓うそを言ってるようにも見えなかった。

「さっそくですが、一つ、お願いしたいことがあるのです。あの、安心してださい。『謡い人』の力を使うようなことではないですよ。ただ……さっきも言いましたが、君に『赤い靴お化け』をおびき寄せるための囮おとり役やくになってほしいのです。危険な役目ではありますが、お願いできますか？」

　うん、と力強く頷うなずく。こうなったら、どんな仕事でも引き受けるつもりだった。

　それから何気なく、渡された紙袋を開く。




　セーラー服が入っていた。




　…………あれ。

　なに、これ。

「それは私が中学校の時に着ていた制服です。文ふみ野のくんには、きっとピッタリだと思いますよ」

　やっと、彼女の言っていたことがわかる。

　囮おとり役やくって、僕に手伝って欲しいことって、そういうこと！

「あの……いや、えっと、砂すな原はらさん？」

「君の決意、確かに見せてもらいました。断られたらどうしようと、本当にどきどきしていたのですよ。まさか、なんでもする、とまで言ってくれるとは思いませんでした」

「ちょっと待ってっ。とりけし、その言葉はとりけしっ！」

　思わず声を上げた。途と端たん、砂原さんの表情が曇くもる。

「……とりけし？　どうしたのですか、さっきまでやる気満々だったじゃないですか。やっぱり怖こわくなったのですか？　安心してください、私が全力で君を守りますので」

「別の意味で危険だよっ！」

　冗じよう談だんじゃない。これを着て、町を歩けっていうの！

　だいたい、こんなので『赤あかい靴くつお化け』が出てくるわけないよっ。

　砂原さんは何かを決断するように目を瞑つぶってから、身を切るみたいに辛つらそうな声で言ってくる。

「仕方ありません。では、羊よう羹かんスティックを二本つけましょう」

「それで、気持ちが変わると思ってる？」

「……こうなったら、私も覚悟を決めます。三本でどうですか」

「それが皆みんなにとって、同じ価値があるものだって思わないでっ！」

「っ…………一本は、抹まつ茶ちやですよ？」

「味なんか関係ないっ！」

　この子は、羊羹スティックの可能性を信じすぎだよ。

　砂原さんは少し困ったような顔をしてから、ふう、と小さく息を吐はいて、そっと携けい帯たい電話を取り出す。ボタンを操作して、ディスプレイを悲しそうな目で見つめる。

「そうですか……不本意ですが、仕方ありません。文野くん、君の高校生活ですから、君の自由にするといいです。ところで、面白い写真があるのですが友達に送ってもいいですか？」

「待ってっ！　それは脅きよう迫はくだよねっ、さっきまでと言ってること違うよねっ！」

　砂原さんは無言だった。携帯から顔を上げようともしない。

　あぁ、だめだよ、ここは我が慢まんするしかないっ。こうやって脅おどされるのも、今夜までだっ。

「…………わかった。やるよっ！」

　ぱっと砂すな原はらさんが顔を上げる。いつもの、百ゆ合りの花のように清せい楚そな笑みが浮うかんでいた。

「ありがとうございます、文ふみ野のくん。期待していますよ」

　ちらりと砂原さんの携けい帯たいが見える。写っていたのは、ヨミちゃんとラビ太が追いかけっこをしてる写真だった。面白い写真ってそれ！　騙だまされたっ！　あと、期待ってどういうことっ！

　すぐ横でヨミちゃんが、おぉぉ、と歓かん声せいを上げる。

　振ふり向むくと、空を見上げて指差していた。

　ヨミちゃんの視線を追いかけると、そこには、虹にじが架かかっていた。

　綺き麗れいだった。子供の頃ころ、虹が生まれる場所が見たくてひたすら走っていって、迷子になったこととかあったっけ。

　川かわ南みなみの町の空に架かる、雨上がりの虹。とても、綺麗だったけど。

　こんな不安な気持ちで、虹を見たのは初めてだった。
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　家に帰ってから、上から下まで、砂原さんから渡わたされた制服を並べてみる。

　川南の中学校の制服は、白地に紺こんのセーラー服だった。スカートも同じ色の紺色、頭につけるヴィッグまで入っている。そして、真っ赤なローファー。

　制服からは、ものすごくいい香かおりがした。

　砂原さんが三年間、毎日着てた服なんだよな。うぁ、なんだか、そう考えるとものすごくドキドキしてきた。こ、これを着るのっ。

　あれだよね、これ、脅されて着るんだからね。やらないわけにはいかないんだからね。

　自分で自分に暗示を掛けるように呟つぶやく。

　そっとセーラー服に袖そでを通し、靴くつ下したを履はいて、ヴィッグを被かぶってみる。ヴィッグはちょっと茶ちや髪ぱつで肩かたまであるセミロング。スカートを最後にしたのは、生まれて初めて履くスカートに抵てい抗こうがあったからだ。

　下はトランクスのままで、とりあえず鏡の前に立ってみた。

　うわっ。スカートを履いてないと、よけいに変だっ。よけいにハズカシイっ。

　諦あきらめてスカートを履く。

　もういっかい鏡の前へ。

　そこには、万ばん里りが立っていた。

　万里っていうのは、僕の妹だ。考えてみれば、僕と妹はよく似てる。万里は学校でも人気があるらしい。っていうことは。

「……これ、けっこう可愛かわいいいのかな？」

　そう、なんだろう。きっと。

　悔くやしいけど、きっとこれは似合ってる。武たけ一いちに見られたら、間違いなく鼻血を出して飛びつかれるよ。

　砂すな原はらさんが考えた作戦はこうだった。

　これまで『赤あかい靴くつ』の事件が起きたのは、女の子が一人で神かみ折おり川がわ沿いの道を歩いていた時だ。今日きようまで、砂原さんは何度も一人ひとりで赤い靴を履はいてうろうろしたけど、一度も襲おそわれなかった。砂原さんの予想だと、他ほかにも条件が必要らしい。だから、今夜は僕に一人で河原をうろうろして『赤い靴お化け』をおびき出せるか試してほしい、ということだった。砂原さんはいつでも駆かけつけられるように川の傍そばで待機してくれることになってる。

　でも、それよりも先にクリアしないといけない問題があった。

　どうやって家を出るかだ。きっとリビングでは、母かあさんと妹がテレビを見ている。一階に下りるのは危険すぎる。

　……窓だね。

　それしか思いつかない。僕の部屋は二階だけど、幸い、窓のすぐ外に雨どいがある。上り棒の要領で下まですべり降りるのはそんなに難しくないよ。高いところはあんまり得意じゃないから、ちょっと怖こわいけど。

　と、その時だった。

　ノックもなく、勢い良くドアが開く。




「お兄ちゃん、ゲームしよっ！」




　万ばん里りが、立っていた。

　僕の妹で、僕と良く似ている。少し背が低くて、ちょっと癖くせのある髪かみを頭の上でちょこんと結んでる。あと、妹は運動部に入っていて日焼けしてるので、ぱっと見のイメージがだいぶ違った。インドアな僕に対して、万ばん里りはかなりアウトドアで活動的な感じがする。

　同じように妹がいる友達は、皆みんな、口を揃そろえて同じことをいっていた。妹が可愛いのはテレビや漫まん画がの中だけ、実際は口うるさかったり、生意気だったり、仲のいい兄妹なんているわけない。でも僕は、その手の悩なやみとは無縁だった。

　万里は、僕のことが大好きだった。

　毎日、飽あきもせずに万里は僕に言う。「お兄ちゃん、綺き麗れいだよね」「羨うらやましいなぁ」「お兄ちゃん、こんど私の服着てみてよ」「いっかい抱だきしめていい？　スキンシップの一いつ環かんだと思ってさ」「あぁ、お兄ちゃん、どうしてお兄ちゃんはお兄ちゃんなの！」

　万里は、僕のことが大好きだった。でもそれは、兄としてではなく愛めでる対象として。熱ねつ狂きよう的てきなファンって言った方がいいかもしれない。そして、ことあるごとに、僕に女装させようとしていた。

　その妹が、ドアの向こうに立っている。ぽかんと、口を開けて。

　部屋の中で、セーラー服を着ている兄を見ながら。
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　僕らはきっと、お互たがいにパニックになっていた。

　といっても、取り乱してるわけじゃない。ただ、余りのことに、現状把は握あくに時間が掛かかってるだけだ。とりあえず、いつもの日常をなぞるように呟つぶやいた。

「ノ、ノックくらいしてって、いつも言ってるよね」

　万ばん里りも、あっけにとられた表情のまま、いつもと同じように答える。

「あ、そだね。ゴメン」

　バタン。

　と、いっかいドアが閉まる。

　深呼吸して、とりあえず現実を理解する。

　と同時、全力でドアに駆かけ寄よった。あぁ、なんで鍵かぎかけてなかったんだよ、と反省しながら、すぐにロックする。一いつ瞬しゆん遅おくれて、




「あすたーーーーーーーーーぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ドアの向こうで、妹の叫び声があがる。

　その叫び声は、『あすたー作戦』とか言って、武たけ一いちから人が野性を解き放つ時に叫ぶものだって教えてくれた言葉だった。本当だったんだ、本当だったんだっ！　あの時は疑ってごめん、武一。でも、こんな風に知りたくなかったよ！

　次の瞬しゆん間かん、物もの凄すごい勢いでドアノブが回った。

「お兄ちゃん、ついにわかってくれたのっ。ついに、わかって、くれたの！　あぁ、私の草の根ファッション雑誌作戦の効果あったんだね！　お願い、ここを開けてっ、わぁい、お兄ちゃんが目覚めたっ、お兄ちゃんが目覚めたっ」

　なに言ってんの、お前、なに言ってんのっ。

　何度も激しくノックされる。

「お兄ちゃん、いや、もうお姉ちゃんって呼ばせてもらうから。もういっかい見せて、てか、撮とらせて。一枚、ううん、ケータイの充じゆう電でんがなくなるまででいからっ。これ、スキンシップの一いつ環かんだから！　開けてっ、お願い、開けてよっ、ああ、もう、このドアじゃまぁっ！」

　どかん、どかん、となにか巨きよ大だいなものがぶつかってるみたいにドアが揺ゆれる。

　パニック映画で、追い詰められたキャラクターたちの心境が理解できた。もう突とつ破ぱされるのは時間の問題だ。

「おねにーちゃーん、待ってて、いま、そっちに、いくからっ！　恥はずかしがらなくていいよっ。私がもっと恥ずかしいことしてあげるからっ！」

　だから、お前、なに言ってんのっ。

　ウィィィン、って電動の何かが動き出す音がする。

　窓を開け、手を伸のばして雨どいを摑つかむ。高いところはあんまり得意じゃないけど、今だけは気にならない。今日きようだけは、妹の方が、本気で怖こわかった。

　そのまま逃げるように、勢いよく部屋の外にすべり下りた。







　必死で走って、家から少し離はなれたところで携けい帯たいが鳴った。

「どうですか、無事に家はでられましたか？」

　相手は、砂すな原はらさんだった。

「うん。無事かどうかは、わからないけど」

　家に帰るときのことを考えると憂ゆう鬱うつだった。それまでには、妹がバーサーカー状態から回復してたらいいけど。

　あと十分くらいで河原に着くよ、と告げる。

「気をつけてくださいね。なにかあったら、すぐに連れん絡らくをしてください」

　砂原さんの声は、そう言って切れた。

　電話を切る。ということは、誰だれとも繫つながっていないということだ。夜の静けさがやってきて、そんな当たり前を思い出させてくれる。

　どこか遠くで、鳥の鳴く声が聞こえた。

　ふっと、寒気が襲おそってくる。

　『赤あかい靴くつお化け』なんて呼ばれてるけど、具体的に何が出てくるのかはまったくわからない。なんだか、少しだけ怖こわくなってきたよ。

　それに、心配ごとは、それだけじゃない。

　こんな格好で誰かに会ったら最悪だ。特に、武たけ一いちに会ったらどうなるか……さっきの妹を見た後だけに、想像しただけで足がすくむ。

　とにかく知り合いに会いませんように、それだけを祈いのりながら暗がりを歩いた。




「だから、ハルとはそういうんじゃないって！」




　祈ってる傍そばから、思いっきり聞き覚えのある声がする。

　どうやらこの町の神様は、ずいぶんへそ曲がりらしい。

　正面から、小こ町まちと、同じクラブの女の子が一いつ緒しよに歩いてくる。

　よりによって、なんでこんなトコにいるんだよっ！

　できるだけ道の傍わきによって、顔を伏ふせて通り過ぎる。

　小町と友達が近づいてくる。友達は、小町がいつも一いつ緒しよに帰ってるって言ってた空手部の新あら井いさんだ。しかも、なんでよりによって僕の話題なんだよ。

「だからぁ、ハルは幼おさな馴な染じみで、ずっと一緒だったから、私がまもってあげないとっていうかね。弟、そう弟みたいなものだから」

「ほんとにぃ。この前、砂すな原はらさんと二人で帰ってるの見たって聞いたとき、すごい焦あせってたじゃん」

「そ、それはあれっ。意外すぎてびっくりしたっていうかさ！」

　横を通り過ぎる。

　二人はすれ違った僕のことなんか、気にもしてなかった。

　よかった。気づかれなかったみたいだ。

　と、安心した直後、

　新井さんの声が、聞こえてくる。

「……ねぇ、今の子、すっごい可愛かわいいくなかった」

「ほんとに？　あれって川かわ南みなみの中学校の制服だよね。だいじょうぶかな、こんな夜道に一人ひとりで。声かけてみよっか」

「小町ってほんと、人がいいよねー」

「だって、私たち空手部だよ」

「それ理由かな？　あ、逃げた」

　言われる前に、駆かけ出だした。

　どこまでお節せつ介かい焼やきなんだよ！　ちっちゃい頃ころから変わってないじゃないか！

　二人ふたりの話し声が遠ざかっていく。さすがに、追いかけてまでお節介を焼くつもりはないらしい。よかった、これで安心だよ。

　気がつくと、いつもの川沿いの通学路にやってきていた。

　小こ町まちのおかげで、怖こわいのはどこかに吹っ飛んでいた。まだ肌はだ寒ざむい季節だっていうのに、汗あせが吹き出てくる。

　小町のせいで、砂すな原はらさんに電話で言ったよりもずいぶん早く着いちゃったな。もしかしたら、砂原さんはまだ着いてないかもしれない。

　目の前には、夜よ闇やみに沈む川かわ面も。いつものオレンジ色が恋しい。

　次の瞬しゆん間かん、

　歌が、聞こえた。





　赤あかい靴くつ　はいてた　女の子

　異人さんに　つれられて行っちゃった






　若い女の子の声だった。

　どこから聞こえてきているのかわからない。辺りを見回しても誰だれもいない。まるで、大気から染しみ出だしているように響ひびいてくる。

　うそ、本当に出てきたよ。

　……どこ。どこにいるの。

　辺りを見回す。振ふり返った先に、奇き妙みような物を見た。

　背後、川下の方で、巨大な灰色の塊かたまりたちがゆっくりと揺ゆれているのが見えた。

　それは、人のような形をしていた。形をしていただけで、どう見たって人じゃない。灰色の霧きりが集まって人の形を取っている、そんなワケノワカラナイものだった。灰色の霧の中で、目だけが青く光っている。

　全部で三体。横一列に手を繫つないでいた。両サイドに大きい人ひと形がた、間に小さいスカートを履はいた女の子の人形が挟はさまれている。

　なんとなく、わかった。

　真ん中の女の子が、きっと赤あかい靴くつの女の子なんだろう。そして、両りよう端はしにいる大きな人形が、彼女たちを連れ去った〝異人さん〟なんだ。よく見れば、〝異人さん〟は片側は紳しん士しのような、片側はドレスを着た貴き婦ふ人じんのようなシルエットをしている。

　人形たちはどんどん大きくなっていく。いや、こっちに近づいてきている。

「……なんなんだよ、あれっ」

　本能が教えてくれる。あれは、駄だ目めだ。逃げなきゃ駄目だ。

　震ふるえる体を抑おさえ、足を動かす。必死で、駆け出した。





　横浜の　埠ふ頭とうから　船に乗って

　異人さんに　つれられて行っちゃった






　歌はずっと続いている。

　ポケットから携けい帯たいを探して、震える指で砂すな原はらさんを呼び出す。

「でたっ！　『赤あかい靴くつお化け』が、ほんとに出たよっ」

　相手が出ると同時、思い切り叫んだ。

「落ち着いてください、文ふみ野のくん。今、どこにいるのですか？」

「か、川沿いの、いつもの、道だよっ」

「オランダ橋は見えますか？」

「すぐ、近くだっ」

「渡ってください」

　オランダ橋は、もうすぐそこに見えていた。必死で走る。

　振ふり向むくと、さっきよりすぐ近くに三人の人ひと形がたがあった。

　ゆっくり移動しているようにしか見えないのに、なぜか振り向くたびに近づいている。お化けとはそういうものだ、とでもいうように。

「冗じよう談だんじゃないっ、来ないでよっ」

　全力で走る。慣れないローファーの踵かかとが痛い。スカートが内うち腿ももに絡からみつく。女の子はよくこんな服を着てるよっ。

　オランダ橋に差し掛かる。あとは砂原さんの言葉に縋すがるしかない。

「もう少しです。頑がん張ばってください。あ、後ろは見てはいけませんよ」

　気の抜けた応おう援えんをしてくれる。そんなこと言われたら余計に気になるよっ。

　振り向くと、すぐそこに巨きよ大だいな人形があった。

　右みぎ端はしにいる異人さんだった。僕の体なんか簡単に押しつぶせそうな巨大な手を、ゆっくりと差し出してくる。

「……イッショニ、行コウ」

「うああぁぁっ、ぜったい、いやだぁぁぁっ！」

　逃げようとするけど、足が上う手まく前に出ない。

　なに、これ。なんだ、この感覚。

　怖こわくて動けないわけじゃない。なんていうか、体が急に重くなったような、後ろに引きづられるような……まるで、体の中から魂たましいを引ひき抜ぬかれているような感覚──噓うそ、でしょ。

　駄目だよ、これって、これ、たぶん、このままだと、死──。

　顔のすぐ横を、何かが通り過ぎる。

　と、同時。

「啓けい明めいの門もんっ！」

　凛りんと、声が響ひびいた。

　次の瞬しゆん間かん、背後で何かが光る。

　振ふり向むく。地面から生えてきた五本の柱が、僕と人ひと形がたの間を遮さえぎっていた。青白い、透とう明めいな杭くいのような柱が異人さんの動きを止める。

「こっちです。走ってください」

　声は、携けい帯たいと正面から同時に聞こえてきた。

　橋の前方に、砂すな原はらさんが立っている。その横では、ヨミちゃんがぶんぶんとちっちゃなこぶちを野球のランナーコーチのように回していた。

　必死で走って、砂原さんの元に辿たどり着つく。

　砂原さんはいつもの制服姿だった。手には木造りの刀を持っている。

「あれ、なんなのっ」

　必死で、橋の反対側にいる灰色の巨きよ人じんを指差す。

「あれがなにか、そんなのは誰だれにもわかりませんよ。呪のろい、妖よう怪かい、幽ゆう霊れい、どれもあってるしどれもちがう。人の穢けがれと謡うたによって呼び込まれた虚うつろうものたち、歌うた神がみさまの力の成れの果て……あえて名前をつけるなら、私たちはこう呼んでいます──『幽かくり神がみ』と」

「昼間に話していた危険な謡って、あれのことだよね」

「ええ。詳くわしい話は、後です。やっと……会えましたね。あれが、『赤あかい靴くつお化け』の正体です」

　そう言って、砂原さんは刀を抜いた。

　抜き身の刃は、オランダ橋の外灯の光を反射して橙とうの煌きらめきを宿す。

「ヨミさん、『天てん狼ろう符ふ』を出してください」

「さいごの、いちまいだ」

　ヨミちゃんはポケットから一枚の御お札ふだを取り出す。青い紙に何やら文字が書かれた短たん冊ざく。砂原さんは、最後と一枚、という台詞せりふに少し眉まゆを顰しかめながら受け取る。

　その様子を見て気づいた。さっき、橋の入口で杭が出る直前、僕の目の前を通り過ぎたもの……あれもきっと、砂原さんが投げた御札だったんだ。

　こんな術も使えたんだ、やっぱりすごいよ。

　橋の入口で音がする。効果が切れたのか、人形たちによって壊こわされたのか、五本の杭が硝子ガラスのように砕くだけ散ちるのが見えた。硝子ガラスの破片は、そのまま蒸じよう発はつするように消えていく。

「啓けい明めいの護ご符ふが、たったこれだけしか持たないとは。思った以上に強いようですね」

　どうやら、砂すな原はらさんはあれと戦うつもりらしい。刀と一枚の御お札ふだだけで。

「コト、しぬな！」

　ヨミちゃんがちっちゃいこぶちを振ふり上あげる。応援してるのはわかるけど、縁えん起ぎでもないこと言わないでっ。ヨミちゃんの声に頷うなずくと、砂原さんは告げる。

「歌うた祓はらいの巫み女こ、砂原コト。推して参ります」

　御札を口に咥くわえて、駆かけ出だす。

　前ぜん傾けい姿勢、なんてもんじゃない。体をギリギリまで前に投げ出した、忍しのびのような走り方だ。

「ねぇ、ヨミちゃんっ。砂原さんは、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「コトは、むてきだ！」

　ヨミちゃんの声は、自信に満ちていた。それだけで、彼女たちが何度も同じような状じよう況きようを潜くぐり抜ぬけてきたことが想像できる。

　砂原さんが、怪かい物ぶつの元に辿たどり着つく。

　巨きよ大だいな人ひと形がたは拳こぶしを振り下ろす。僕の時とは違って、押おし潰つぶすような勢いだった。

　きっと、僕は赤い靴くつを履はいていたから、連れて行こうと手を差さし伸のべたんだ。

　砂原さんは今、赤い靴を履いていない。異人さんにとっては邪じや魔まな存在でしかない。

　火花が走った。灰色の拳を、砂原さんの刀が受け止めていた。

「……すごいっ」

　砂原さんは御神刀を弾き上げる。

　人形が上体を崩くずす。

　瞬またたく間まだった。砂原さんは素早く横に跳とび、橋の欄らん干かんを蹴ける。牛うし若わか丸まるのように、遥はるか上空へその身を躍おどらせた。

　相変わらず、信じられないくらい身軽だ。

　空中で体を捻ひねる。口に咥えていた札を取ると、それを刃の腹に触ふれされる。そして、また凛りんとした声が響ひびいた。

「天てん狼ろうの雷つち！」

　青い札が燃えて灰になり、代わりに、刃の周りを青い雷が覆おおう。

　絶対の一いち撃げき。

　刃から、気き迫はくのようなものがビリビリと伝わってくる。

　素人しろうとの僕にだって、それが終幕の一ひと振ふりだとわかった。

「コト、だめだーーっ！」

　横で、ヨミちゃんがいきなり大きな声を出す。

　砂原さんもそれに気づいたらしい。

　人形の家族の真ん中、間にいた女の子が、異人さんを守るように飛び上がった。

　砂すな原はらさんと異人さんの間に、赤あかい靴くつの女の子が割り込む。





　今では　青い目に　なっちゃって

　異人さんの　お国にいるんだろう






　三番の歌詞だ。それが聞こえたおかげで、僕にもわかった。あの子はお化けじゃない。お化けに混ざっているけど、きっとあれは、連れて行かれた人間の魂たましいなんだ。

　あの女の子は斬きれない。きっと、あの女の子を斬ることは、この謡うたを使っている誰だれかを殺すことなんだろう。砂原さんは体を捻ひねりながら、刀を手放した。

　すれ違い様、無手になった砂原さんに女の子が攻こう撃げきする。パンチと蹴けりを受け、そのままオランダ橋の上に落下した。

　三体の人ひと形がたは手を繫つなぎ直なおすと、砂原さんを無視して歩き始める。狙ねらいは、もちろん僕だった。そんなに速く動いているようには見えないのに、あっという間に近づいてくる。

　砂原さんが体を起こして叫ぶ。

「靴くつを脱いでください」

　慌あわてて靴を脱ぬぐ。ついでに、ヴィッグも外して投げ捨てた。

　でも、人形は止まらない。どんどん近づいてくる。

　ペタンってその場に尻しり餅もちをつく。ヨミちゃんが横でなにか叫んでるけど、聞こえない。足が震ふるえて、立ち上がることができなかった。

「……サア、一イツ緒シヨニ行コウ」

　もう目の前に、三体の人形が来ていた。異人さんが手を差し出してくる。

　またあの感覚がやってくる。体の中から何かが引っ張りだされるような──。

　と、異人さんの動きが止まる。

　なにかに気づいたらしく、ちょっと首を傾かしげる。いや、どうやら……尻しり餅もちをついて丸見えになってる、僕のスカートの中を覗のぞき込こんでるらしい。

　ちょ、なにしてんだ、この変態のお化けっ。

「……女ノ子ジャ、ナイ」

　右みぎ端はし、紳しん士しのようなシルエットの異人さんが言った。

　どうやら、スカートの中を見て、気づいたらしい。

「……男ノ子……男ノ子ネ。ドウシマショウ」

　左端、貴き婦ふ人じんのようなシルエットの異人さんが言う。

　三体の人形は、ゆっくりとした動きで集まり、なにやら家族会議を始めた。僕を連れて行くかどうか、迷っているらしい。

　数秒後、ゆっくりと紳しん士しの異人さんが振ふり向むく。

「……男ノ娘ダシ、マァ、イイカ」

「いいわけあるかぁっ！」

　思わず叫んでいた。

　次の瞬しゆん間かん、ふっと僕を囲んでいた気配が消える。

　灰色の人形たちは、どんどん色が薄うすくなっていき、そのまま空気に溶とけるように見えなくなった。

　まさか叫びが通じたわけじゃないだろう。多分、お父さん以外の二人ふたりの答えがノーだったんだ。きっとそうだよ。

「文ふみ野のくん、申し訳ありません。君のことは守るって言っておきながら、私が不覚をとったばかりに、君を危険な目に合わせてしまいました」

　左ひだり肩かたを押さえながら、砂すな原はらさんが近づいてくる。

　傷ついた彼女を責めることなんて、とてもできなかった。

「……砂原さん。今のはなんだったの？　昨日きのうの、ラビ太の時とはぜんぜんちがった」

「違うのは当然です。あれは、誰だれかによって、その意味を無理やり捻ねじ曲まげられた童謡なのです。意図的に生み出された『幽かくり神がみ』なのですよ」

「意味を、無理やり捻じ曲げられた謡うた？」

「ええ、私たちは『隠かくれ謡うた』と呼んでいます。すみません。話をする前に、もう一度だけヴィッグを被かぶって貰もらえませんか？」

　ヨミちゃんがちょこちょこと、近くに落ちていたヴィックを拾って持ってくる。

　深刻そうな声だったので、とりあえず言われる通りにしてみた。

　砂原さんは携けい帯たいを取り出すと、僕に向ける。カシャ。写メを撮られた。

「続きは、歌うた祓はらい神じん社じやに戻もどってからにしましょう」

　え。あれ、今のなんだったの。あ。

　脅きよう迫はく材料がまた一つ増えたことに、遅おくれて気づいた。





＊






　格子の向こうは、別世界だった。

　神社の縁えん側がわに座っていた。横ではヨミちゃんが、ぼんやりと夜空を見上げながら、長なが靴ぐつをぷらぷらさせている。

　僕は体を捻ひねるようにして、背後を、拝はい殿でんの中を見つめていた。

　観音開きの扉とびらは閉じているけど、格子窓から中の様子を伺うかがうことはできる。

　蠟ろう燭そくの光に照らされた拝殿の中、そこで、砂原さんが舞まっていた。

　彼女は、巫み女こ装束に身を包んでいた。

　緋ひ色いろの袴はかまに白びやく衣え、いつもは垂らしている黒くろ髪かみを赤い布を束ねたような髪かみ飾かざりで纏まとめている。髪飾りには鈴すずが付いていて、彼女の動きに呼応して、凛りん、凛、と澄すんだ音を響ひびかせた。そして、その手には鈍にび色いろに輝かがやく御神刀。

　彼女は刀を操あやつりながら、凛、凛、と床ゆかの上を跳はね回まわる。

　『戦いくさ神楽かぐら』と言うらしい。

　巫み女こ装束を纏ったときの禊みそぎの儀ぎ式しき。剣けん舞ぶのようなもので、彼女の習得している剣の流派のすべての型が、この神楽の動きの中に盛り込まれている。踊おどりながら、一つ一つの技を確認していくんだって教えてくれ。

　それは、これまでに見たどんな舞ぶ踊とうよりも綺き麗れいだった。

　部屋の四よ隅すみを囲むように置かれた蠟燭が、聖域を作り出す。踊おどり子こは、切っ先の一いつ寸すんたりともそこから出ることはない。その四つの蠟燭で描かれる正方形の舞ぶ台たい、一足で刃を突きつけることができる彼女の間合いだ。

「……独こ楽まと、連れん翹ぎよう」

　砂すな原はらさんが呟つぶやく。たぶん、これから舞う型の名前だろう。

　とたん、とたん、体を回して飛びながら、独楽のようにダイナミックに刃を振ふるう。

　続いて、音一つ立てないすり足で、姿勢を低く保ち、流れるように刃を滑すべらせながら進んでいく。下から逆ぎやく袈け裟さに切り上げ、そのまま無限を描くように切っ先を回転させ、正面から切り落とし、ぴたりと体の中心で止めて、真っ直ぐに突つき出だす。どういうわけか鈴は鳴らない。白びやく衣えの衣きぬずれだけが静せい寂じやくを満たす。

「……石せつ破ぱ」

　一ひと際きわ高く跳び、空中で上半身を捻ひねる。そこから真一文字に繰くり出だされる、遠心力がたっぷり乗った振り下ろし。橋の上で彼女が使おうとした技だ。凛、凛、凛、と激しく鈴が鳴る。

「……鬼灯ほおずき」

　次は刀を水平にし、顔のすぐ横まで持ってくる。剣道部の友達に、遊びで習ったことがある、霞かすみ上じよう段だんの構え。そこから一足、地面を滑かつ空くうするように前に跳とび、全身で繰くり出だす神速の突つき。

　一つ一つの動きが繫つながり、流れるような舞ぶ踊とうを成していた。

　時が経つのも忘れ、ずっと彼女の舞を見ていた。

　橙とうの光に照らされ、彼女は何ど処こまでも美しく、儀式はどこまでも静せい謐ひつだった。

　ぼんやりと景色に心を溶とかされながら、

　頭の片かた隅すみで、さっき聞いた話を思い出す。







「この町では、歌の中にある言葉が力を持ちやすいという話はしましたね。では、即そく席せきで強い言こと霊だまを得たい場合、どうすればいいと思いますか？」

　事件の後、僕はまた歌うた祓はらい神じん社じやを訪れていた。砂すな原はらさんの部屋で、さっき遭そう遇ぐうした『幽かくり神がみ』と呼ばれるものについて教えてもらうためだ。

　確か、言葉は、それが古ければ古いほど、広く知しれ渡わたっていれば知れ渡っているほど強くなるんだったよね。

「古くするっていうのは無理だから、できるだけ多くの人に伝えればいいってこと？」

「一つの方法ではありますが、あまり上策ではないですね。『幽神』を呼び込むほど強い言葉にするには、ぞっとするくらい多くの人に伝えなければなりません」

　そう言われると、他ほかには思いつかなかった。僕が降参したのを見て、砂原さんは答えを教えてくれる。

「簡単ですよ。古くからあるもの、すでに有名になっている言葉を利用するのです。それに別の意味を付与してやればいい。曲解でもこじつけでも、それだけで、言葉は簡単に力を持ちます」

「……じゃぁ、さっきのお化けも、『赤あかい靴くつ』の童謡を、誰だれかが意味を曲げて歌ったから生まれたってこと？」

「そうです。『幽かくり世よ』の語源は『隠かくれ世よ』からきているのです。目には見えない隠れた世界という意味ですね。それと同じように、このように裏の意味を持たせた歌のことを『隠かくれ謡うた』と呼んでいます。そして、『隠れ謡』の隠された意味を正しく理解し、それを使う者のことを『謡うたい人びと』と呼ぶのですよ」

　そして、砂原さんは僕の目を真しん剣けんに見つめる。

「学校帰りに話した時は、文ふみ野のくんは、『幽神』と戦うということがどういうものかわかってなかったと思います。そして、今の君は、もう十分理解しているはずです」

　その言葉は、嫌いやってほどわかった。

　さっき、僕は謡に殺されかけたんだ。あれがどれくらい危険なものか、十分わかっている。

「『赤い靴』は、私が思っていたよりもずっと強力でした。父が残してくれた符ふもあとわずかしかありません。だから、どうか──」

　砂原さんがテーブルの向こうから身を乗り出してくる。

　切実に、強く祈いのるように、砂原さんが僕を見る。

　自分の心臓が、トクントクンって鳴ってるのがわかった。

「文野くん、どうか私に力を貸して頂けませんか？」







　凛、凛、拝はい殿でんからは相変わらず鈴の音が響ひびく。

　もう三十分近く舞まっているというのに、砂原さんは汗あせどころか、息一つ切らせていない。

　彼女は、もう一度、町に下りるつもりらしかった。さっき『幽神』を祓はらえなかったことを悔くやんでいるみたいだ。

　力を貸してくれませんか。

　そう言われて、砂すな原はらさんに返せたのは、もう少し考えさせて、という弱虫な言葉だった。

　できるだけ心を落ち着けて考える。

　正直に言うなら、怖こわくてしかたがなかった。すぐにでも逃げ出したい。さっきの出来事を思い出すだけで、体が震ふるえそうになる。

　砂原さんの言っていた『謡うたい人びと』の力への興きよう味みは、まだ色いろ褪あせてない。魂たましいが女の子だってこともはっきりさせたい。

　でも、それはあんな危険を冒してまでする価値があること？

　鈴すずの音が消えた。夜の静せい寂じやくが降りてくる。

　砂原さんが舞いを終えたみたいだ。

　拝はい殿でんの方を振ふり向むく。

　砂原さんは顔の正面で、白はく刃じんを木造りの鞘さやに仕し舞まう。それから、中央に正座をした。

　そして、上座に向かい、深く頭を下げた。

　人の体ってこんなにも小さくなれるのっていうくらいの座礼をして、長い『戦いくさ神楽かぐら』の儀ぎが終わる。

　ゆっくりと立ち上がって、僕たちが座っている縁えん側がわの方に歩み出てくる。

　格子戸を開き、巫み女こ服姿の砂原さんが、僕のすぐ横に正座する。反対側ではヨミちゃんがまだ足をぷらぷらさせていた。

「文ふみ野のくん、心は決まりましたか？」

　答えは出てない。ずっと同じくらいの量で、怖いのと好こう奇き心しんが揺ゆれていて、いつまで待ってても決まる気がしないよ。

　逆にいうと、誰だれかに背中を押おされたら、そっちに傾かたむいてしまうような気がする。

　だから僕は、もう少し話だけ砂原さんと話をすることにした。

「どうして砂原さんは、誰だれにも知られずに、こんな危険なことを続けてるの？　宿めだから？　この神社の巫女だから？」

　砂原さんはふっと肩かたの力を抜ぬいて笑う。まるで、そんなことですか、とでも言うみたいに。

「それも、ありますよ。父と母から受け継いだ役目ですから、それを全うしたいという意志はずっと持ち続けています。それに、歌が好きだというのもありますね」

「歌って、童謡のこと？」

「ええ。子供の頃ころ、母は私にたくさんの童謡と、その中に込められている意味や物語を教えてくれました。童どう謡ようは、私と母との絆きずなでもあるのです。その歌が、意味を捻ねじ曲まげられて悪いことに利用されるのは許せません」

　それはなんだか、砂原さんらしい理由だと思ったんだ。でも、と彼女は付け足す。

「でも、なにより私は、この町が好きなのですよ」

　すっと、砂すな原はらさんは外敵に気づいたプレーリードックみたいに背筋を伸のばす。僕も真ま似ねしてみると、びっくりする景色が飛び込んできた。

　少し高台にある歌うた祓はらい神じん社じやからは、川かわ南みなみの町を見み渡わたすことが出きた。

　雲間から差し込む月の光が、古い町を包み込むように照らしている。

　昼間、この神社に来た時に、砂原さんに話しかけてきた町の人たちのことを思い出す。気さくで、温かくて、皆みんなが家族みたいな町。

「私はこの町の景色が好きで、この町の自然が好きで、この町に住まう人たちが大好きなのです。守りたいのですよ、私の大切な人たちを」

「怖こわく、ないの？」

「怖いですよ。怖くて、一人ひとりで泣いた夜も数えきれません。でも、それよりも、この町を、大切な人たちを、失ってしまうことの方がずっと怖いのです」

　そう言ってから、砂原さんは僕に向き直る。

　黒くろ水すい晶しようのように綺き麗れいな瞳ひとみが、僕を映す。

　昼間の、砂原さんの言葉が頭を過よぎった。

　美しいものは、見えないところに秘密を隠かくしているから美しい。それなら、




　砂原さんがこんなにも綺麗なのは、どうして？




　ふっと浮うかんできた疑問と、その答えの一つを、見つけた気がした。

　彼女が綺麗なのは、その強くて優しい瞳の中に、怯おびえを隠しているから。

　僕は、自分がずっと、少しズレたところで悩なやんでいたことに気づいた。

　これは、特別な力とか、僕の魂たましいがほんとうは女の子かもしれないとか、そういうことじゃなくて……この町を守るために戦うかどうか、そういう選せん択たくなんだ。

　大切な人たち、と聞いて、顔が浮かんでくる。父さんに母さん、万ばん里り、武たけ一いちに小こ町まち、そして、まだ巡めぐり会あえていない『月ウサギの君』のこと。

　でも……僕には、皆を守るってことがイメージできなかった。前に武一が言ってた。なにかを成なし遂とげるのに必要なのは、具体的な目標だって。僕には、それが見えない。だって僕は、今日きようまで何も知らない、普ふ通つうの高校生だったんだ。

　その時だった。

「コト、おきゃくさん」

　ヨミちゃんが急に声をあげて、ぷらぷらしていた足を止める。

　少しして、石段を登ってくる人ひと影かげが見えた。石段の方は暗いので、気け配はいはわかっても相手が登りきるまでよく見えない。

　すごいな、ヨミちゃん。境けい内だいにレーダーでも張はり巡めぐらせてるみたいだ。それにしても、こんな時間に誰だれだろう。

　そう思った直後、石段を上ってくる人影から声がした。

「まさかと思って来てみたら、ずいぶん物ぶつ騒そうな話になってるじゃねぇか」

　男の声だった。それも、かなり聞き覚えがある。

　砂すな原はらさんも見知った相手だったらしい。落ち着いた声で答える。

「おや。ここにくるなんて、久しぶりですね」

「……なんだ、覚えてたのか。てっきり、あの日のことなんか忘れてるかと思ってた」

　間違いようがなかった。子供の頃ころから、毎日この声を聞いてきたんだ。

「なんで、武たけ一いちがここにいるの？」

　そっと親友の名前を口にする。それは間違いなく、武一の声だった。

　短い沈ちん黙もくの後、声が返ってくる。

「それは、こっちの台詞せりふだ。なんで、こんなことになったんだ、ハル？」

　やっぱり、武一だった。

　石段を登りきって、その姿がやっと見えるようになる。

　見慣れたいつもの顔だけど、服装は制服姿じゃなかった。黒い私服の上下、その上からファーの付いたカーキ色のジャケットを着ている。なんだか、学校とは別人で、見たことがないくらい大人っぽかった。

「ハル、お前にはこんな危険──」

　と、武一の言葉が止まった。

　僕の方を見て、固まっている。

　あぁ、そっか。僕から武一の姿が見えるようになったってことは、武一からも僕が見えるようになったってことだよね。そして、気づく。

　僕はまだ、砂原さんの中学校の制服を着ていた。

　妹の豹ひよう変へんぶりを思い出す。万ばん里りで、あれなんだ。武一はだいじょうぶ、なわけないよねっ。

　慌あわてて、身構える。

　でも、その必要はなかった。

　今夜の武一は、学校とまるで雰ふん囲い気き違うし、すっごいシリアスな感じで登場してきたし、やたらと格好つけてたけど……だから大だい丈じよう夫ぶだったとか、そういうことじゃなかった。

　どっぱぁっ、と境内に赤い鮮せん血けつの花が咲く。

　鼻血だった。

　武一はいい笑顔を浮うかべ、ぐっと両手の親指を突つき上あげ、ゆらりと体を沈しずませる。

　そして、

　完全に白目を向いて、真後ろに倒たおれた。

「た、たけいちーーーーっ！」

　もう悔くいはないって感じで、その姿が、ゆっくりと暗くら闇やみの中に消えていく。

　僕の子供の頃ころからの親友は、石段を踏ふみ外はずすように、真後ろに転がり落ちていった。







　武たけ一いちが目覚めたのは十五分ほどたってからだった。

　奇き跡せき的てきにも大した怪け我がはなくて、砂すな原はらさんの部屋でりあえず安静にしておくことにした。

　部屋にいるのは武一の他ほかに、僕と砂原さんだけ。ヨミちゃんはふらっとどこかにいってしまった。

　目を開き、がばっと体を起こした武一は、




「あすたぁーーーーーーーーーーーーーーぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ずいぶん遅おくれて、妹と同じ叫び声を上げた。

　はっとして、ものすごい早さで辺りを見回し、そして、すぐ横に座っていた僕を見つける。

「ハルっ……あれ、あれ？　セーラー服じゃ、ない？」

　服は、着替えていた。

　砂原さんのお父さんの服を借りて着ていた。紺こん色いろで無地の甚じん平べい、小こ柄がらな人だったのか、僕にぴったりだった。

「もしかして、夢、いや、幻げん覚かくだったのか？　男友達が、女装する幻覚を、見たってのか。にしては、やけに鮮せん明めいに憶えてる。そこまで俺おれは……くそっ、認めねえっ。俺おれは認めねぇっ」

　武一は僕を見つめたまま、ぐっと布ふ団とんの握にぎり締しめて、そんなことを呟つぶやく。なんか最後の方、すごい芝しば居いじみた感じだったけど、いろいろ間違ってる気がするよ。

　と、そこで武一は、僕の隣となりに座ってる砂原さんにも気づいた。

　はっとして、瞳ひとみに理性の光が戻る。

「……すまない、世話になったみたいだな」

　うん、今いま更さらクールぶっても手て遅おくれだからね。

「……いや、あれだな。最近寝ねてなかったし、風か邪ぜ気味だったから」

　澄すました顔で、額に手を当てながら呟つぶやく。そういう言い訳、かっこわるいよ。

　それから武一は、布ふ団とんから抜け出すと、僕らの正面で胡坐あぐらをかく。

「ねぇ、武一。どうして……ここにいるの？」

「万ばん里りちゃんから、電話があってさ。なんか、すごい興こう奮ふんしてて何を言ってるのかわからなかったけど、ただごとじゃないってのは伝わった。お前が急に、普ふ通つうじゃない様子で家から出て行ったって聞いて、探してたんだ」

　はっとして、僕は自分の携けい帯たいを取り出す。オランダ橋の事件から戻もどってきてから、マナーモードのままほったらかしだった。見ると、不在着信が七十二件。全部、妹だった。

　あぁ、家に帰りたくないよ。

「でもさ、武たけ一いち。どうしてこの神社だって思ったの？」

「学校でお前が、砂すな原はらさんと意味ありげに挨あい拶さつしてたの思い出してさ、もしかしてと思って来てみたんだ。当たってほしくなかったけどな」

　たったあれだけのやり取りで、武一はなにか気づいてたんだ。やっぱり、僕の親友なんだな、と思う。でも、僕が砂原さんと関わるようになった一番のきっかけは、武一が考えた『あすたー作戦』のせいだからね。

「それで、古ふる井いくん。肝かん心じんの用件を聞いてないのですけれど」

「決まってるだろ、ハルを連れ戻しにきたんだよ」

　それから、いつになく真しん剣けんな目で砂原さんを見た。

「武一、もしかして、砂原さんがこの町を守ってたってこと知ってるの？」

「詳くわしく知ってるわけじゃないけどな。俺おれの親父が、神かみ折おり町まちの警察署で働いてるってのは知ってるだろ。それで、ちょっとだけ教えてもらったことがあるんだ。この町では、人の手に負えない事件が起こると、歌うた祓はらいの一族がそれを請うけ負おってきたってな」

　え？　地元の警察の人とも連れん携けいしてたんだ。歌祓神社は僕が思ってるよりずっと昔から神折町を守ってきたらしい。

「それにな、子供の頃ころに、一回だけ彼女が化け物と戦うのを見たことがある。お前には、話したことなかったけど、俺は砂原さんのこと、子供のころから知ってるんだよ」

　そういえば、さっき武一は、ここにくるのは久しぶりだ、みたいなことを言ってた。

　武一のことを親友だと思ってた。武一のことはだいたいわかってると思ってた。趣しゆ味みとか、普ふ段だんなにをやってるのかとか、好きなテレビ番組とか……でも、それは勘かん違ちがいだったんだ。

　もちろん、武一が砂原さんのことを知ってたことなんか、わざわざ僕に言う必要はないことだってのはわかってる。だけど、なぜか、少しだけ裏切られたみたいな寂さみしい気持ちになった。

　きっと、それは武一も同じだったんだろう。ここ数日、僕の身に起きた不思議な出来事を武一にはまったく話してなかったんだから。

「ここんとこ、お前の様子がちょっとおかしいのには気づいてたんだけど……まさか、ここに関わってるとは思わなかった」

　そう言ってから、砂原さんに向き直る。

「一つ、確認させてくれ。こういう手合いはあんたたち歌祓神社が引き受けてきた、そうだろう。それが町の掟おきてだ」

「ご承知の通りです」

「だったら、ハルを巻き込むのはやめてくれないか」

　えっ、と声を上げる。でも、砂すな原はらさんは武たけ一いちがそう言うことをわかってたみたいだった。

「文ふみ野のくんは特別な力を持っているのです。私は、ぜひ、その力を貸してもらいたいと思っているのですよ」

「こいつが無事だっていう保障はあるのか？」

　砂原さんは口を開こうとして、すぐに閉じた。きっと、今日きようのオランダ橋でのことを思い出したんだ。

「だったら、その話はなしだ。あんたたちの一族が背負ってきた宿命だ。あんたたちだけでなんとかしてくれ。身勝手なことを言ってるのはわかってる。だけど、それが掟ってもんだろう」

「武一っ」

　思わず声を上げる。でも、武一は僕の方を振ふり向むいて無言で睨にらむ。「お前は黙だまっていろ、俺おれにまかせとけ」そう言われた気がした。

「こいつは、弱虫で泣き虫で運動もからきしだ。それに、誰だれよりも心根の優しいやつなんだ。だから、戦ったりできるやつじゃないんだ。頼たのむ、こいつのことを、これ以上、巻き込まないでやってくれ」

　砂原さんが、僕の方に視線を向ける。

「文野くん、君も同じ気持ちですか？」

　咄とつ嗟さには、何も答えられなかった。

　本当に迷ってたんだ。どちらかに背中を押おされたら傾かたむいてしまいそうなほど迷ってたんだ。今の、親友の言葉が、僕の心を大きく揺ゆさぶっていた。

　武一の声が、どこか他人事のように響ひびく。

「お願いだ、ハルにはもう関わらないでくれ」

　何も答えられずにいる僕の代わりに、終わりを口にする。

　砂原さんはそれを聞いてからも、数秒間、僕を見つめていた。

　耐えられなくなって、思わず目を逸そらしてしまう。

　こんな終わり方でいいの……自分に問いかける、わからなかった。

　ううん、本当はわかってたんだ。僕は、砂原さんと一いつ緒しよに戦いたいって思ってる。でも、足が竦すくんでるんだ。さっきの恐きよう怖ふが邪じや魔まして、足を踏ふみ出だすことができない。

　心の中で、思う。

　ねぇ、僕がいう通りにしないと、秘密をバラすっていってよ。今までみたいに脅おどしてよ。そう言ってくれれば、僕は、きっとなんでもできる、だから。

　砂原さんが百ゆ合りの花のように清せい楚そな笑顔を浮うかべる。いつも、僕を困らせる優しい微笑ほほえみ。

「……そうですか。残念ですが、仕方ありませんね」

「え？」

　でも、続いた言葉は、いつも通りじゃなかった。

「どういうこと、仕方ないって……それだけ？」

「文ふみ野のくん、安心してください。私と君の間にあった約束は、今日きようで終わりです」

　顔を上げる。砂すな原はらさんは、いつもと同じように、優しく強く微笑ほほえんでいた。

「一いつ緒しよに帰るのはもう終わりにしましょう。あのことは誰だれにも話したりしません。写真も消します。君は、自由です」

　砂原さんは、背中を押してくれなかった。

　なんでだよ。なんで、そんなこというんだよっ。

　そこで、自分が勝手なことを考えてることに気づく。だって、もう脅おどしたりしないって理由で、今夜の砂原さんの仕事を手伝うって決めたんじゃないか。

　もう悩なやむことはなかった。

　僕の高校生活はもう安全だ。皆みんなに秘密をバラされることも、怖こわい思いをすることもない。

「ハル、行こう」

　武たけ一いちが立ち上がる。

　でも、僕の足は床ゆかに張り付いたみたいに動かなかった。

　武一は襟えり首くびを摑つかむと、引きずるようにして歩き始める。

　外に出ると、冷たい夜風が吹き込んでくる。武一に急かされるまま、新しく借りたサンダルに足をいれる。

　背後から、砂原さんの声が聞こえた。

「文野くん、君と過ごした時間はとても楽しかったですよ。短い間だったけど、ありがとうございました。これからも、お元気で」

　振ふり向むくと、砂原さんは縁えん側がわに立って、そっと笑っていた。

　なにかと決別したような、さっぱりした笑顔だった。

　砂原さんが頭を下げる。凛りん、髪かみ飾かざりが彼女の動きに合わせて鳴る。

　僕はもう、振り返ることができなかった。
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　文野くんが、引きづられるように石いし畳だたみを降りていきます。

　見えなくなって、足音が聞こえなくなるまで、その姿を見つめていました。

「いいのか。ハル、いっちゃっていいのか？」

　ヨミさんの声がします。いつの間にか、彼女がすぐ隣となりに立っていました。

　目を瞑つぶり、頷うなずきます。

　すぐそこに、彼の笑顔が浮うかびます。いつも優しくて、本当の強さを隠かくしている笑顔です。

「あうー。やっと、コトとのやくにたてると、おもったのに」

　ヨミさんは、悲しそうに俯うつむきます。

「ハルの、よわむし」

「……文ふみ野のくんは弱虫なんかじゃありませんよ」

　不思議そうに見上げてくる少女に、教えてあげます。私の知っている、私がずっと見てきた、文野春はるという少年のことを。

「私は勇気には二種類あると思うのですよ。一つは咄とつ嗟さの勇気です。誰だれかを助けようとしてなりふりかまわず飛び出したりする、戦いに必要なのもこちらですね。これは、その人の心の状態や環かん境きようによって左右されます」

　そういえば、ウサギを守るために刀の前に飛び出した人もいましたね、と彼との再会を思い出します。

　高校で同じクラスになってから二ヶ月余り、彼と話をする機会はなかなかありませんでした。ずっと気にはなっていたのですが、こちらからなんのきっかけもなく話し掛けるなんて、恥はずかしくてとてもとてもできなかったのです。

　その彼が、いきなり目の前に現れたのですから、強く激しく転ぶのも無理のないことです。

　あの時は、あぁ、ちょっと運命みたいなのを考えてしまいました。今、思い出しただけで顔が熱くなってしまいます。

　はぅ。

　ヨミさんが、思い出に浸ひたっていた私を、続きまだか、って感じでじっと見つめていました。えっと、そう、勇気には二つあるという話でしたね。

「もう一つは、覚かく悟ごの勇気です。考えて行動すること。迷って、悩なやんで、決断して、そこから湧き出る勇気ですよ。文野くんには、それがあります」

　ラビ太を守ろうとした勇気。私のために『赤あかい靴くつ』の囮おとり役やくを引き受けてくれた勇気。どれも、迷って、悩んで、決断してくれたものです。

「覚悟の勇気が美しいのは、そこに悩みを隠しているからです」

「でも……でも、ハルはいっちゃったぞ」

「そうですね。でも、それもアリです」

　ヨミさんが、不思議そうに顔を上げます。

「私は少し、安心しているのですよ。この危険な宿めに、文野くんを巻き込まずにすんだことを。古ふる井いくんに言われて、はっとしました。確かに、この町を守るのは歌うた祓はらいの宿め。いくら彼が『謡うたい人びと』の素質があるといっても、巻き込むべきではなかったのです」

　そして、ここ数日の彼とのやり取りを思い出します。それだけで、自然と頰ほおが緩ゆるんでしまいました。

「彼の勇気を引き出すためとはいえ、いくら普ふ通つうに話すのが恥はずかしくて緊きん張ちようするからといって、脅おどすみたいなことして手伝ってもらうなんて……それに、まったく下心がなかったかって聞かれると、自信ないですからね。これで、よかったのですよ」

　ぷくっと、ヨミさんはまた頰を膨ふくらませます。

「やっぱり、わかんない」

　そうですね。話している私にも、何が正しいのかわからないのですから。

　さあ、お喋しやべりはこれくらいにしましょう。

　髪かみ飾かざりに付いていた鈴すずを外します。御神刀を紐ひもで、袴はかまの帯に括くくりつけます。

　鈴はあくまで神楽かぐらを舞まうのに必要なもので、これからの戦いには不向きなのです。

　その様子を見ながら、ヨミさんが不安そうに聞いてきます。

「ほんとに、いくのか」

「是ぜ非ひもないことです」

「コトの父がのこしてくれたおふだ、あとすこしだぞ。てんろーふだって、もうのこってないんだぞ」

「ええ、そうですね。でも、符がないことも危ないことも状じよう況きようであって、戦わない理由ではありませんよ」

「うそつきだっ。コトのうそつき。いじっぱり。あんぽんたん！」

　その通りだと、思いました。私はうそつきで、いじっぱりです。あんぽんたんはちょっと違うと思いますけれど。

「私が泣き言をいわないのは、ヨミさんが代わりに言ってくれるから。私が泣かないのは、ヨミさんが代わりに泣いてくれるからなのですよ」

「そんなの、ずるい！　なら、ヨミは、もうなかない」

「ありがとうございます、ヨミさん」

　私はきっと、あなたがいなければ、とっくに折れていたでしょう。

　でも、だから戦わない、というわけにはいきません。それが歌うた祓はらいの巫み女この宿め。是非もないことです。

　目を閉じる。

　父と母の顔を思い出します。

　そっと胸元に手を当てると、白びやく衣えの内側には、子供の頃ころから大切にしていたお守りが入っています。胸の奥おくにお守りとずっと想い続けていた少年の笑顔を仕し舞まい、歌うた祓はらい神じん社じやを後にしました。
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　近くの公園のベンチに、僕たちは座っていた。

　少しだけ話をしないか、そう誘ったのは武たけ一いちだった。だっていうのに、さっきから黙だまりこくったまんまだ。仕方なく僕は、買ったばかりの缶のカフェオレをちびちびと飲む。

「……武一、怒ってる？　僕が砂すな原はらさんの手伝いをしようとしたこと」

　別に、武一に言う必要があったわけじゃない。でも、武一に何も話してなかったことに、少しも後ろめたさを感じないといったら噓うそになる。

「いや、むしろ気の毒に思ってる。惚ほれた相手が悪すぎたよ、お前は」

「惚れてなんかないっ。そういうのじゃ、ないんだよ」

　そういうのじゃない、と思う。

　僕には、『月ウサギの君』っていう想い続けてる人がいるわけだし。

　じゃあ、どうゆーのだ、って聞かれてもうまく説明できないけど。

　ただ、ずっとこの町を守ってきた彼女を、支えてあげたいと思った。できることなら、助けてあげたいって思った。こんな気持ちは初めてだったんだ。

「二年前の雨の日のこと、覚えてるか？」

　武一が言ってくる。

　当たり前だった。

　この町の人間なら、忘れるわけない日だ。

　つい最近、砂原さんからも同じ話を聞いたのを思い出す。あの嵐あらしの夜、砂原さんは両親を亡くしたんだ。

「俺おれな、あの夜、こっそり家を抜ぬけ出だして、川かわ南みなみの町にいたんだ。自分でも馬ば鹿かなことしてたって思ってる。なんていうか、興こう奮ふんしてたんだよ。学校が休みになって、あちこちからサイレンが聞こえて……普ふ段だんは静かな川が、巨きよ大だいなお化けみたいに暴あばれて、橋や川沿いにあったものが飲み込まれていくのを見てた」

　なんでそんなこと、って思うけど、それを今いま更さら言うことじゃないってのはわかった。武一が言いたいのはそんなことじゃないってわかってたから。

「そこでさ、見ちまったんだよ。よく覚えてないんだけど、竜りゆうみたいな姿をした化け物が、川の中から出てきてくるのを。あのとき、気づいた。あの嵐はただの自然現象じゃない、こいつの仕業だったんだって」

　ちょっと前の僕なら、笑ったかもしれない。そんなことあるわけないって。

　でも、今の僕は、この町ではそういう事件が起きることを知ってる。

「そこで、砂すな原はらさんに会ったんだ。橋が流されて川かわ北きたに帰れなくなって困ってた俺おれを神社に泊めてくれた。でもな、後で気づいたんだ。なんで彼女はあんな所にいたんだろうって……あの子の両親が、その雨の日に死んだってのは聞いたか？」

「え……ちょっと待って。っていうことは、砂原さんのお父さんとお母さんは、嵐あらしで亡くなったんじゃないの？」

　武たけ一いちは小さく頷うなずく。

「たぶんな、あの子の両親は、あの竜みたいな化け物を倒たおして、この町を守るために死んだんだよ」

「……そんな、そんなのって」

　なのに、砂原さんは歌うた祓はらいの宿さだめを続けてるんだ。

　それって、どんな気持ちだろう。

　とても、想像できなかった。

　砂原さんが綺き麗れいなのは、強くて優しい瞳ひとみの中に、怯おびえを隠かくしているから。

　さっき自分で考えたフレーズが、呪のろいみたいに返ってくる。

「でも、本当にぞっとしたのは、それだけじゃない。その日の夜にな、見ちまったんだよ……彼女が、雨の中で踊おどってるのを」

　どくん、と心臓が震ふるえた。

　境けい内だいで神楽かぐらを舞まう砂原さんの姿を、思い出した。

　凛りん、凛、耳の奥おくで、さっきの神楽の音が蘇よみがえる。

「まだぶかぶかの巫み女こ服ふくを着て、日本刀を握にぎって、裸足はだしで、あの物もの凄すごい雨の中で、踊おどってたんだ。綺麗だった。綺麗だった……まるで、この世のものじゃないみたいだった」

　見てきたように、その景色を思おもい浮うかべることができた。

　降りしきる雨の中、神楽を舞う少女の姿。

「今ならわかる。あの踊りは、両親から歌うた祓はらいの宿めを受け継ぐためのものなんだ。気がついたら、俺、逃げ出してたよ。あの子とは関わっちゃいけないって思った。それ以来、今日きようまで、あの神社にいったことは一度もない。あの子は、人柱なんだよ。歌祓の一族っていうのは、この町を守るための生いけ贄にえだ」

「そんな……いくらなんでも、そんな言い方って、ないよ」

「……今回の『赤あかい靴くつお化け』の事件な、俺、襲おそわれそうになった子たち、何人か知ってるんだよ。ただの偶ぐう然ぜんだろうけど、うち一人ひとりなんか、けっこう仲良かった女バス部の先せん輩ぱいだぜ。なんとかできるなら、なんとかしたいよ。でも、俺たちは、事件の外側にしかいられない。どうしようもないくらい普ふ通つうの人間なんだ」

　武一の声は震えていた。

　僕には、その気持ちがよくわかった。武たけ一いちは強い人間だ。だから、余計に、自分の無力が許せないんだろう。

「ハル、俺おれやお前じゃ無理だ。俺だって、なんとかしてやれるものなら、してやりたい。でも、どうしようもないんだ。世界が違いすぎる。だから、あの子と関わるのは諦あきらめてくれ。俺には、この町なんかより……お前のことが、大事なんだ」

　武一の言うとおりだった。

　世界が違いすぎる。

　でも、でも……なにもできないわけじゃ、ない。

「ほんとうに、そうなのかな？」

　呟つぶやいた声は、掠かすれていた。

　砂すな原はらさんは、僕には特別な力が眠ねむっているって教えてくれた。

　もしかして、僕なら砂原さんを助けてあげられたんじゃないの？

　僕だけが、あの子を助けてあげられたんじゃないの？

　迷いを見み透すかしたように、武一が冷たい声で告げる。

「なにもできないなら、なにもするべきじゃない。同情さえもな」

　その通りだと思った。

　手の中に残っていた、カフェオレを口に運ぶ。

　温くなったコーヒーは甘あまったるくて、とても、よい甘さ、と言えるものじゃなかった。
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　次の日、砂すな原はらさんは休みだった。理由は、病欠らしい。

　どんな顔をして砂原さんに会えばいいのか、悩なやんでいたせいでよく眠ねむれなかった。ちゃんと謝った方がいいのか、これまで通りにした方がいいのか、それとも距きよ離りを開けた方がいいのか……どれを選んでも、傷つけちゃうだけのような気がした。

　でも、砂原さんの席は、朝のホームルームが始まっても、ずっと空いたままだった。

「……なんか、あったのかな？」

　目の前の親友に尋たずねてみたけど、武たけ一いちは気まずそうに首を振ふるだけ。

「気にしても……仕方ないだろ。俺おれたちには、どうすることもできないんだ」

　砂原さんのいない教室は、少し華はなやかさに欠けていたけれど、いつも通りだった。

　何事もなかったように、日常が過ぎていく。授業を受けて、昼休みになって、放課後がやってくる。

　なんだか、僕にはその日々が、色いろ褪あせて見えた。別に、退屈とかそういうことじゃなくて、この日常が、たった一人ひとりの女の子に守られているってことを知ってしまったからだと思うんだ。







　放課後、僕の足は神かみ折おり川がわの河原にある公園に向いていた。

　悩みがあるたびにやってきた公園は、今日も静かに僕を迎えてくれた。

　花か壇だんには昨日きのうの雨で開いたのか、紫陽花あじさいが花をつけている。ヨミちゃんと初めて会ったのもここだった。ほんの数日前なのに、ずいぶん時間が経った気がする。

　一人ひとりでベンチに座って、大きな川を見た。神折川は今日も、僕のちっぽけな悩みなんか素知らぬ顔で流れている。

　川が美しいのは、その大きな流れの中に涙なみだを隠かくしているからだ。

　なんて、呟つぶやいてみる。

　別に、僕の涙が川に流れたわけじゃないけど。

　今の僕を、もし『月ウサギの君』が見たら、なんていうだろう。あの頃ころと同じ、男らしくない男の子のまんまだって、失望されちゃうかな。それも、仕方ないよね。

　横から伸のびてきた影かげが、僕の顔に掛かかる。

「ハル、なにかあった？　私でよかったら話を聞くけど」

　振ふり向むくと、鞄かばんを後ろ手に持って、幼おさな馴な染じみが立っていた。

　小こ町まちは右手を上げて「おす」と、僕の視線に答えてくれる。

「え？　小町、どうしてここにいるの？」

「いやー、偶ぐう然ぜん通りかかったの。すっごい偶然だねぇ」

　そんなことを聞かれるって想像もしてなかったように、ぱたぱたと手を振る。

　なんか、あやしい。帰り道でこんなところ通るわけないし。もしかして、僕の後をつけてきた？

　不思議そうな視線で見ていると、小こ町まちは観念したように、ちょっとバツが悪そうな顔をして教えてくれた。

「だって、ハル、朝から元気なかったからさ。なんか気になっちゃって」

「部活は？　休みだったの？」

　ストイックな小町が、たいした理由もなく部活を休むなんて考えられない。

「幼おさな馴な染じみの様子が変だから帰ります、っていったら主将に怒おこられたよ」

「え？　僕のために？」

　あの小町が、こんなことで部活を休むなんて。

「べ、べつに、勘かん違ちがいしないでよっ。ハルのためとかじゃないからね。私、そんなお節介焼きじゃないって。だって、朝からずっと暗い顔してるから、気になるじゃん。このままじゃ部活に集中できないから、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな練習してもしかたないでしょ。だから、追ってきた、つまり私のためだからっ」

「それが、理由なの？」

「わ、悪いっ？」

「ううん、嬉うれしい。ありがと」

　そう言うと、小町はとたんに勢いをなくして、あー、いやー、うんー、とかごにょごにょ言いながら顔を赤らめて、ゆるゆると正せい拳けん突づきを始めた。無む意い識しきにやるもんなんだ、それ。

「僕、そんな暗い顔してた？」

「してたっ。皆みんなは気づいてないかもだけど、私の目は誤ご魔ま化かされないからね。あ、別に、そんなによく見てたってわけじゃないけどねっ。子供の頃ころから知ってるんだから、様子がおかしいのくらい、ちらっと見ただけで気づくって」

　苦笑いを浮うかべる。この幼馴染にはかなわないな、って思う。

　小町は隣となりに座ると、僕の肩かたに、コツンと青いグローブの拳をぶつける。

「なにかあった？　もしかして万ばん里りちゃんにまた女装させられそうになったとか？」

　さくっと、出来立てほやほやのトラウマが抉えぐられた。

　昨日きのう、あれから家に帰ると、万里はずいぶん落ち着いていた。っていうか、物分りのいい妹です、みたいな顔して「お母さんにはだまっとくから、またこんどお願いします！」とかわけのわからないことを言われた。疲れてたから放っておいたけど。

「ねぇ、ハル。話してみてよ。私でよければ、聞くからさ」

　小町の言葉は、今まできいたことないくらい、優しかった。

　それは地域最強のいじめっ子なんかじゃなくて、人の弱さも痛みもわかる、強くて優しい女の子だった。

　今いま更さらながら、武たけ一いちが言ってたことを思い出す。僕は、小町を、ずっと子供の頃の印象でしか見てなかったんだ。

　気がつくと、自然と話し出していた。

「皆みんなのために、たった一人ひとりで頑がん張ばってる子がいたんだ。誰だれかに気づかれなくても、色んなものを犠ぎ牲せいにして……その子はずっと一人で戦ってた」

　自分勝手に言葉を濁にごして打ち明ける。

　あぁ、そうか。

　僕は、誰かに話を聞いてほしかったんだ。

　小こ町まちは、あんまり意味がわからないだろう言葉を、頷うなずきながら真しん剣けんに聞いてくれる。

「僕は、その子と知り合ったんだ。それで、その子に協力しようと思った。でも、やっぱりできなかった。僕はその子みたいに強くなかったから。僕には自分のぜんぶを犠ぎ牲せいにしてまで守るものも、理由も、覚かく悟ごもなかったから。それだけ。それで、話はおしまい」

　言いたいことを言って、口を閉じる。

　小町は僕の方をしばらくじっと見つめてから、ぽつりと呟つぶやいた。

「あれ、思ったより真剣に悩なやんでたからびっくりした」

　なんだよそれっ。

　さんざん話してって言って、その感想はないよ。素直にも程があるっ。

　どうしたものかなー、って感じで小町は少し困ったように、ちょっと唇くちびるを尖とがらせた。守るものに、理由に、覚悟かー、って僕が言ったことを指折り数えたりしてる。完全に、相談する人を間違えたパターンだな、これ。

　どうしよう、帰ろうかな。小町も部活に戻もどった方がいいだろうしな。




「ねぇ、ハル。男らしいってなんだと思う？」




　小町が、少し照れくさそうに、やっと見つけた言葉を口にする。それは、すぐに僕の心を摑つかんだ。だって、僕がずっと知りたいことだったから。

「ハル、よく言ってたじゃん。男らしくなりたいー、とか。僕は男の子だー、とか」

「うん、言ってた。今も言ってるし、努力だってしてる」

「え、どのへん？」

　やっぱり相談とか向いてないよね。傷ついたよ。傷つけてどうするんだよ。

　小町は自分の失言に気づいたように、ぱたぱたと手を振ふる。

「なしっ、いまのなしっ。えーと、でもさ、私、男らしさって喋しやべり方とか、外見とか、強さとかじゃないと思うんだ。私はね、男らしさっていうのは、大切な人のためにどれだけ限界を超えられるかだと思うんだ。うん、まぁ、女のわたしが言うのもどうかと思うし、男の子に限ったことでもないけど」

　小こ町まちの不器用な言い方は、余計に小町らしくて、胸に届いた。




「ハルにとって、その人は大切なんだね」




　僕にとって、砂すな原はらさんのことが大切？

　考えたこと、なかった。ううん、本当は気づいてたのかもしれない。

　最初は砂原さんのことを怖こわいと思った。ウサギを襲おそおうとしたところを見たり、更こう衣い室しつを覗のぞいてたことで脅おどされたりしたんだ、当たり前だ。

　でも、違った。

　砂原さんはとても強くて、優しくて、かっこいい女の子だった。

　今思えば、一いつ緒しよに帰った時、本当は楽しかったんだ。

　彼女に力を貸して欲しいって頼まれたとき、本当は嬉うれしかったんだ。

「じゃぁ、ハルにとっては、もうとっくに守るものも、理由もあるってことじゃん」

　小町はぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめて、僕の方に突つき出だす。オープンフィンガーグローブに包まれた、いつも前向きで真っ直ぐな拳。

「じゃぁ、あとは、覚かく悟ごだけだ」

　そして、月つき島しま小こ町まちは言う。強く、格好よく、真っ直ぐに。

「ハル、男になるなら、今だよ」

　昨日きのうの夜のことは、思い出すだけで怖い。

　でも……砂原さんが、僕の知らないところで傷つくのを見る方が、もっと怖い。

　そうか、砂原さんが言ってたのは、こういうことだったんだ。

　勢いよく立ち上がる。

「……小町、ありがとう。僕、いってくる！」

「うん、いい気合だっ！　ハル、男になって帰ってこい」

　僕は突き出してくれた小町のグローブに、ぽんと自分の拳をぶつける。

　神かみ折おり川がわの流れは、僕の気持ちの変化なんかどうでもよさそうに変わらない。それが心地よかった。川の流れに負けないように、勢いよく駆かけ出だした。
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　ハルの背中が遠ざかっていく。

　思わず笑っちゃった。その背中が、生意気に、ちょっとだけ男らしかったから。

　やっぱり、あの頃ころとは違うんだなぁ、って思う。

「……誰だれだか知らないけど、いいなぁ」

　そんなことを、呟つぶやいていた。呟いてから、慌あわてて辺りを見回す。

　うし、誰もいない。

　この話は、まだ誰にもしてないんだ。

　私には、ずっと、子供の頃から胸に秘めてた想いがある。




　文ふみ野の春はるが、好きだった。




　子供の頃から、気がつくとハルをからかっていた。

　小学生の男の子が、好きな女の子にいじわるする気持ちっていうのが私にはよくわかる。なぜって、ハルをからかうのが楽しくて仕方なかったから。けっして、いじめてるつもりはなかったし、今になってその話をされると、私の気持ちがバレそうでぞわぞわする。

　他ほかの男子たちは、私のことを虎とら小こ町まちだとか、女番長だとか勝手なあだ名をつけて呼んでからかった。

　でも、ハルだけは違った。

　私になにをされても、ニコニコ笑いながら、いたいよー、とか、ひどいよー、とか言いながら付いてきた。男子から、お前はどっちの味方だ、って言われても私と話すことをやめなかった。最初はなんだこいつって思った。でも、気がつくと、私はハルのことが好きになっていた。

　運動神経もからっきしだし、趣しゆ味みは女の子っぽいし、男らしさなんて欠片かけらもない。でも、ハルには、どんなときだって私を笑顔にしてくれる大きな心があった。

　ハルの大切な人って、どんな子かな。

　それって、どういうレベルで大切なのかな。

　せいっ。立ち上がって、正せい拳けん突づきをする。

　だめだよ、私。後ろを向くのは禁止だ。

　好きな子ができたって決まったわけじゃない。それに、ハルの良さがわかる女なんて、きっと私くらいのもんだ。

　時計を見る、まだ練習はアップが終わったくらいだ。今からダッシュで戻もどれば、主将も許してくれるかな。

　心が未熟な時が鍛きたえるのに最も適した時だ。強い拳こぶしにこそ、強い魂たましいが宿る。

　私が尊敬する女性拳闘家、猪いの山やま七段の言葉だ。

　弱気になっている自分を戒いましめるために、私ははりきって道場に向かうのであった。
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　夕暮れで、石段がオレンジ色に染まっていた。

　それは、世界が黄昏たそがれているように幻げん想そう的てきで、どこか不思議な場所へと続いているみたいな気がした。

　でも、石段を駆かけ上あがった先に待っていたのは、切ないくらいの静せい寂じやくだった。

　汗あせを拭ぬぐって、歌うた祓はらい神じん社じやの境けい内だいを見み渡わたす。人の気配はない。ラビ太もどこかで眠ねむっているのか見当たらなかった。

　そこで、携けい帯たい番号を交こう換かんしていたことを思い出す。

　ボタンに指をかけた、その時だった。

　後ろから声がする。

「……ハル？」

　いつの間にか、ヨミちゃんが立っていた。

「ハル、なにしにきた！」

　いきなり、ヨミちゃんは怒おこったように声を上げる。

　きっと、昨日きのう、僕が逃げ帰ったのが、ヨミちゃんには裏切りみたいに見えたんだろう。

　くっとお腹に力をいれる。

　責められるのはわかってた。でも、ちゃんと、覚かく悟ごしてきたんだ。

「ヨミちゃん、砂すな原はらさんはどこ？　大事な話があるんだ」

　そう言った瞬しゆん間かん、ヨミちゃんの目に、急に涙なみだが滲にじみはじめた。

　え、と思わず呟つぶやく。ヨミちゃんのそんな顔を見るのは初めてだった。いつも元気いっぱいで、好こう奇き心しんに目と鼻を膨ふくらませてる顔しか見たことなかった。

「ハルの、ばかー」

　ヨミちゃんは叫ぶと、僕の方に駆かけ寄よってくる。

　ぽすん、と腹の少し下辺りに顔がぶつかる。ぶつかってからも、しばらく前進しようともがく。明らかに、様子が変だった。

「くるの、おそいじゃないか！」

　ヨミちゃんは前進を止めて、今度は腕うでを振ふり回まわしはじめた。ぽこぽこと下っ腹を叩たたきながら言ってくる。

「ハルのばか、あんぽんたん、あんぽんたん、ゆーじゅーふだん、あんぽんたん！」

　なんでそんなに、あんぽんたん率高いんだろ。

「あんぽんたーん！」

　エイドリアンみたいに言わないでっ。

「なんで、なんで、もっとはやくこなかった！」

　いきなり、大きな声で叫ぶ。

　……え？　どういうこと？

　はやくこなかったって、どういうこと。どうしたんだよっ。

　嫌いやな予感が、背中を滑すべり落おちていく。

「……砂すな原はらさんに、なにかあったのっ」

　思わず、声が上ずっていた。

　やっぱり、病欠なわけがない。砂原さんになにかあったんだ。

　昨日きのうの夜、あれから、また『幽かくり神がみ』に襲おそわれたってことなの。僕が、迷ったから。昨日の夜、僕が逃げ帰ったりしたから。

　ヨミちゃんは答えてくれない。不安と後こう悔かいで、胸が痛くなる。

　ねぇ、砂原さんは無事なんだよね？

　何とかいってよ。無事だっていってよ！




「なにをやってるのですか、文ふみ野のくん」




　拝はい殿でんの方から、声がした。

　巫み女こ服姿の砂原さんが、不思議そうに僕たちを見下ろしている。どうやら拝殿の中にいたらしい。胸にはラビ太が抱だかれている。

　……あ、れ？

　すぐ下から、涙なみだを拭ぬぐうヨミちゃんの声がした。

「コト、けがした」

　ヨミちゃんは、砂原さんの右手を指差す。そこには、包帯が巻かれていた。

　あぁ、そっか、怪け我がしたことを責められてたのかっ。とにかく、無事でよかったよ。

　砂原さんは包帯に包まれた右みぎ腕うでにそっと触ふれながら、言ってくる。

「これは、私が未熟だったからですよ。文野くんとは関係のないことです」

　それから、しゃがみ込んで、そっとラビ太を境けい内だいに放す。

　ラビ太は一目散に僕の方に駆けてきた。相変わらず可愛かわいいよ。

「文野くん、もう、ここには来ないのではなかったのですか？」

　拝殿に歩み寄る。ラビ太が、僕の後ろをちょんちょんってついてくる。

　縁えん側がわに立っている砂原さんを、石いし畳だたみの上の僕が見上げる格好になった。それはどこか、深窓の令れい嬢じように、庭先から思いを告白する舞ぶ台たいのワンシーンみたいだった。もし、ここに武たけ一いちがいたら、どっちもお姫ひめ様さまにしか見えない、とか笑われるんだろうけど。

　頭に浮うかんだ親友の顔に謝ってから、口にする。

「あれは、武たけ一いちの言葉だよ。僕の言葉じゃない。砂すな原はらさん……遅おそくなってごめん。僕の答えを言いに来たんだ」

　昨日きのう、言えなかった言葉を吐はき出だす。

「まだ何にもしてなにのに、ありがとうなんて言わないでよ。出会ったばっかりなのに、お元気で、なんて言わないでよ。僕に何ができるのかさっぱりわからないけど──」

　小こ町まちの言葉を思い出す。文ふみ野の春はる、男になるよ。

「砂原さんの仕事を、手伝わせてくれないかな」

　言い終わると、境けい内だいに静けさが戻もどってくる。

　砂原さんは、表情を変えずに僕を見下ろしていた。

　風が吹いて、黒くろ髪かみを揺ゆらす。ラビ太が、張り詰めた空気に耐えかねたようにぷるりと首を震ふるわせる。

「いいのですか？　私たちと関わることは、この世界の成り立ちと関わるということ。『幽かくり神がみ』と戦うということですよ」

「あぁ、わかってるよ」

　オランダ橋で、『赤あかい靴くつお化け』と対たい峙じした時の恐きよう怖ふを思い出す。

　怖こわいにきまってる。でも、それよりさっきみたいに僕がいなかったせいで砂原さんが傷つくことを想像する方がよっぽど怖いよ。

「それは、君の魂たましいの中に眠る『謡うたい人びと』の力を使うということです。君が嫌きらっている、自分の魂が元は女の子だってことと向き合うことです」

「それも、わかってる。僕の魂が、女の子だったなんて認めたわけじゃないけど……でも、僕の力が役に立てるなら、なんでも使ってみせるよ」

　一いつ拍ぱくの間を置いて、砂原さんは静かに笑った。

　彼女の笑顔はオレンジ色の夕焼けに染められ、それよりさらに深い橙とうの輝かがやきに縁ふち取どられ、夢む幻げんのようだった。

　ふわりと、砂原さんが舞まう。

　巫み女この白びやく衣えが、羽は衣ごろものように宙に柔やわらかな弧こを描く。

　砂原さんが、拝はい殿でんから飛び降りた。静かに目の前に着地する。

　靴くつ、と思わず口にした。砂原さんは白しろ足た袋びを履はいただけだった。でも、まるで気にせずに、僕のすぐ傍まで歩み寄ってくる。

　綺き麗れいな笑顔といっしょに、砂原さんはそっと口にした。

「ありがとうございます、文野くん。君に私の一番大切なものを預けます。だから──」

　一番大切なもの、なんだかドキドキする言葉だった。

　でも、そんな妄もう想そうはすぐに消える。

　彼女の言葉が、搔かき消けしてくれる。




「私のために謡うたってください」




　砂すな原はらさんはすっと僕の手を取り、両手で包む。それは、雨上がりの花びらのように、ひんやりと冷たかった。僕はきっと、この感かん触しよくを忘れないと思ったんだ。
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　それから砂原さんは、すぐ隣となりにいたヨミちゃんの頭の上に、ぽん、と手を置く。

「では、私の一番大切なものです。どうぞ、受け取ってください」

「やっとでばんかー」

　ちょこちょことヨミちゃんが近づいてくる。

「え……ちょっと待って、どういうこと？」

「私が君に渡わたすことができる謡うたというのは、ヨミさんのことです」

「ヨミちゃんが、謡？」

　正直いって、なんとなく、タダモノじゃないような気はしてた。

　でも、まさか人間じゃないなんてのは、さすがに信じられないよ。

「彼女は『さくら』の童謡から生まれた、桜の精なのですよ」

「『さくら』って、あの小学校の教科書のにのってた、さくらさくら、のこと？」

「ちがいないな！」

　と、ヨミちゃんはちっちゃいこぶちを振ふり上あげる。

「文ふみ野のくん、私が前にお話した、黄よ泉み桜ざくらの話、覚えていますか？」

　もちろん、忘れるわけないよ。あの手の話は、僕の中ではなかなか消化されずにずっと胸の奥おくに残るものなんだ。ときどきふっと現れては、涙なみだをさそう。

「でも、あの桜の木の話が、どうしたの？」

「黄泉桜の精霊が、『さくら』の童謡によって具現化したもの、それがヨミさんです。だから、ヨミさんの力を使うのは、男の子でも女の子でもいけない。君だけ、だったのですよ」

　えー。僕じゃないと駄だ目めだったのって、そんな理由っ。

　僕の表情を見て、砂すな原はらさんはちょっと笑ってみせる。

「『謡うたい人びと』になるには、『隠かくれ謡うた』の意味を理解する必要があります。では、説いてみせましょうか。童謡『さくら』の歌に隠された言葉を」

　そして僕は、砂原さんから『さくら』に隠された意味を聞いて、

　『謡い人』になったんだ。







　辺りが橙だいだいに染まり、町が夕暮れに包まれる。

　それはもうすぐ、夜がやってくるってことでもあった。砂原さんは、もちろん今夜も『幽かくり神がみ』を祓はらいに出かけるつもりらしい。

　僕らは拝はい殿でんの縁えん側がわに座って、『赤あかい靴くつ』の事件について話をした。

　昨日きのうの夜、あれから砂原さんはもう一度、夜の町を回ったそうだ。

　そして、もう一度、『赤い靴お化け』に遭そう遇ぐうした。襲おそわれたのは砂原さんじゃなくて、部活帰りの女生徒だった。彼女を助けることはできたけど、砂原さんは怪け我がを負い、『幽神』には逃げられてしまった。

「本当に、自分の未熟さをこれほど歯がゆく思ったことはありません」

　そう言って辛つらそうに俯うつむく砂原さんを見ていると、なんだか胸がきゅっと締しめ付つけられる気がした。

　子供の頃ころから、砂原さんはずっと鍛たん錬れんをしてきたんだろう。すごい運動神経だし、戦うのだって慣れてる。でも、それでも未熟だと自分を責める姿は、見てられなかった。

「それにしても、まだこの町に、赤い靴を履はいている子なんていたんだ」

　思わず口にする。これだけ『赤い靴お化け』の噂うわさが広まってるのに、ファッション的なこだわりだったのかな。だとしたら、ある意味、尊敬するよ。

「いいえ、文野くん。そこが私も気になっているのですよ……その襲われた女の子は、赤い靴を履はいていなかったのです」

「え……それって、どういうこと？」

「おそらく、力を増しているのでしょう。『隠かくれ謡うた』はあくまで、『幽かくり神がみ』が『物うつし世よ』に戻もどってくるためのきっかけにすぎません。二つの世界を繫つなぐ言葉が強くなれば、謡の制約から放たれていきます」

　『赤あかい靴くつ』の事件がこんな小さな被ひ害がいですんでいるのは、制約があるからだった。赤い靴を履はいて、神かみ折おり川がわ沿いの道を一人ひとりで歩いている女の子。広まった噂うわさは、条件さえ満たさなければ襲おそわれない、っていう予防措そ置ちになる。

　でも、それがなくなったら……あんな化け物が、何の制約もなく現れるようになったら、想像するのも怖こわいよ。

「かなり危険な状態になってるって、ことだよね」

「ええ。ですが、スピードが速すぎるのです。いくらなんでも、こんなに早く『幽神』が『隠れ謡』の制約から離はなれるほど力を持つなんて考えられません」

　砂すな原はらさんが、納得できないって感じで呟つぶやく。その時だった。




「ちょうど、タイムリーな話題をしてるみたいだね」




　正面から声が聞こえてくる。

　鳥居越しに差し込んでくる夕日を背に受けて、魔ま女じよマントの少女が立っていた。

「ニコルさん、わざわざ来ていただいたんですか」

「うん、コトちゃん休みだって聞いたから。依い頼らいを受けていたことを、早く教えてあげた方がいいと思ってね」

　砂原さんが声を掛かける。そこにいたのは、旧校舎の魔女、ニコル先せん輩ぱいがおいしそうな匂においを纏まとわせて立っていた。

　ん、おいしそうな匂い？

「はいこれ、お見み舞まいのフライドチキン」

　ニコル先輩はそう言いながら、手に持っていたチキンのバスケットを渡わたしてくる。

「病人に、なんてヘビーなものを持ってきてるんですか」

「鳥はいいよ。豚ぶた肉にく、豚とん足そく、豚バラ、人間はたくさんの種類の肉を食べるけど、空を飛べるのは鳥だけだ」

「だから、なんだっていうんですか。あと、豚しか言ってないですよ」

「それっぽいこと言えた気がしたんだけど、駄だ目めだったかな」

　なんで、それでいけると思ったのかが知りたいです。

「このにおいは、あれだ！」

　境けい内だいの隅すみっこでラビ太を追い掛け回していたヨミちゃんが、猛もうダッシュで近づいてくる。あれ、がなんなのかよくわからないけど、すごい嬉うれしそう、鼻がいつもより大きめにぷくっと膨ふくらんでる。

「ヨミちゃん、久しぶりだね。鳥だよ、鳥。食べるかい」

　ニコル先せん輩ぱいはくやしかったのか、鳥を強調しながら差し出す。二人ふたりは前に会ったことがあるみたい。ヨミちゃんも気づいて、ニコル先輩を指差す。

「おー、おまえはたしか、すずき！」

　まさかの、苗みよう字じで呼び捨てだった。

「コト、すずきのとり、たべていいか？　いいな！」

　鳥のイメージなのか、グーで握にぎった両手をぱたぱたさせる。よっぽどチキンが好きみたいだ。桜の精なのに、イメージないよ。

「ええ、どうぞ。でも、その前にニコルさんに言うことがありますよね？」

「おぉ、そうだった！　のこりはつけといてくれ！」

　それ、違うよね。残りってなんだよ、一円も払ってないから。

「ヨミさん、違いますよ。ちゃんと貰もらうときはお礼を言わないとですよ」

「あー、そっちだったか！　ありだきます！」

　違う、そっちってどっち？　すっごい食べたい気持ちが前のめりだ。

　ニコル先輩から受け取ると、幸せそうにチキンを頰ほお張ばりはじめた。桜の精って肉食だったんだね。イメージないよ。

「ヨミちゃん。そんなに慌あわてて食べなくても大だい丈じよう夫ぶだよ、フライドチキンは飛んでいったりしないから。鳥だけにね」

　と、ニコル先輩が得意げに言う。それ、なにか意味かかってますか？

「それにしても、ニコル先輩、外に出る時もそのマントなんですね」

　僕が言うと、ニコル先輩はゆっくりと自分の体を見下ろす。あ。と呟つぶやくと、ぱっとマントを脱いで、恥はずかしそうに鞄かばんに仕し舞まった。どうやら、脱ぐの忘れてただけみたい。

「それで、ニコルさん。『赤あかい靴くつ』の事件について、なにかわかったのですか？」

　……え。

　思わず、へんな声をあげる。

「どういうこと……なんで、ニコル先輩が『赤い靴』のことを知ってるの？」

　驚おどろいてるのは、僕だけみたいだった。ニコル先輩もヨミちゃんも、当たり前のように聞いている。いや、ヨミちゃんはチキンに夢中なだけだけど。

「ねぇ、ふみのん。神話収集クラブの活動が、なんではじまったか知ってるかい？」

「えと……前にたしか、この町では怪かい談だんが起きやすいからって、言ってましたよね？」

「ん。それも一つの理由だけど、そもそものきっかけは、『幽かくり神がみ』に対抗するためなんだ。傾けい向こうと対策さえ知っていれば、『隠かくれ謡うた』の力は半減する。力を持つような謡は限られているからね、バックデータを開けばだいたい行き当たる。かつて、歌うた祓はらいの一族の宿さだめを知った学生が、自分たちの手でも町を守ろうとして作ったのがこのクラブなんだよ」

　バックデータ、と聞いて思い出したのは、神話収集クラブの部室だった。

　両側の壁かべにびっしりと並んだ古びた本。

　ニコル先せん輩ぱいは、相変わらず眠ねむそうな声で付け足す。

「力を持った謡には神が宿る。この町では、謡こそが神なんだよ。良くも悪くもね。だからボクらが集めるのは、都市伝説でもオカルトでも怪かい談だんでもなく、神話なんだ」

　あの本が全部、この町の過去に起きた『隠れ謡』の記録だとしたら……つまり、砂すな原はらさんが依い頼らいしたことっていうのは、あの中から『赤あかい靴くつ』が過去に起きた記録を調べること？

　砂原さんが、凛りんとした声で尋たずねる。

「教えていただけませんか。『赤い靴』の童謡の『隠れ謡』を」

　ニコル先輩は頷うなずいて、それから、申し訳なさそうに前置きをしてから話し始めた。

「意味は解けたけど、そんなに期待しないでほしいな。これがわかったからって、対策ができるようなものじゃない」

「構いません。今は一つでも、情報が欲しいのです」

　ニコル先輩は頷いてから、『赤い靴』の謡の隠れた意味について教えてくれる。

「物悲しいメロディだし、女の子が連れられていく歌だし、『隠れ謡』にするために下へ手たなこじつけはいらないんだ。『赤い靴』の歌詞の中でこじつけられているのは、一つだけ。〝異人さん〟という言葉に違和感を覚えない？」

　確かに、わかりやすい歌詞の中で、その言葉だけはちょっと異質だった。

　歌詞をちゃんと知らなかった子供の時は、この部分を〝いい爺じいさん〟とか〝ひい爺さん〟とか勘かん違ちがいしてる子もいたくらいだ。

「歌が作られた当時は外国のことを〝異国〟、外国の人のことを〝異人〟と呼んだんだ。でも、現代の日本において〝異国〟や〝異人〟という言葉はあまり使わない。だからそれが、どことなく異質な感覚になっているんだ」

「それは……私も感じていました。ですが、〝異人さん〟に掛かかる言葉が見つからないのですよ」

「稀まれ人びと信仰、というの知ってるかい？」

　聞いたこともなかった。もちろん首を振ふる。

「ある民俗学の学説の中に出てくる言葉だよ。古来日本において外の世界からやってくる存在を稀人と呼び、神として信しん仰こうしていたというものなんだ。この外の界から来た稀人のことを、異界の人、異人という呼び方もする。つまり、〝異人さん〟とは、『幽かくり世よ』の外側から侵しん入にゆうする者を示しているんだ」

「なるほど……そこから、『幽かくり神がみ』になったというわけですか」

　確かに、それで『隠かくれ謡うた』の意味ははっきりした。一番の歌詞でいうなら、




　赤い靴を履いていた女の子が、『幽世』からやってきた稀人に連れさられてしまった




　ってなるわけだね。

「ちなみに、事件が川沿いばかりで起きたのは、二番の港や船っていう歌詞と関係があるんだと思うよ。水辺ってことが制約になってたんだろうね」

　なるほど。もしかしたら、あのちょっと西洋風なオランダ橋のイメージも一役かってたのかも知れない。

　だけど、わかったところで、最初にニコル先せん輩ぱいが言ったとおり、その情報だけではなんの対策も立てられそうになかった。

　僕の考えていることがわかったように、ニコル先輩が付け足してくれる。

「あと、もう一つだけ、わかったことがある」

　今度は、もうちょっと対策になるような話だったらいいけど、なんて勝手なことを期待する。『隠れ謡』に対たい抗こうする方法がわかる、までいはいかなくても、次にどこで起きるのかを予測できるくらいのヒントは欲しいよ。でも、昔の記録を見つけたくらいで、それは難しいかな。

「犯人、わかった」

「え？」

　逆に予想外だった。余りにも核かく心しんの情報すぎて、びっくりだ。

「え……犯人って、どーゆーこと？」

「文ふみ野のくん、前にお話しましたよね。『隠れ謡』とは、本来の意味から捻ねじ曲まげられた謡なのです。それをあえて曲げて利用しようとした人がいなければ、この町には現れません。『隠れ謡』には、『謡うたい人びと』が必要なのですよ」

　そうか……十五夜うさぎの時は、子供たちの歌がきっかけだった。『隠れ謡』の場合は、もっと意図的じゃないと起きないってことだよね。

　そこで、思い出す。『赤い靴お化け』の中で、〝異人さん〟に挟はさまれていた〝赤い靴の女の子〟、あれは『謡い人』の魂たましいのそのものだったじゃないか。

「それで、ニコルさん、どうやって犯人がわかったのですか？」

「犯人の方から、ボクに接せつ触しよくしてきたんだ。よかったのか悪かったのか、彼女は自分が犯人であることにさえ気づいていないみたい。ただ、不思議がってはいるみたいだけどね。自分がちょっと邪じや魔まだなって思った相手が、次々と狙ねらわれるってことをさ」

　以前に、砂すな原はらさんから、普ふ通つうの人に謡が繫つながると魂が歪ゆがんでしまうって聞いたのを思い出す。負の感情が増ぞう幅ふくされたり、事件を起こしてる時の記き憶おくがなくなったり……今回も、そういうケースらしい。

「誰だれなのですか、犯人というのは」

「君たちの隣となりのクラスの子だよ……たしか、明石あかし紗さ枝えさん」

　少し前に、その子と会ったことがあるのを思い出す。たしか、ニコル先せん輩ぱいが占うらないをやってた時に、部室から出てきたところでばったり会ったんだ。

「もしかして、接せつ触しよくしてきたっていうのは、昨日きのう、占いやってた時ですか？」

「うん。直接、その話を聞いたわけじゃないけどね」

　昔に見た映画を思い出す。

　悪あく魔まに取り付かれたとか、二重人格とかそういうので、本人は気づかないうちに事件を起こしている。そして、ある時、急に真実に気づいて怯おびえるんだ。

「自分が……事件を起こしてるかもしれないってことに気づいて、それで、怖こわくなってニコル先輩に相談しにきたんですね。さすが、旧校舎の魔ま女じよと呼ばれるだけはありますね」

　僕の言葉を聞いて、ニコル先輩はくるくるっと魔ま法ほうを使うみたいに指を回した。

「ふみのん、映画の見すぎだよ。昨日は、まったく別の相談を受けてたんだ。そんな話をされたら、すぐにコトちゃんに連れん絡らくしてる。彼女が犯人だってわかったのは、今日きよう、彼女が風か邪ぜで学校を休んだからだよ」

「え……それって、どういうこと？」

「実はね、さっきまで友達の振ふりをして、彼女の家にお見み舞まいにいってきたんだ。色々調べてきたけど、あれは病気じゃない。あれは……魂たましいが抜ぬかれてる」

　友達の振ふりしてお見み舞まいにいってきた、っていうのもすごいけど、それより最後の言葉がインパクトあったのでとりあえずスルーする。

　魂が、抜かれてる。

　オランダ橋で〝異人さん〟に手を差さし伸のべられた時のことを思い出す。僕も、あの時、魂を抜かれそうになったんだ。そして、二人の〝異人さん〟の間にいた〝赤あかい靴くつの少女〟。おそらくあれが……魂を抜かれた、明石さんだったんだ。

「彼女の魂は、穢けがれに飲み込まれてしまったのですね。『謡うたい人びと』が『幽かくり世よ』の外側から力を呼び込むために謡を利用するのと同じように、『幽かくり神がみ』が『物うつし世よ』に侵しん入にゆうするために、謡だけでなく明石さんの魂を使おうとしている。それで、こんなに早く力を持ったということですか」

「うん。おそらく今までは、事件が起きる時に、彼女の魂がちょっと肉体を離はなれるだけだったんだろうね。でも今は、ずっと連れて行かれたまんまだ。もう彼女は『謡い人』じゃない。謡に使われてる」

「それって、危険じゃないのっ!?」

「ええ、あまり長くこの状態にいると、明石さんは戻もどってこれなくなります。それだけではありません、やがては魂だけでなく肉体も乗っ取られてしまうでしょう。ニコルさん、魂が抜かれていたというのは、間違いないのですか？」

「ん。過去のバックデータにのってる魂たましいの不在を確認する方法を全部試したんだ、間違いないよ」

　そのやり取りに、今さらながら気になる。

　ニコル先せん輩ぱいは、どうやって明石あかしさんの魂の状態を調べたんだろう。確認の方法って、霊れい感かんみたいなのがいるのかな。それとも他ほかに調べる儀ぎ式しきみたいなのがあるのかな。さすが、魔ま女じよって呼ばれるだけはあるよ。

「持参した弟の靴くつ下したの臭においを嗅かがせたり、洗せん濯たくばさみで眉み間けんをはさんだり、猫じゃらしで擽くすぐったり、それから、あんなことまでしたからね。普ふ通つうの病人なら、いくらなんでもリアクションするはずなのに、彼女は本当に無反応だった」

　えーーっ。調べる方法ってそれっ！

　友達の振ふりして家にあがって、病気の女の子になにしてるんだよっ。もう魔女の名前は返上すべきだよっ。あと、あんなことってなんだよ。

　なるほど、と砂すな原はらさんが頷うなずく。なるほどでいいのっ。なるほどでいいのっ。

「ニコルさん、どうして明石さんが『赤あかい靴くつ』の『謡うたい人びと』だと疑ったのですか？」

「占いで聞いたプライベートなことを他人に話すのは本意じゃないんだけど、この場合はしかたないかな」

　自分で言い訳するように呟つぶやいてから、相変わらず眠ねむたそうな声で告げる。

「彼女、古ふる井い武たけ一いちくんのことが好きなんだ。それも、かなり熱ねつ狂きよう的てきに」

　……え？

　なんか、場違いな言葉が聞こえてきた。

　確かに明石さんは、初対面でもわかりやすいくらい武一が好きみたいだったけど、それが『赤あかい靴くつ』の事件が起きたこととどう関係するんだろ？

　横で、砂原さんの落ち着いた声がする。

「……やっぱり、そうだったのですか」

　えぇっ、これも納得でいいのっ。

「私なりに、襲おそわれた女の子のことを調べてみたのですよ。といっても、皆みなさんに話を聞いて回っただけですが。どうやら、事件に遭あった女の子は、女子バスケ部の方が多いみたいなのです」

　そういえば、武一もそんなこといってた。何人か知り合いが襲われてるって。

　え、じゃぁ、つまり、明石さんが武一の事が好きすぎて、武一が他の女の子と仲良くしてるのを見たのに嫉しつ妬としたのが理由で、『隠かくれ謡うた』を使っちゃったってこと！

「古井くんという子は、よっぽどのプレイボーイみたいだね。とにかく、明石さんは、彼のことが好きすぎて『謡い人』になったんだ」

　ニコル先せん輩ぱいの言葉に、昨日きのうの武たけ一いちの悲しそうな声を思い出す。




　──俺おれ、被ひ害がいに遭あった子たちさ、何人か知ってるんだよ。ただの偶ぐう然ぜんだろうけど、最初の一人ひとりなんか、けっこう仲良かった女バス部の先輩だぜ──




　思い出しても、やっぱり悲しい声だった。でも、

　偶然じゃなかった！　偶然じゃなかったよ、武一！




　──なんとかできるなら、なんとかしたいよ。でも、俺たちは、事件の外側にしかいられない。どうしようもないくらい普ふ通つうの人間なんだ──




　思いっきり、事件のど真ん中にいたよっ！

　君がすべてのはじまりだったよ！

　砂すな原はらさんが頷うなずいて、情報を付け足してくれる。

「昨日きのう、私が助けた子もバスケット部のマネージャーさんでした。それに、私が襲おそわれなくて、文ふみ野のくんが襲われたのも、これで説明がつきますね」

　あぁ、そっか、なるほどね。

　僕と武一、よく一いつ緒しよにいるから……って、ちょっと待って。

「僕だけ、なんか違うくないっ！」

　叫び声は、綺き麗れいに無視された。なんでだよっ。

「ただ、彼女がどうやって謡うたを手に入れたのか、という疑問は残ってしまうけどね」

　と、ニコル先輩。そうか、『隠かくれ謡うた』は意味を知って謡わないと意味が無いんだ。誰だれかが、明石あかしさんに謡を教えたってことなのかな。

　その時、境けい内だいに携けい帯たいの着信音が鳴なり響ひびく。

　ニコル先輩だった。携帯を取り出すと、ディスプレイに表示された名前を見て眉まゆを顰しかめる。

　電話は、二、三言、話しただけで切れた。それから、ニコル先輩は相変わらず眠たそうな声で教えてくれる。

「今の、明石さんのお母さんだった。なにかあったら電話してくれるように頼たのんでいたんだ。これでも魔ま女じよだからね」

　おぉ、さすがだよ。気が利くだけで、魔女は関係ないと思うけど。

「明石さんが、部屋からいなくなったらしい」

　……え、どういうこと？

　もしかして、『赤あかい靴くつお化け』が町のどこかに出たの？　それに明石さんは連れられていったってことなの？　しかも、さっき砂原さんが危険だって言ってた通り、魂たましいだけじゃなくて肉体ごと。

　そこで、みんなの視線が僕に集まってるのに気づく。

　ん？　なんで？

「古ふる井いくんのことなら、文ふみ野のくんが一番詳くわしいですよね。次に狙ねらわれそうな子に心当たりはないですか？」

　砂すな原はらさんが聞いてくる。あぁ、そっか。そういうことか。

「文野くんが男の子だってのは、昨日きのう、ばれてしまいましたからね。囮おとりになっても、また襲おそわれることはないでしょう。他ほかに誰だれか知りませんか？　古井くんが仲良くしてる女の子のこと」

「ふみのん、ここ、大事だよ。ただでさえ『隠かくれ謡うた』は力を増してる。もう靴くつも川沿いも関係ない。次は、本当に死人がでるよ」

　プレッシャーかけないでよ。今、考えてるからっ。

　そんなの、一人ひとりしかいなかった。

　武一と仲がよくて、おまえけに、この前、明石あかしさんに同じような質問をされて、僕が名前をあげてしまった女の子。

「……小こ町まち」

　自分で口にして、ぞくっと嫌いやな予感が背中を走る。

　それは、小町が連れて行かれるのを想像してしまったからだ。

　すぐに小町の携けい帯たいに電話してみるけど、繫つながらなかった。どれだけ待ってみても、呼び出し音が寂さびしく続くだけだ。

「小町さんは、空手部でしたよね。おそらく、まだ学校にいるのでしょう」

　振ふり向むくと、砂原さんは御神刀を手にしていた。

「ボクは、ここで待ってることにするよ。戦ったり走ったり歩いたりするのは専門外だから」

　ちょっと残念そうに、ニコル先せん輩ぱいが言う。歩くのも専門外なんだ。

　それから、コルネオだ、と付け足した。だから、それ、どういう意味？

　横で、ちょうどチキンを食べ終わったヨミちゃんが、いきなり立ちあがる。おもむろに背後に手を伸のばして、御ご幣へいのわさわさの部分を一枚ぺりっと千切ってそれで口を拭ふく。そんなことに使っていいのっ、って僕らが言うのも気にせずに、ちっちゃいこぶちを振り上げて宣言した。

「さぁ、さいしゅうけっせんだ！」

　なんだからわからないけど、盛り上げてくれたらしい。

　ヨミちゃんの声に、僕らは頷うなずき合あう。

　そして、夜に染まりかけている町に向けて、駆かけ出だしだ。
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　部活が終わってから、一人ひとりで居残り練習をしていた。

　雑念が消えなかったからだ。

　私じゃない誰だれかのために走っていったハルのことを考えると、胸がもやもやした。成長したハルをうれしく思うけど、どこか寂しかった。

　もしかして、これってやきもち？　私が？　かっこ悪い！

　せいっ。

　鏡に向かって拳こぶしを繰くり出だす。

　私は信じてる。

　心の穢けがれは、流される汗あせによって洗われる。汗と一いつ緒しよに、少しずつ流れていくんだ。

　三十分ほど居残り練習をして、やっと心がすっきりした。

　濡ぬらしたタオルで汗を拭って、胴どう着ぎから制服に着き替がえる。辺りはとっくに真っ暗だ。いつも遅おそくまで練習してる野球部の声も聞こえてこない。

　もしかして、学校に残ってるの私だけかな。ちょっと、それって怖こわいかも。




　その時、道場の扉とびらが開いた。




　タイミングが良すぎて、びくっと体が跳はねる。

　誰だれかが忘れ物でも取りに戻もどってきたのかと思ったけど、違った。

　立っていたのは、見覚えのある女の子だった。たしか、隣となりのクラスの子だ。体育だけ一いつ緒しよだっけ。なんとか、名前を思い出す。

「……明石あかしさん、だよね？　どうしたの、なんか道場に用事？」

　入部希望者じゃないことは確かだ。どう見たって、空手ってタイプじゃない。

　明石さんはなにも答えなかった。

　いや、なんか様子が変だった。

　答えないっていうより、こっちの声が聞こえてない？

　彼女の目は、どこも見てなかった。虚うつろで、表情もない。手足にも力が入って無くて、まるで、見えない糸に吊つられた人形みたいだった。

　と、彼女の口から歌声が漏もれる。





　赤あかい靴くつ　はいてた　女の子

　異人さんに　つれられて行っちゃった






　小学校で習った『赤い靴』の童謡だった。

　その時、気づいた。

　明石あかしさんの後ろで、青い目が光っていた。人ひと形がたをした灰色の怪かい物ぶつが、こちらを覗のぞきこんでいる。

「……なに、それ」

　もしかして、この子が、後ろにいる化ばけ物ものが、神かみ折おり町まちで起こっている『赤い靴』の犯人なのかもしれない。

　ゆっくりと、灰色の人形が部屋に入ってきた。

　明石さんの横をすり抜ぬけて、近づいてくる。

「……なんなのよ、それ」

　拳こぶしを握にぎり締しめ、いつもの通り構えを取った。

　怖こわくない、怖くない、怖くない、怖くない、怖くない。繰くり返かえす。

　あぁ、駄だ目めだ。

　構えた拳が、震ふるえていた。

　しっかりするんだ、私。こんなわけのわからないものに、私が負けるわけないっ。

　自分に喝かつを入れるけど、頭では全く逆のことが過ぎる。わけのわからないもの。そうだ、こんなわけのわからないものと、どうやって戦えっていうの。

　じりじりと後ろに引く。普ふ通つうの女の子なら、悲鳴を上げたかもしれない。腰こしを抜ぬかしてたかもしれない。でも、だからなにっ。なにもできないなら、そんなことに意味はないよ。

　すぐに道場の隅すみに追い詰められる。

　ずっと演じてきた。

　強い私を。ハルをいつでも守ってあげれる私を。

「……いや、こないで」

　でも、もう強がってはいられなかった。怖かった。怖くて仕方なかった。

「いやっ、誰だれか……誰か、助けてっ」

　ゆっくりと、灰色の人形たちが近づいてくる。全部で三人、紳しん士しのようなシルエットを持つ巨きよ人じんと、貴き婦ふ人じんのようなシルエットを持つ巨人、その二人ふたりに囲まれて、女の子がいる。全員が、ぼんやりとした青い目で見つめていた。

　紳士のシルエットが、手を伸のばしてくる。

「……サァ、イッショニ、行コウ」

　ざらついた、電波の悪いラジオのような声がした。

　次の瞬しゆん間かん、全身に今までにない違和感が走る。最初は、乗り物酔いのような気持ち悪さに似ていた。それはすぐに、体から、内臓が引っ張り出されるような不快感に変わる。ううん、内臓なんかじゃない、もっと曖あい昧まいで不確かな何かが抜ぬき出だされる。

「いやっ……助けて、助けてっ」

　どんなに抵てい抗こうしても、その引力からは逃のがれられなかった。

　意い識しきを失う直前になって、自分の中から抜ぬき取とられるモノに気づく。それは命。あるいは魂たましいと呼ぶべきもの。

　最後の力を振ふり絞しぼって出た言葉は、

「助けて、ハルっ！」

　私がいつもからかっていた、弱虫で泣き虫で、守ってあげなきゃって思っていた男の子の名前だった。




「啓けい明めいの門もんっ」




　凛りん、とした声が響ひびく。

　目の前に青白い光が走り、床ゆかから透とう明めいな五本の杭くいが伸びてくる。杭は、私を怪かい物ぶつから守るように取り囲む。

　全身を襲おそっていた引力が消える。体の中に、魂が戻もどってくる。

　薄うすれ逝ゆく意い識しきの中で、揺ゆれる白びやく衣えが道場に飛び込んでくるのを見た。

　……あれ、砂すな原はらさん？

　口からこぼれたのは、いつも優しいクラスメイトの名前だった。それは、教室で見るよりも、ずっと綺き麗れいな姿をしていた。

　そして、もう一人ひとり。

　遠く、誰だれかが名前を呼ぶのが聞こえる。それは、ずっと好きだった幼おさな馴な染じみの声だった。
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「小こ町まちっ！」

　叫び声を上げて、駆かけ寄よる。崩くずれ落おちた彼女の体を、後ろから支えた。

　一いつ緒しよに飛び込んできた砂原さんが、すぐに小町の様子を確認する。

「大だい丈じよう夫ぶです、まだ魂は残っています。抜ぬかれそうになったショックで意識を失っているだけですよ」

　そして、背後を振ふり返かえる。

　砂すな原はらさんは、『赤あかい靴くつお化け』と対たい峙じした。

　人ひと形がたと僕たちの間には、遮さえぎるように五本の透とう明めいな杭くいがある。その向こう側で、異人さんたちを従えて、明石あかし紗さ枝えは笑っていた。

　ニコル先せん輩ぱいの予想は当たりだった。『赤い靴』を引き起こした犯人は、間違いなく彼女だった。

　彼女の目は虚うつろで、もう自分の意思で立ってすらいないみだいだ。

「……あの方、完全に魂が穢けがれに飲み込まれているようですね。『隠かくれ謡うた』に逆に操あやつられている。かなり、危険な状態のようです」

　砂原さんが、彼女を見つめながら呟つぶやく。

　次の瞬しゆん間かん、中央の杭に罅ひびが入る。紳しん士しのシルエットをした人形が、こちら側に手を伸のばしていた。

「啓けい明めいの門もんがこんなに早く破られるとは、困りましたね」

　落ち着いた声とは裏腹に、かなり不安なことを口にする。

「……どうするんだよ。昨日きのうでも、かなり苦戦してたのに」

　くいくい、っと僕のシャツの裾すそが引っ張られる。見下ろすと、ヨミちゃんが自分を指差していた。

「ヨミも、いるからな！」

「そっか、そうだね。昨日きのうと違うのは、僕らも同じだ」

　それを聞いて、砂原さんも小さく頷いた。

「そういうことです。文ふみ野のくん、私があれを引きつけます。その間に、『謡うたい人びと』の力を解放してください」

「……砂原さんは、一人ひとりで大だい丈じよう夫ぶなの」

「時間稼かせぎならなんとかなります。それより、問題は君です。力の使い方は、すぐにわかると思いますが……その力を使うと、君にとっては少し辛つらいことになるかもしれません。文野くん、でも君なら、きっと受け入れることができる。そう、信じていますよ」

　砂原さんがそんなことを言ってくる。なんだか、すっごい不安になる言葉だった。でも、それしか方法がないんなら、やるしかないよ。

　ヨミちゃんはポケットから、御お札ふだを二枚だけ取り出した。

　きっと、杭で相手の動きを封じる『啓明符』というやつだ。あれも残り少ないらしい。

　中央の杭が砕け散る。『幽かくり神がみ』が、こちら側に侵しん入にゆうしてくる。

　振ふり下おろされた異人さんの拳こぶしを、砂原さんの刀が受け止める。

「文野くん、ご武運をお祈いのりしています」

　そう言うと、思い切り拳を弾き上げる。

　ヨミちゃんから受け取ったばかりの『啓明符』を使い、僕たちの目の前に再び杭を構築すると、自分はその向こう側に飛び出した。

　そのまま『幽かくり神がみ』たちを引きつけて、廊ろう下かへ飛び出していく。

　明石あかしさんも、虚ろな目で僕たちをちらりと見てから、廊下に出て行く。きっと、僕らよりも先に砂すな原はらさんを倒たおしたほうがいいと思ったんだろう。

　仮かり初そめの静せい寂じやくの中で、道場に取り残される。

　なにが……ご武運をだよ。武運が必要なのは、どう考えたってそっちじゃないか。

　すぐに、廊下から激しい戦いの音が響ひびいてくる。

　腕うでの中で、気を失ってる幼おさな馴な染じみを見つめた。

　いつも、僕を守ってくれてた小こ町まち。今日は、僕が守る番だ。

「ヨミちゃん、やるよ。僕、『謡うたい人びと』の力を使う。でも、その前に教えて。この力を使うと、どんな辛つらいことがあるの？」

　ヨミちゃんは意味がわからなかったようで、はて、と首を傾かしげる。

「つらいこと、とな？」

　なんでいきなり、そんな喋しやべり方なの？　別にいいけど。

「さっき砂原さんが、『謡い人』の力を使うと、辛いことになるって言ってたよね。それって、なにかリスクとか副作用があるってことじゃないの？」

　ヨミちゃんはやっぱり何の心当たりもないようで、はてはて、と首を傾げる。

　うーん、ここで迷ってても仕方ないか。

「よし、やろう、ヨミちゃん！」

「うん、まかされた！」

　と、ちっちゃいこぶちを振り上げる。

　次の瞬しゆん間かん、ヨミちゃんの体が、桜の花びらになる。

　薄うす紅べに色いろの桜が舞まい、

　僕の視界は、真っ白に包まれた。
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　繰くり出だされた拳こぶしに刃を合わせる。

　正面からは受けず、力を右に流しながら、大きく後ろに跳とぶ。

　床ゆかを蹴けった瞬間、さっき殴なぐられた右足が痛みます。このダメージは蓄ちく積せきされる。

　着地と同時、体を沈しずみこませてできるだけ負担を減らす。よし、まだしばらくは耐たえられそうです。

　正面を見み据すえる。廊ろう下かの先に、明石あかし紗さ枝えさんがいます。

　背後には、灰色の巨きよ人じんたちがゆらゆらと揺ゆれています。

「一つ、教えてください。明石さん、あなたは誰だれから『赤あかい靴くつ』の『隠かくれ謡うた』を聞いたのですか？」

　尋たずねたのは、一つは時間を稼かせぐため、もう一つは彼女の魂たましいの状態を確認するためです。

「あなたの心の弱さにつけ込んで、あなたをそこまで追い込んだのは誰だれですか？」

　私の声に反応して、明石さんは口を開きます。

「……わたし、武たけ一いちくんのこと、はじめてあったときから好きだったの」

　でも、彼女が口にしたのは、まったくかみ合ってない答えでした。

　うーん。『幽かくり神がみ』はずいぶんと深く、彼女の心を蝕むしばんでいるようですね。

　ですが、異人さんの動きが止まります。彼女と少しお喋しやべりをさせてくれるつもりなのでしょうか。どうやら、一つ目の狙ねらい、時間稼ぎの方はうまくいったようですね。

「でも、武一くん、ぜんぜん気づいてくれなくて。そしたら、この人たちが、わたしより仲のいい子をおそっちゃえばって言うから、そうかなって。そんなことでいいのかなって。ねぇ、これ、いい方法だと思わない？」

　この人たち、っていうのは異人さんのことでしょうか。

　明石さんの声は、寝ね言ごとのようにぼんやりとしていました。

　実際、彼女は夢の中にいるのでしょう。自らの願いと、穢けがれが作り出した、歪ゆがんだ夢の中に。もう少し待ってください。私が、そこから連れ出してあげます。

「そんなの、ちっともよい方法ではないですよ」

　時間稼かせぎの意味もこめて、言葉を返します。

　私の言葉は、夢の中にいる彼女の心に届いたようです。虚うつろな瞳ひとみが、私の方を見ました。

「私にも、好きだった人がいるのです。子供の頃ころ、たった一度だけ会っただけの少年のことが、ずっと好きだったのですよ。高校になって再会して、私はすぐに彼だと気づきました」

　言葉を続けながら、気づきました。

　きっと、時間稼ぎのためだけじゃなかったのですね。私は、彼女に聞いて欲しかったのでしょう。私の恋の話を。気づいて欲しかったのです。彼女の方法が、ちっともよくないことを。

「残念ながら、彼は私には気づかなかったようです。昔のことを話せば、優しい彼のことです、もっと簡単に私と戦うことを選んでくれたかもしれません。もしかしたら、私に好意を抱いてくれたかもしれません。ですが、それでは駄だ目めなのです」

　そっと胸に触ふれます。

　その内側に、ずっと大切にしてきたお守りがあるのを感じます。

「恋は、正々堂々まっすぐでないと意味がないのです」

「なに……いってるの。恋は、かなわないと意味がないにきまってる」

　明石あかしさんが、虚うつろな瞳ひとみのまま言い返してきます。

　おや。どうやら、完全に穢けがれに心を囚とらわれていたわけではないようですね。彼女の心は、私が伝えたかったことに気づいてくれたようです。

　すっと、彼女を指差します。

「それなら、なぜ、泣いているのですか？」

　明石さんの表情は、意思をなくしたように虚ろです。

　でも、その目から一ひと筋すじ、涙なみだが零こぼれ落おちていました。

　小さな声が、聞こえます。

「……お願い、タスケテ」

　それは、たった今まで話していたのとはまったく別の、彼女の本来の言葉でした。

　彼女の心を封ふうじ込こめるように、しばらく動きが止まっていた異人さんたちが動き出します。

　会話で時間を稼かせぐのも限界みたいですね、そろそろ問答は仕し舞まいといたしましょう。

　覚かく悟ごを決めて、刀を構え直します。

　窓から差し込む月光が、鈍にび色いろの刃に反射する。心が研とぎ澄すまされます。

「その穢れ、私が払はらって差し上げましょう。砂すな原はらコト、推して参ります」

　駆かけ出だす。

　人ひと形がたたちが、明石さんの前に出てくる。

　一気に間合いを詰めながら、やるべきことを整理します。

　今の私の剣だけでは、彼らを祓はらうことは望めません。『天てん狼ろう符ふ』を失ったことが悔くやまれますが、ないものはないのです。頼たのみの綱つなは、文ふみ野のくんとヨミさんの力だけ。そのためには、できるだけ時間を稼かせぐ。それこそが最善。よし、迷いは、ありません。

　間合いが零ぜろになる。

　巨きよ人じんの片側、紳しん士しの人形が拳こぶしを突つき出だしてくる。

　この乱戦の中で、真正面から受けてはだめです。

　刃を立て、体を逸そらしながら勢いを流す。

　もう一人ひとり、貴き婦ふ人じんが襲おそい掛かかってくる。これまでの攻こう撃げきパターンにはない、嚙かみ付つきです。でも、大だい丈じよう夫ぶです。貴婦人の方はスピードがない。

　横に跳とび、すれ違い様、首筋に刃を突き立てます。

　手ごたえは、あまりにも軽い。ダメージは与えられましたが、祓えるほどではありません。

　刹せつ那な、貴婦人の後ろから小さな影かげが飛び出してきます。

　明石さんの魂たましいからできている赤あかい靴くつの女の子です。

　全体重を預けるような捨て身のパンチ。腕うでを床ゆかに突き立てるように降ってくる。もし生身の人間がやれば複雑骨折しているでしょう。

　なんとか捻ひねって交わす。紙一重。でも反はん撃げきはできません。彼女は明石さんの魂そのもの、異人さんに比べて脆もろい、下へ手たに斬きりつければ消しよう滅めつしてしまう。

　攻こう撃げきを避さけながら後ろに下がる。

　それを待っていたように、両サイドから襲おそい掛かかってくる二人の異人さん、避けるのは、間に合いそうにありません。

　片方の拳こぶしが、脇わき腹ばらを掠かすめます。

　後ろに跳とびながら受けた分、ダメージは軽減されている。両りよう膝ひざを曲げて床ゆかに着地。でも打たれたばかりのお腹が痛みます。骨は、折れてない。戦せん闘とう力りよくは少しダウンといったところでしょう。

「やはり、攻こう撃げきできない相手が混ざっているのがやっかいですね。これは……うん、困りました」

　額から、汗あせがにじんできます。いよいよピンチです。

　教室の中からは、何も聞こえてきません。初めてなのですから、きっともうしばらく時間が掛かかるでしょう。ここはなんとか、耐たえるしかないですね。

　そっと胸に手を当てます。小さなお守りは私に、頑がん張ばって、と勇気をくれます。

　と、その時です。

　背後で、勢いよくドアが開く音がします。

　驚おどいて振ふり向むくと、綺き麗れいな女の子が立っていました。

　女の子の私でさえ、ドキドキしてしまうような綺麗な子でした。腰こしまで届くような長い髪かみの毛、それは、あまりにも鮮あざやかな薄うす紅べに色いろをしています。窓から差し込む月の光を受けて、桜のような色の輪りん郭かくがキラキラと光ります。

　本当は、一目見た瞬しゆん間かんから気づいていました。

　あんまり綺麗だったので、見とれてしまっただけで。

「やっぱり君は、素す敵てきですね」

　私が言うと、桜色の髪の女の子は、恥はずかしそうに顔を赤らめます。

　あぁ、抱だきしめたいくらい可愛かわいいです。それにしても、女の子になってしまった君を見ているのに、胸のどきどきが止まりません。どんな姿になっても、私はやっぱり君のことが。

　おっと。反はん撃げきです。








＊＊＊









　目を開けると、見たことない場所にいた。

　さっきまでは空手部の道場にいたはずだ。でも、瞼まぶたを閉じて開くと、景色が変わっていた。

　真っ白い世界だった。地面も空もなく、床ゆかも壁かべも天てん井じようもない。すべてが真っ白、どこが果てで、どこに立っているのかさえわからない白一色の世界。

　その純白の景色の中に、一つだけ奇き妙みようなものがあった。

　桜だった。桜の花が咲いている。

　その見事な枝ぶりには見覚えがある。歌うた祓はらい神じん社じやの境けい内だいにあった黄よ泉み桜ざくらだ。

　黄泉桜は、満開だった。風もないのに花びらが散り、根元に立っている僕の頭上へ、はらはらと舞まい落おちる。

「どーだ、きれーか!?」

　声が降ってきた。

　見上げると、いつの間にか、ヨミちゃんが桜の枝に座っていた。

「ねぇ、ヨミちゃん、ここはどこ？」

「ここはな、せかいのすきまだ」

　隙すき間ま？　『幽かくり世よ』と『物うつし世よ』の間ってことなのかな？

「何だかよくわからないけど、これで特別な力ってのが使えるようになるの？」

「うん、ここまでくれば、いけるなー」

「なんか、嬉うれしそうだね」

「ヨミはな、コトがちっちゃいとき、コトの父にうたわれてでてきたんだ。それからずっと、コトがたたかうのをみてた」

　ヨミちゃんはいつもの元気いっぱいの笑顔で、もう一度繰くり返かえす。

「コトがないたり、ふるえたりして、それでもたたかうのを、ずっと、みてた」

　僕にはそれが、泣いているように見えた。

　きっと、錯さつ覚かくじゃないだろう。

「それに、コトの父は、ヨミがつかえないとわかったあと、ヨミをはらおうとした。でも、コトが、それをとめてくれた。だから、ヨミはしななかった。ここにいる。ハルともあえた。ぜんぶ、コトのおかげだ」

　今にも泣き出しそうな笑顔のヨミちゃんを見上げて、告げる。

「そっか。じゃぁ、やっと恩返しができるってことだね。僕も、手伝うよ」

「それがいい！　てつだわれてやる！」

　ヨミちゃんは、今度こそ本当に笑ってくれる。

　ちっちゃいこぶちを、両手一いつ緒しよに突き上げて叫ぶ。

「ハルといっしょなら、むてきだ！」

　僕は頭の中に、砂すな原はらさんに教えてもらった童謡『さくら』の『隠かくれ謡うた』を思い出す。

　次の瞬しゆん間かん、目の前の桜の花が、一いつ斉せいに散った。

　桜さくら吹雪ふぶき、とはよく言ったものだと思う。僕の視界は、瞬またたく間まに薄うす紅べに色いろのカーテンに覆おおい尽つくされる。桜の木も、ヨミちゃんの姿も見えない。

　薄うす紅べに色いろの花びらの向こうから、声が聞こえてくる。




　──いざや、花ざかり。




　気がつくと、道場に戻もどっていた。

　辺りを見回す、僕の腕うでの中には、世界の隙すき間まにいく前と同じように小こ町まちが眠ねむっている。

　でも、ヨミちゃんの姿はどこにもなかった。

　ヨミちゃん……どこにいるんだ。

　辺りを見回すけど、どこにもいない。

　なにかが変わったようには思えなかった。でも、少しだけ……なんていうんだろ、言葉にしにくい快感みたいなのが体を包んでいた。

　まるで、ずっと思い出せなかった言葉がふっと出てきたみたいに、僕の中に足りなかったピースがポンってはまったような快感、というか安心感。よくわからないけど、すごく気分がよかった。

　それからもう一つ、まったく違うことに気づく。

　頭が、なんか重い。

　なんだか、後ろに引っ張られてるみたいだ。

　振ふり向むいて、窓ガラスを見る。

　真っ暗になったグランドの景色、それに重なって道場の中が映ってる。




　そこには、見たことない女の子が映っていた。




　華きや奢しやな体つきだけど、モデルさんみたいにふわっと大きな胸。そして、腰こしまで余よ裕ゆうで届く、綺き麗れいな桜色の髪かみの毛け。ヨミちゃんと同じ桜色の髪の毛が、腰に届きそうな長さで伸のびていた。

　窓ガラスの中の女の子は、びっくりした顔でこっちを見つめていた。

　右手をあげる。女の子も右手をあげる。すっごい相性っぴたり、なわけないよね。




　……僕だ。これは、僕だ。




　よくわからないけど、この顔は紛まぎれもなく僕だ。

　なぁんだ、そっかー、頭が重かったのは、髪の毛の重さだったのかぁ。

　あはは。胸、大きくなっちゃった。ぽわんぽわん。って。て。

「な、な、なななん、なんじゃこりゃー！」

　思わず叫ぶ。もういっかい言うよ。

「なんじゃこ」

《言ってるばあいじゃないな！》

　誰だれっ、なんじゃこ、って変なところで止まったじゃないかっ。なんか可愛かわいいよ、なんじゃこ。

　……ちょっとまって。今の声、頭の中に聞こえてきた。しかも、ヨミちゃんの声だった。

《いまは、ハルとヨミは一心同体なんだ。そういう『隠かくれ謡うた』だからなっ》

「それは聞いてたけど、でも、なんで体が変わってるんだよっ！」

《ヨミは女の子だからな、体がエイキョウを受けたんだ》

　いつか砂すな原はらさんが、精神と肉体は互いに影えい響きようし合ってるって言ってたのを思い出す。

　ヨミちゃんと合体して、僕の体がさらに女の子らしくなったってこと？　もうこれ、影響を受けるとかいうレベルじゃないよねっ。完全に変わってるよね！

　冗じよう談だんじゃないよ。ああ、そっか、砂原さんが言ってた僕にとって辛つらいことって、コレだったんだ。

　頭の中にリフレインする、砂原さんの言葉。




　──その力を使うと、君にとっては少し辛いことになるかもしれません。文ふみ野のくん、でも君なら、きっと受け入れることができる。そう、信じていますよ。




　受け入れられないよっ！　なにを信じてるんだよ！

「それで服はっ、この服はなにっ!?」

　僕が着てるのは、さっきまでの制服じゃなかった。

　白いフリフリのワンピースの上にデニムカラーのベスト、足元はチョコレートブラウンのフリンジブーツ、首からは大きなラインストーンがゴロゴロってついたモード系なネックレスがぶら下がっている。

　かわいい、ってそうじゃないっ！

　この服、見覚えあるよっ。

　僕がヨミちゃんに見せた雑誌じゃないかっ。なんで、なんでアレになってるんだっ。

《ヨミしってるぞ、女の子が男の子の服だとマズいんだ。いっぱんじょうしきっていうんだろ！　だからヨミの力で再現してみた！》

「だからって、なんでこれなんだよっ」

《ハルが、かわいいっていってたから》

　うん、言ったよ。余計なこと言うんじゃなかったっ！　大きなお世話だっ！

《だいじょうぶ、にあってるぞ、ハル子！》

　そんな気き遣づかいいらないよっ。誰がハル子だっ。

「……あれ、ヨミちゃん、なんか頭よくなってない？　さっきから難しい言葉をちょこちょこ使ってるような」

《うん、ハルと合体したおかげで、ちょっとだけ大人もーどだ！》

　あぁ、そうなんだ。なんか勝手に僕の知ち識しきを使われてるみたい、ちょっと変な感じだな。




　……ちょっと待って。




　そこで、気づく。

　さっき目が覚めた時に、僕の中でなにかがしっくりきた感じがした。

　なんだか、快感というか安心感が、僕の心の中に広がって、もちろんそれは今も続いてる。

《つまり、ずっとズレてた魂たましいと体が、ぴったりになったってことだな！》

　認めたくない、認めたくないよっ！

《そんなことより、はやくコトのとこにいこう！》

「う、うんっ。そうだね」

　でも、そんなこと、で片付けられる問題じゃないのは覚えておいてっ。

　そっと小こ町まちを床ゆかに寝かせて、ちょっと待ってて、と言ってから廊ろう下かへ出る。

　廊ろう下かに飛び出ると、丁度、僕たちのすぐ傍そばに砂すな原はらさんが立っていた。

　砂原さんは怪け我がを負ったのか、苦しそうに目元を歪ゆがめていた。でも、その顔は、僕の姿を見るとすぐに笑顔になる。何を考えたのか、ほんの少し、顔が赤い気がする。

「やっぱり君は、素す敵てきですね」

　ちょっと照れたような笑顔で、そんなことを言ってくれる。うれしくないよっ。

　砂原さんの後ろ、そこに立っている灰色の巨きよ人じんたちが目に入った。

　僕の右手が、途と端たんに震ふるえ出だす。オランダ橋で襲おそわれたときの恐きよう怖ふが蘇よみがえってきた。

　ぶんぶん、と頭を振ふるって怖こわいのを追い出す。

　武たけ一いちに言われて、一度はあれから逃げようとした。でも、できなかった。

　怪我をしてる砂原さん、狙ねらわれてる小こ町まち、戦うしかないんだ。

《ハル、死ぬなよ！》

　ヨミちゃんが励はげましてくれる。他ほかに言い方はないのっ。

　目の前で、砂原さんが再び僕に背を向ける。いや、『幽かくり神がみ』と向き合ったんだ。

「文ふみ野のくん、かなり苦しい状じよう況きようです。力を貸して頂けますか？」

　当然だよ、そのために来たんだから。

　でも……あれ？

　ねぇ、僕は何をすればいいの？　女の子になっただけじゃん！

　頭の中に、答えが響ひびく。

《ハルが、コトをサポートするんだ》

　サポートって言われても、どうやって！　可愛かわいくなっただけだよっ！

《手のひらを上にむけて、イメージするんだ。ハルの心が、僕の力になる》

「イメージ？　砂すな原はらさんを、守るイメージ？」

　言われるままに、手のひらを上に向ける。

　次の瞬しゆん間かん、どこからか風が吹いた。

　風と一いつ緒しよに、桜の花びらが舞まい上あがる。

　な、なんじゃこっ。

　どこから出てきたのか、僕の体の回りには、数十枚の桜の花びらが舞っていた。

　花びらはまるで、円筒形の水すい槽そうの中を泳ぐ熱帯魚みたいに、楽しそうにくるくる回っている。

　そして、手の中には、もう何度も見た道具……神社の御ご幣へいが生まれていた。ヨミちゃんがずっと持ち歩いていたやつだ。

《この桜の花びら、一枚一枚が霊れい気きの結けつ晶しようだ。あとはじっせんあるのみ、コトを守るイメージをふくらませるんだ》

　頭の中、ヨミちゃんの声が響ひびく。

　ふくらませる、砂原さんを守るイメージ。

　御ご幣へいを振ふって、砂原さんに向ける。

　と、僕の手の中を回っていた花びらの一部が飛んで、砂原さんの体の回りを同じように周り始めた。

　砂原さんは頷うなずき、そして、異人さんへと向き直る。

「いざや、花ざかりです。さあ、仕切り直しと参りましょう」

　桜を纏まとい、砂原さんが駆かける。

　砂原さんを守るイメージ。砂原さんを守るイメージ。

　真っ直ぐ、彼女の一挙手一投足を見つめる。

　迫せまる人ひと形がた、紳しん士しの異人さんが拳こぶしを突つき出だしてくる。

　砂原さんはそれに見向きもしなかった。まるで、僕がやることをわかっているみたいに。

　そんなに信用しないでよ、心の中で苦笑いと一いつ緒しよに呟つぶやく。

　だんだん、僕にもわかってきていた。

　きっと、僕の方にも、ヨミちゃんの魂たましいの情報が流れ込んできてるんだ。これは力だ。さっきヨミちゃんが言った通り、霊れい気きの結けつ晶しようなんだ。

　砂原さんに迫っていた灰色の拳、これまで散々苦しめてきた怪かい力りきが、止まった。砂原さんの体に当たる直前で、数十枚の桜の花びらが集まって、盾たてのように受け止める。拳こぶしを相殺した花びらは、力を失ったように散っていく。霊気を使い切ったんだろう。

　灰色の巨きよ人じんたちの向こうから、どこか虚うつろな明石あかしさんの声が聞こえてくる。

「……イッショニ、連レテイッテアゲル」

　その声は、僕が前に話をした、真面目で純じゆん粋すいな女の子じゃなかった。まったく別の何かに、心が操られてるみたいだった。うん、すぐに助けてあげるからっ。

　砂すな原はらさんが大きく跳とび、空中で体を捻ひねる。

　歌うた祓はらい神じん社じやで見た『戦いくさ神楽かぐら』、その中にあった動きだ、覚えている。

《こんどは、攻めをイメージだ。こちとら、江戸時代の初期の生まれでい。大正時代の歌なんかに負けるな！》

　頭の中に、ヨミちゃんの声が響ひびく。

　思い出したのは、オランダ橋での戦いだった。砂原さんが『天てん狼ろう符ふ』という御お札ふだを使ったとき、彼女の刃を雷いかづちが覆おおった。同じようにイメージする。

　どこからか風が吹いて、僕の手の中を舞まっている桜の花びらが数を増す。すぐに御幣を振って、その力を砂原さんに向かって投げた。

　飛んでいった桜の花びらは、砂原さんの刃の周りを、螺ら旋せんを描くように舞い始める。

　小さな影かげが、砂原さんと異人さんの間に飛び込んでくる。赤あかい靴くつの女の子、明石あかしさんの魂だ。

「邪じや魔ま、しないでよっ」

　呟つぶやくと、同時、僕の手の上を舞まっていた花びらが矢のように飛んでいく。

　桜の矢は、砂原さんの前を塞ふさいでいた赤あかい靴くつの女の子を弾はじき飛とばした。

　そして、砂原さんの技が決まる。

　振ふり下おろした剣けん、桜の霊れい気きを纏まとった刃は、段違いの威い力りよくだった。

　頭の先から、紳しん士しの異人さんを両断する。

　コォォォォォ、と悲鳴のような叫びが上がった。

　異人さんは、霞かすみや雲が消えるように、うっすらと空気に溶とけて霧む散さんしていく。

　やった。昨日きのうは、あんなに苦労してたのに、これならいけるよっ。

《ハル、そのちょうしだぞ！　でも、まだ気を抜ぬいちゃだめだからなっ！》

　と、ヨミちゃんも興こう奮ふんした声で言ってくる。力が効いてるってことより、きっと、砂原さんと戦えてることが嬉うれしいんだろう。

　でも、安心するのはまだ早かった。

　くぐもった悲鳴が上がる。目の前で、明石さんが胸の辺りを抑おさえていた。

「なに、どうしたの、あれ」

　赤い靴の女の子が、明石さんに近づく。そして、ふっと姿が消えた。

　どうやら、明石さんの体に戻もどったらしい。でも、それは彼女の穢けがれが祓はらえたってわけじゃない。

「文ふみ野のくん、気をつけてください。明石さんの魂たましいと肉体を道として使って、『幽かくり世よ』の外側から、大きな力を呼び込むつもりです」

　次の瞬しゆん間かん、残った一体、貴き婦ふ人じんのシルエットをした異人さんが咆ほう哮こうを上げた。

　灰色の人ひと形がたが、急にふくらみはじめる。

　ドレスのシルエットが裂さけて、脇わき腹ばらあたりから新しい腕うでが生えてくる。指が伸のびて、獣けもののような長い爪つめが生えてくる。髪かみの毛けは蛇へびのように波うち、まるで北欧神話に出てくる怪かい物ぶつみたいだった。おまけに、体が一回りほど大きくなって、頭が天てん井じようを擦こするくらいになる。

　それはもう、異人さんなんかじゃなかった。

　『隠かくれ謡うた』から完全に離はなれた、怪物だった。

　貴き婦ふ人じんが迫ってくる。両の拳こぶしを振ふり上あげ、砂すな原はらさんに向かって振り下ろす。

　砂原さんを守るように、桜の花びらを投げた。

　傘かさのように開く、薄うす紅べに色いろの盾たて。

　でも、さっきまで砂原さんを守っていた盾は、ほとんど無力だった。貴婦人の一いち撃げきで花びらはあっさりと砕くだけ散ちる。

　長い爪を振り回し、四本の腕で連続して襲おそい掛かかってくる。すべてを防ぐのは、とても間に合わなかった。砂原さんのそれをなんとか交わしながら、後退していく。

「……なんだよ、あれ。あんなの、反則だよっ」

　僕の周りに、絶えず生まれる桜の花を飛ばしながら呻うめく。

　防げているのは、四回に一回くらいだ。その他のすべてを、砂原さんが避よけている。

　でも、完全に躱かわすのも難しいみたいで、次々と巫み女この白びやく衣えが破れて掠かすり傷きずが増えていた。たまに隙すきを見つけては攻こう撃げきに転じるけど、桜の花びらを纏まとった刃さえ、貴婦人の腕うではやすやすと防いでしまう。

　さっきまでと、まるでちがう。このままだと、致ち命めい的てきな攻撃を受けるのも時間の問題みたいだった。

　貴婦人が吼ほえる。まるで、自分の勝ちを宣言するみたいに。

　なんとか、なんとかならないのっ。このままじゃ砂原さんがっ。

《ハル、一本の木に、桜の花がどれだけ咲くか知ってるか？》

　頭の中で、ヨミちゃんの声が響ひびく。

「そんなこと、言ってる場合じゃないよっ」

《どうやらこっちも、出だし惜おしみはできないな。いちどに大きな力を使うと、ハルの魂たましいに負担がかかるからやりたくなかったけど》

　ヨミちゃんの声は、真しん剣けんだった。桜の花の数を聞いたのにも、意味があるみたいだ。

「なにか、方法があるの？」

《樹齢の長い樹は、百万を超える花が咲くんだ。そして、ひとつの花には花びらが五枚──ヨミの力を、すべて解放する》

　その言葉に、ぞっとした。

　僕の手の中を回ってるのは、せいぜい数十枚、砂すな原はらさんの盾たてや剣になってるのもそれくらいだ。当然こんなの、桜の中の、ほんの一部だ。あの世界の隙すき間まで見た、満開の黄よ泉み桜ざくらの木、そのほんの一部なんだ。

　大きな力を呼び込むと魂たましいに負荷がかかる、っていうのは想像できた。きっと明石あかしさんも、それで苦しんでるんだ。でも、そんなこと気にしてる場合じゃないっ。

「……ヨミちゃん、それ、どうすればいいのっ」

《御ご幣へいを、空に！》

　言われるままに、僕は御幣を両手で握にぎって、天てん井じように向ける。

　その瞬しゆん間かん、何かが、体の中から引っ張られるような感覚があった。

　オランダ橋で異人さんに襲おそわれた時と同じだ。まるで、魂を持っていかれるような、気を抜ぬくと意い識しきを失ってしまいそうな脱力感がやってくる。

《ハル、ぜったいに意識をなくしちゃだめだぞ。もっていかれたら、戻もどってこれなくなるかもだからな！》

　ヨミちゃんの声が力をくれる。歯を食いしばって、しっかりと耐たえる。

　そうだよ、こんなの、実際に怪かい物ぶつを目の前にして戦ってる砂原さんに比べたら、どうってことない！

　その意気だ、とヨミちゃんは僕を励はげました後、そっと告げる。きっとそれが、これからヨミちゃんが使う力の名前なんだろう。




《──────桜さくら襲がさね》




　刹せつ那な、周囲が薄うす紅べに色いろに包まれた。

　どこから湧わき出でてきたのか、花びらの竜たつ巻まきが巻き起こる。その真ん中に僕が立っていた。

　桜の花びら、世界の隙間で見たような視界を覆おおうほどの桜の花びらが廊ろう下かを埋うめ尽つくす。まさに、桜さくら吹雪ふぶきだ。

　砂原さんは、ちらりと僕を振ふり返かえる。

　言葉はなかった。でも、その目が何を伝えようとしてるかわかる。

　文ふみ野のくん、やっぱり君は素す敵てきです。ちょっとだけ、うれしいじゃんかっ。

　もう一度、御幣を握にぎり返かえす。

　そして、ゆっくりと前へ向ける。

　さっきと同じように、砂原さんを守るイメージをふくらませる。

　僕の周りを囲んでいた花びらが、いっせいに移動した。それは、薄紅色の川のように、奔ほん流りゆうとなって押し寄せていく。

　砂原さんが跳とぶ。

　その足元を、桜の花びらが通過する。

　花びらは、いっせいに貴き婦ふ人じんに襲おそい掛かかった。それは盾たてじゃなくて、もはや壁かべだった。薄うす紅べに色いろの桜の花びらは、すべての攻こう撃げきをやすやすと受け止める。

　すべての攻こう撃げきを弾かれ、貴婦人がわずかにバランスを崩くずす。

　その機会を、砂すな原はらさんが見逃すはずがなかった。

　刀を持ち上げる。すぐに気づいて、桜の花びらを刃に纏まとわせる。大量の花びらが渦うず巻まく剣けんは、竜たつ巻まきを振りかぶってるみたいだった。

　目の前、桜の壁かべが左右に割れる。

　その隙すき間まを縫ぬうように、貴婦人に向かって砂原さんが飛び出す。

　防ごうと、異人さんは、四本の腕うでを交差させる。

　竜巻の一振りは、一いつ瞬しゆんにして、怪かい物ぶつのような巨大な腕を吹き飛ばした。四本の腕が宙に舞まい、そのまま煙けむりのように消えていく。悲鳴とも怒ど声せいともつかない咆ほう哮こうが上がる。

　着地する、と同時に、砂原さんは次の型に移っていた。

　刀を水平に持ち上げる。顔の真横で、長ちよう銃じゆうの狙ねらいを定めるように真っ直ぐに構える。彼女が舞っていた『戦いくさ神楽かぐら』の中で、そこから繰くり出だされる技は一つ。

　神速の突つ出きだ。
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　余計な場所はいらない。刃の切きっ先さきに桜の花を集める。

　切っ先で風車のように渦うず巻まく花びら。

　四本の腕うでを失った異人さんは、まだ戦うことを忘れてなかった。大きく口を開き、嚙かみ付つこうと襲おそい掛かかってくる。

　砂すな原はらさんが床ゆかを蹴ける。滑かつ空くうするようなスピードで、一気に懐ふところに飛び込む。

　振り下ろされた牙きばを搔かい潜くぐり、切っ先が貴き婦ふ人じんの心臓へと届く。

　穢けがれを貫く、鈍にび色いろの刃。

　コオオオオォォォ、と断だん末まつ魔まの声が上がる。

　次の瞬しゆん間かん、貴婦人の体も、霧きりが晴れるように消えていった。

　辺りを包んでいた重たい空気が、急に晴れていく。

《やりましたっ！》

　と、頭の中でヨミちゃんの声がする。

「どうやら、祓はらい終えたようですね」

　砂原さんは、こちらを振り返りながら刃を払う。刀の周りを舞っていた花びらが、はらり、と力を失ったように床ゆかに舞い落ちた。

　その花びらが床に着くのと同じタイミングで、ふっと、廊ろう下かにあふれていた花びらが消える。ヨミちゃんが、力を使うのを止めたらしい。

「砂原さん、怪け我がとかしてないっ？」

「ええ、問題ありませんよ。打たれたところが少し痛みますが、大したことではありません。それより」

　と、廊ろう下かの先に視線を向ける。

　そこには、明石あかしさんが気を失って倒たおれていた。砂原さんは彼女に近寄って、状態を確かめる。

「……大だい丈じよう夫ぶ、眠ねむっているだけです。魂たましいもちゃんと戻ってきているようです。目が覚めたら、いつもの彼女の心に戻もどっているはずですよ」

　よかった、それが一番心配だったけど、なんともなかったみたいだ。

　これで、事件は無事に解決だね。

　戦ったのはほとんど砂原さんだけど、僕もなんだか男らしくなった気がする。そんなことを思いながら、ふと窓を見ると、ピンク色の長い髪かみをして、ぷっくりと大きな胸の女の子がいた。なんだか、泣きたくなった。

　と、その時、道場のドアが開く。

　頭を軽く押さえるようにして、小こ町まちが立っていた。

　明石さん、砂原さん、僕、と順番に見つめる。そして、僕でぴたっと視線が止まる。

「あ、小町、気がついた？」

　小町に話しかけて、すぐに気づく。

　しまったぁっ！　僕、いま、すごいことになってるよ！

　小こ町まちの目が、いつもの二倍くらいに大きくなる。いや、言いすぎた。一・三倍くらいに大きくなる。

「…………あれ、ハル？」

　小町が、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「なんでっ、ハルだよね？　なんで、そんなことなってるの！　え、なんでっ！」

　しばらく、なんで、を繰くり返かえしてから、小町はやっと落ち着く。そして、聞いてくる。

「……どういうことか、話してくれるよね」

　心配してるのと好奇心を半分ずつ混ぜたような表情だった。

「えっと、これはいろいろと事情があって」

　助けを求めるように砂すな原はらさんを見るけど、どうしましょうか、とばかりに曖あい昧まいな笑顔を浮うかべるだけだ。

　パシン、と左右のグローブをぶつける音がする。嫌いやでも喋しやべってもらうっていう意思表示だ。

「でも、ハル。その前に」

　いきなり、柑かん橘きつ系けいのいい香かおりが僕の周りを包んだ。

　小町が、あの、元地域最強のいじめっ子が、

　泣きそうな顔をして、僕に抱だきついてきた。

「…………え」

「ハル、怖こわかった。助けに来てくれてありがとう。とっても、嬉うれしかったよ」

　胸がどきどきする。

　目の前にいるのは、あの小町なのに、なんだろ、心臓が苦しい。

「私、ずっとハルを守るってつもりだったけど、もうそんな必要ないんだよね。ハルに守られるなんて思わなかった。悔くやしいけど、嬉うれしい」

　そんなことを言ってくる。

　ふと、視線を感じた。

　さっきまで静かに笑ってた砂原さんが、なんかぐっと痛みに耐たえてるみたいな顔でこっちを見ていた。

《コトが、ちくちくしてるぞ》

　ちくちくするってなに？　どういうこと？

　はっと、何かに気づいたように小町は慌あわてて体を離はなす。

「あ、違う、いまのはなしっ。今のはなんてゆーか、変な意味じゃないからね。ほら、事故とかに合った人がお互いに無事を喜ぶみたいな、そういうのだからっ！　安心のハグだから！」

　なんか、両手をぱたぱたって振ふって、よくわからないことを言ってくる。

　と、その時だった。




「ハルーーっ、無事かーっ！」




　廊ろう下かの向こう側から、声が響ひびく。

　それはどう聞いても、小学校の時からずっと一いつ緒しよの親友の声だった。

　なんで……なんで、ここにいるんだよっ。よりによって、一番、この姿を見られたくない相手なのにっ。

　廊下の向こうから、人ひと影かげが走ってくるのが見える。出来るかぎりの大声で叫んだ。

「武たけ一いちっ、こっちに来ないでっ！」

「なに言ってんだよ。心配させんじゃねぇよっ。お前っ、こんな時間に、なんでまだ学校にいるんだっ」

「いいから、来ないでっ」

　叫んでも、止まってくれる様子はない。声は、どんどん近づいてくる。

「万ばん里りちゃんがさ、またお前が帰ってこないっていって慌あわてて電話してきて、って、え──」

　ぴたっと、武一が立ち止まった。

　僕のところからも、武一の顔が見えるようになる。

　武一は、目を見開いていた。こっちは、本当に二倍くらい広がってるかも。

「ちょ、ちょっと待て、お前、いったい今、どんなかっこうになって、え」

　パニックになってるらしい。目を見開いたままだけど、無表情だった。鼻から赤い血だけが、ダラダラと垂れてくる。不気味、っていうか、軽くホラーだった。

　そのまま、いつか歌うた祓はらい神じん社じやに来た時と同じように後ろ向きに倒たおれそうになる。

　のを、ぐっと踏ん張って堪たえた。

　体を起こし、親友は叫ぶ。

「あ、ああ、ああああああーーーーっ、ぬ、あんだ、そりゃぁっ、倒たおれない、今日きようは、倒れないぞぉぉっ、！　ふひゅー、み、みせろっ、もっと近くでっ、お、おま、胸、おま、その服、髪かみの毛け、どうなって、ううがぁああああああっ」

　親友がスプリンター走法で全ぜん力りよく疾しつ走そうしてくる。

　目が血走っていた。鼻血が風に流されて後ろに舞まっている。こ、怖こええぇぇぇっ、赤あかい靴くつお化けと同じくらい怖ええぇぇぇっ。あれにつかまったら、何されるかわかったもんじゃないっ。

　とっさに、すぐ近くにいた小こ町まちの後ろに隠かくれてしまう。さっき、もう守る必要なんかないって言われてばかりだけど、無理だった。

　ひぃっ、とさすがの小町も悲鳴を上げる。

　武一が、ものすごいスピードで近づいてくる。

「ああああっっ、あすたああぁーっ、ど、どうなってる、ハル、ちょっと、まて、あすたぁああぁーっ、あああっ、こまちぃっ、そこを、どけぇっ」

　余りの恐きよう怖ふに、目を閉じる。
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　どんっ。




　派手な音が響ひびいた。




「い、いっけない。あんまりアレだったから、手がでちゃった」

　小こ町まちの声。

　目を開けると、小学校の頃ころからの親友が宙を舞っていた。

　去年の全国二位の正せい拳けん突づきが、全力疾走で駆かけてきた武たけ一いちを吹き飛ばす。

　親友は床ゆかで二回ほどバウンドしてから、両手を広げたまま廊ろう下かの上にびたんって伸のびる。

「た、たけいちーーーっ！」

　完全に意い識しきが飛んでいた。

　人が殴なぐられてあんな音するの、はじめて聞いたよっ。

「あ、ご、ごめんっ、ごめん、武一っ！　なしっ！　今のなしにしてっ！」

　小町が慌あわててぱたぱたと手を振ふるけど、残念ながら、なしにはならないよっ。

　でも、正直、助かったよ、小町。

　砂すな原はらさんが近寄って、明石あかしさんと同じように脈を確認してくれる。気を失ってるけど、怪け我がはないみたいだった。

　なんか暴走しちゃったけど、いちおう、僕を心配してきてくれたんだよね。ありがと、武たけ一いち。

《かんしゃのことばはないな！》

　と、頭の中でヨミちゃんの声がする。あぁ、うん、確かに今はその通りかもね。

「ずいぶん、幸せな顔で伸びてますねぇ」

　と、砂原さんが呟つぶやく。

　確かに、武一は最上級に幸せそうな笑顔だった。

「とにかく、皆みなさん無事でよかったです」

　砂原さんのその言葉を聞いて、改めて実感する。

　よかった。皆みんな、無事だったんだ。

　これで、全部、終わったんだね。




　途と端たん、急に体から力が抜ぬけた。

　……あ、れ？




「文ふみ野のくんっ！」

　正面から、砂原さんが駆かけ寄よってくるのが見えた。

《ハルっ、死ぬなー！》

　頭の中で、ヨミちゃんの縁えん起ぎでもない声がする。

　心配そうな彼女の顔を見ながら、僕は意い識しきを失った。











　さくら　さくら

　やよいの空は　見わたすかぎり

　かすみか雲か　匂いぞいずる

　いざや　いざや　見にゆかん






　夢の中で、砂すな原はらさんから『さくら』を教えてもらった時のことを思い出していた。




　歌うた祓はらい神じん社じやの境けい内だいで、砂原さんは静かに歌っていた。

　壊れ物のように儚はかなげで、澄すんだ歌声だった。

　それが、僕が『謡うたい人びと』になるために受け取った『隠かくれ謡うた』だった。

「……なんか、僕が知ってる歌詞と少し違うね」

　歌を聴きいてから、そう答える。

「これは二番の歌詞だからでしょう。皆さんがよく知ってる一番は、明治時代に東京音楽学校で筝そう曲きよく集しゆうを作ったときに編詞されたものなのです。それ以前、日本古来よりわらべうたとして歌い継がれてきたのは、こちらの二番なのですよ」

　そう言われてみれば、確かに二番の歌詞の方がわかりにくいというか、古い言葉遣いが多い気がする。

「まず、桜という木についてです。桜は日本古来より神秘の象しよう徴ちようでした。その名前の由来の一説では、佐さの座くら、だという物があります。佐とは古い言葉で山に住まう神の名を現し、座とは神の降りる場所を意味する。つまり、山神さまが降りる場所ということですね」

「へぇ、そんな雑学は知らなかったよ」

「他ほかにも、たくさんの詩歌に歌われ、時に恐おそれ、時に崇あがめられています。この神社の黄よ泉み桜ざくらのように、桜に関する伝説は日本各地にあります。満開の桜を見ると精神が狂くるうとか、桜の木の下には死体が埋うまっているとか、そんな怪かい談だんは聞いたことありますよね」

　確かに、それくらいなら聞いた事がある。

　桜という花の持つ雰ふん囲い気きは、確かに他の花と比べて尋じん常じようじゃないものがある、気がする。こう感じるのは、僕が日本人だからなのかもしれないけど。

「では二行目から紐ひも解といていきましょうか。〝弥生やよいのそら〟、普ふ通つうに読めば四月の空ということですね。ですが、これにはもう一つの意味があります。〝弥生やよい〟は〝夜宵〟とも書けます。そして、〝空そら〟は〝空から〟とも読めます。空からは虚きよ無むを意味し、この世に存在しない虚うつろうものを意味します」

　虚ろうもの、砂原さんが〝異人さん〟を最初に見た時に、そう言ったのを思い出す。

　言葉を奪うばわれ、『物うつし世よ』の外に追い出された存在のことだね。

「そして〝みわたすかぎり〟と続きます。〝見渡す〟は〝身渡す〟とも書けますね。これは体を明あけ渡わたすということ。〝かぎり〟は〝契ちぎり〟に掛かかっています。つまり二行目に隠かくされて意味はこうです。夜になり世界が虚うつろにゆらぐ時、体を明け渡して契ちぎりましょう」

　今ならわかる、これが、僕がヨミちゃんと合体することになったきっかけの歌詞だったんだ。

「三行目に出てくる、〝霞かすみ〟、〝雲くも〟、これらは曖あい昧まい模も糊ことしたものの象しよう徴ちようです。仙せん人にんは霞を食らうなんて言葉、聞いたことありませんか？　そして、〝匂においぞいずる〟、匂いとは目には見えないけれど感じるものです。つまり、三行目の意味は、『幽かくり世よ』の外側より虚ろうものが侵しん入にゆうしてきたのを感じる、ということです」

　だんだん、頭の中がいっぱいになってきた。でも、なんとか頭に叩たたき込こむ。

「最後の行、〝いざや　いざや〟と繰り返しが入るわけですが、この言葉、違和感がありませんか？　文ふみ野のくん、いざ、という言葉を使ってなにか言ってください」

「……いざ、尋じん常じように勝負」

「そうなりますよね。当時の言葉遣いとしては自然だったのかもしれません。ただ、現代になってしまうと、この〝いざ、いざ〟という言葉の繰り返しは強すぎると思うのです。さぁ、桜を見に行きましょう、と気楽に誘さそう感じではありません。まるで、戦いにいくような。そして、こう続くのです。〝見にゆかん〟、この〝見る〟が〝去さる〟に掛かり、〝去いにゆかん〟、〝消し去りにいきましょう〟という言葉になります。つまり、童謡『さくら』、に隠された意味は、





　さくらの木に宿っている神さま

　夜になり世界が虚ろにゆらぐ時、体を明け渡して契りましょう

　曖昧模糊とした者たちが出てくるのを感じます

　いざ、いざ、彼らを退治にいきましょう






「と、いう具合になります」

　頭の中で、今言われたことを反はん芻すうする。うーん。なんていうかさ。

「……なんか、あちこち苦しい気がしない？」

「まぁ、そうでしょうね。私の父がヨミさんを呼び出すためにこじつけたものですから」

「それって、ただの替かえ歌うたじゃないか！」

「それが、『隠かくれ謡うた』なのですよ。勘かん違ちがいでも、こじつけでも、意味を与えれば謡はそれだけで力を持つ。さぁ、これで君はもう、『謡うたい人びと』です」

　その時は、『さくら』の力っていうのがどんなものなのかはわからなかった。

　でも、その意味はわかった。『さくら』は、『隠れ謡』と戦う為ための『隠れ謡』なんだ。

　砂すな原はらさんが告げる。

「もし戦うことへの恐おそれが君の心を穢けがすなら、私がこの身に代えて君を守ります。もし女の子の魂たましいに向き合うことへの恥はじらいが君の心を穢すなら、私が君のことを誰だれよりも素す敵てきだと言い続けます。だから──共に穢けがれて参りましょう」







　目が覚めた。

　硝子ガラス越ごしに、神さまがぷすっと指先で穴を開けたように、丸くて綺き麗れいな月が見えた。

　視線をずらしていくと、木造りの天てん井じよう、それからちょっと古めの壁かべ、そして見覚えのある本ほん棚だなに行き当たる。そこで、砂すな原はらさんの部屋だって気づいた。

　どうやら僕は、気を失ってからここに運ばれてきたらしい。

　布ふ団とんの中でもぞもぞと体を動かして、砂原さんの姿を探す。

　部屋の隅すみに置かれたテーブルの上で、ノートパソコンを操作しているのが見えた。

　なにを見ているのか、砂原さんは幸せそうな笑顔を浮うかべている。

「……ねぇ、砂原さん」

　話しかけた瞬しゆん間かん、砂原さんの体がびくって震ふるえる。

　すぐに、カチカチってマウスがクリックされて、ウィンドウが消えるのが見えた。うーん、いったい、なにを見てたんだろ。

「気がついたのですね、文ふみ野のくん。よかったです」

　砂原さんが僕の方を振ふり返かえって、いつもの、百ゆ合りの花のように清せい楚そな笑顔を浮うかべる。

「ねぇ、今、なにを見てたの？」

「それは、秘密です」

　と呟つぶやいてから、なにか思い出したみたいに笑う。なんだか、これ以上は聞かない方がいい気がした。

「ねぇ、砂原さん。一つだけ、お願いがあるんだけど、いいかな？」

「なんでしょう？」

「『さくら』の童謡を、もう一度、歌って欲しいんだ」

　砂原さんはちょっとだけ恥はずかしそうな表情をした後、そっと、さっきの夢の中と同じ歌を口ずさんでくれる。

　やっぱり、なんだか落ち着くような、懐なつかしいような、とても綺麗な歌声だった。




　その時、突とつ然ぜん、視界の中に桜の花びらが過よぎった。

　これはヨミちゃんの力なんかじゃない。すぐに気づく。これはきっと、僕の記き憶おくが見せている幻まぼろしなんだろう。この桜の花びらは、あの日の景色だ。

　砂原さんの歌声は、どこか、子供の頃ころに聞いた『月ウサギの君』に似ていたから。




　歌が終わる。また照れくさそうに、砂原さんは僕を見た。

「………………君は」

　君は、もしかして──口に出そうとして、やめた。

「いや、なんでもないよ」

　小さく笑って、顔を逸そらす。

　いつかのフレーズが、頭の中に蘇よみがえってくる。




　砂すな原はらさんが綺き麗れいなのは、どうして？




　その答えは、まだわからなくていいと思った。

　視界の端はしに、桜の花びらが流れて、溶とけるように消えていく。

　ふと、砂原さんがこんなことを言ってくる。

「文ふみ野のくん。君が可愛かわいいのは……きっと、恥ずかしさを隠かくしているからなのですね」

　恐こわいのも、怯おびえも、憎にくたらしいや妬ねたましいのも穢けがれなら、きっと恥ずかしいのも穢れの一種なんだろう。共に穢れて参りましょう、砂原さんのあの時の言葉が頭の中に浮かんで、僕は思わず笑ってしまった。

　それは、なんていうか、もうどうにでもなれって感じのなげやりな笑い方だったと思うんだ。













アウトロ　花ざかりの季節ははじまったばかりだから







　放課後の渡わたり廊ろう下かで、砂すな原はらさんに出会った。

　ニコル先せん輩ぱいからのメールで、すぐに部室に来て、って連絡を貰もらって急いでいるところだった。

　先を歩いていた砂原さんは、僕に気づいて足を止める。

　そういえば、砂原さんと二人っきりで話をするのは、昨日きのうの夜に神社で別れてから初めてだ。

「文ふみ野のくん、ヨミさんと契ちぎりを結んだら姿が変わってしまうこと、先に言ってなくて申し訳ありませんでした。怒おこっていますか？」

　きっと、朝から気にしてたんだろう。砂原さんはそんなことを言ってくる。

　それはまぁ、あれにはかなり驚おどろかされたけど。

「お詫わびのしるしに、羊よう羹かんスティックをあげるので許してください」

「これでなんでも解決すると思ったら、大間違いだからね」

「私はそうは思いません」

　羊羹スティックを受け取りながら呟つぶやく。

「別に、怒ってないよ」

「え、怒ってないのですか。では返してください。プンプン詐さ欺ぎですよ」

　もう遅おそいよ、と言って口の中に放り込む。うん、いい甘あまさだ。で、プンプン詐欺ってなに。

「食べてしまったものは仕方ありませんね。では、その代わりに、条件があります」

　振ふり向むくと、砂原さんは、少しだけ照れくさそうに笑っていた。

「これからも私と一いつ緒しよに帰ってくれませんか？」

「それって、脅きよう迫はく？」

「いいえ、あの写真は消しましたので。ただのお誘さそいですよ」

　ウサギを追いかけていった神社での出会い、それからプールの更こう衣い室しつでの出来事。不思議な形で始まった僕たちの関係は、少しずつ変わりはじめていた。

　もちろんいいよ、と頷うなずく。断る理由なんか、なかった。

　だって、僕も、そう言おうって思ってたんだ。







　神話収集クラブの部室に入ると、テーブルの上にショートケーキが用意されていた。

　うわぁ、すごいよ。ホールのケーキなんて久しぶりにみたよっ。しかも、僕が一番好きなショートケーキだ。なんでショートケーキが好きかっていうと、美味しくて可愛かわいいから。美味しいものと可愛かわいいものはいっぱいあるけど、美お味いしくて可愛いものはなかなかないからねっ。

　と、現実に戻もどる。

　なんで、こんなところにケーキがあるんだろ。

　部室を見み渡わたすと、いつものソファにはニコル先せん輩ぱいと小こ町まちが座っていた。あれ……なんで、小町がいるの？

　僕と目が合うと、軽く右手を上げて「おす」と言って笑った。

「おそいよ、ふみのん、コトちゃん。パーティーに遅おくれてくるなんて」

「……あの、パーティーってなんですか？」

　そう聞くと、ニコル先輩が眠ねむたそうな声で付け足してくれた。

「ふみのんとこまちんの入部歓かん迎げいパーティーにきまってるよ」

「えっと、はじめて聞いたんですけど」

「当たり前だよ、サプライズパーティーなんだから」

　あぁ、それはそうですね。って、おかしいよ。サプライズで遅れて怒おこられるなんて、理り不ふ尽じんだ。あと小町は、こまちん、なんですね。

　あれから、僕も神話収集クラブに入部することになった。砂すな原はらさんの手伝いをするんなら、これからもこの部室の情報はきっと必要になる。昼休みの内に、砂原さんから部長にも連れん絡らくしてもらっていた。

　あれ。でも、お昼休みに連絡したのに、もうケーキがあるってすごい早業だ。

「とにかくよかったよ。ふみのんとこまちんのお陰かげで、とりあえず廃はい部ぶの危機を免まぬがれた」

「よかったですね、部長」

　と、砂原さんとニコル先輩が頷うなずきあう。

「あれ、廃部の危機ってどういうことですか？」

「うん、実は部活が存続するには部員が四人以上必要だったんだ。先輩たちが卒業して、いまはボクとコトちゃんだけだったからね。生徒会から、夏までに四人にならなかったら廃部って言われてたんだ」

　そんなにピンチだったんだ。なら、もっと危機感もって勧かん誘ゆうしてくださいっ。

　正面に座ってる小町に向き直って、尋たずねる。

「小町……ホントに、入部したの？」

　事件のあと、小町には、この世界の仕組みや『隠かくれ謡うた』について話していた。

　どんなショックな顔をするかと思ったら、話を聞いた小町は目をキラキラさせていた。そっか、こういう子だった。昔から漫まん画がみたいな冒ぼう険けんや不思議が大好きだった。こういうところは、子供の頃ころから変わってないんだなって思ったんだ。

　小町は、ちょっと照れくさそうな笑顔で教えてくれる。

「ニコル先輩がね、私のグローブかわいいって言ってくれたから」

「それ理由なのっ。でもさ、小こ町まちがこのクラブにはいったのって、『幽かくり神がみ』と戦うってことじゃないよね？」

「え、もちろんそのつもりだよ。昨日きのうはさ、わけがわからなくて怯おびえちゃったけど……タネさえわかれば大だい丈じよう夫ぶ。私は役に立つよ」

「でも、危ないよ。危ないんだよ。ねぇ、砂すな原はらさんもなにか言ってよ」

「いいじゃないですか。パーティーは多い方が楽しいですよ」

「そういうことじゃなくてっ。空手は、どうするんだよ」

「そこは兼けん部ぶになっちゃうけど、なんとかするって。あ、あれだよっ。あれだからねっ。変な下心なんかないからねっ」

　ぱたぱたって、オープンフィンガーグローブに包まれた手を振ふる。下心ってなにっ。

「私だってこの町が好きなんだ。こんな話を聞いちゃったら放っておけないよ。それに、私が知らないところでハルが傷つくのは、もう嫌いやなんだ」

　それを聞いて、僕は、武たけ一いちと同じことを言ってることに気づいた。

　そっか……武一はこんな気持ちだったんだ。それじゃ、僕には小町を止めることなんかできないじゃないか。

　砂原さんは、嬉うれしそうな笑みを浮うかべて頷うなずく。

「小町さん、少し危険なこともありますが、なにかあった時は、ご助力をお願いしますね」

「ありがと、コトちゃん。こっちこそよろしくねっ」

　ちなみに武一はというと、今日きようは休みだった。

　昨日の夜は、小町が責任もって家まで送り届けてくれたらしい。それからまったく話をしてない、次に会う時が怖こわいよ。

「さぁ、パーティーでしたね。紅茶淹いれましょうか。小町さんはケーキを切ってもらえますか？」

「あ、う、うんっ、まかせてっ。えっと、四人だから、えっと」

「なんで四等分で迷うのっ！」

　わいわいと、パーティーの準備が始まる。なんだか、僕も楽しくなってきた。

　と、その時だった。

　部室のドアがノックされる。はーい、出迎えると、廊ろう下かには明石あかしさんが立っていた。

　頭には、ちょこんって魔ま女じよの帽ぼう子しを被かぶってる。あ、どうやら僕と一いつ緒しよで引っかかったらしい。

「やった。これで二人目だ」

　と、ニコル先せん輩ぱいが嬉しそうに言う。えー、一人ひとり目め僕だよね、それだけっ。ショックだっ。

　部屋に入るなり、明石さんは思い切り頭を下げた。

「あの、昨日は、いろいろとご迷めい惑わくをかけてすいませんでした」

　明石さんは、赤あかい靴くつの女の子、になっていた時の記き憶おくは、ほとんど覚えてないみたいだった。でも、昨日の夜のことだけはぼんやりと覚えてるらしい。

　彼女の目は泣なき腫はらしたみたいになってて、ずいぶん苦しんだんだろうなってのは一目でわかった。ここに来るのだって、けっこう勇気がいることだったと思うよ。

　明石あかしさんが言葉を重ねようとしたのを遮さえぎるように、ニコル先せん輩ぱいの声がする。

「ちょうどよかった、聞きたいことがあったんだ。どうして君は『赤あかい靴くつ』の『隠かくれ謡うた』を知っていたのかな？」

　そういえば、その疑問が残っていた。

　明石さんは最初っから全部話すつもりだったみたいで、ポケットから紙を取り出す。

「あの、これが、私の靴くつ箱ばこの中に入ってたんです」

　紙を受け取って広げる。それは、どこにでも売ってるようなルーズリーフだった。手書きのボールペンで、『赤い靴』の『隠れ謡』の意味が書いてあった。

「……信じてなんかなかったんだけど、ちょっとおまじないみたいな軽い気持ちで、歌ったちゃったんです。まさか、こんなことになるなんて思ってなくて」

「ん。誰だれかが、意図的に明石さんに『隠れ謡』を教えたということだね。その誰かは、この町の『歌神さま』についてよく知っているみたいだ」

　ニコル先輩の言葉に、僕らはうーんって悩なやむけど、これ以上考えても、答えなんか出そうになかった。

「あの……皆みなさん、本当に申し訳ありませんでした」

　明石さんがもう一度、頭を下げる。

　確かに、こんなものが靴箱に届いたら、気にはなっちゃうかもしれない。でも、だから君が悪いわけじゃない、なんて言ったところで、どうしたって明石さんは落ち込んじゃいそうな気がした。だって、実際に襲おそわれそうになった子がいたわけだし、砂原さんはあちこち怪け我がをしてるんだ。でも、

「気にすることはないですよ。これだけの騒さわぎを起こしたのですから、後こう悔かいしないでください、なんて言う方が難しいでしょうけど」

　砂原さんが、紅茶を淹いれる手を止めて言う。

「けれど、これだけは覚えておいてください。誰の心にも穢けがれはあります。『隠れ謡』を謡えば、誰だって君と同じようになります。考え方次第ですよ、事故に合ったようなものだと思ってください」

　僕がちょっと躊躇ためらった言葉を、砂原さんは真っ直ぐに告げる。

　この事件のせいで、一番、危ない思いをしたのは砂原さんのはずだった。

　でも、砂原さんはそう言って元気づけるように笑う。あーあ。本当に、この子にはかなわないなって思う。

「穢れは誰にでもある、かぁ。それって焼もちみたいなのも入るんだよね。弱い心に打ち勝つには、やっぱり強くなる努力をしとかないとってこと、なのかな」

　小こ町まちはなにか自分も思い当たることがあったのか、苦笑いを浮うかべてから、いかにも彼女らしい前向きな言葉を挟はさむ。

「こまちん、それもちょっと違うかな。心の強さや弱さと、穢けがれとは違うものなんだ。『歌神さま』の力が穢れと繫つながりやすいのは、なぜだか知ってる？」

　砂すな原はらさんは前に、穢れがもっとも簡単に『幽かくり世よ』の外側のものを呼び込んでしまうからだって教えてくれた。でも。部長が続けたのは、それとは違う言葉だった。

「穢れが人間の感情の中で、もっとも人間らしいものだからだよ。人間は正と負、いずれの感情も持ち合わせている。愛や慈じ悲ひ、正義感や優しさや思いやりや自己犠ぎ牲せい、確かにそれは美しいものだけど……そんなものだけで満たされた世界を想像すると、ぞっとする」

　部長の声はいつもと一いつ緒しよで眠ねむたそうだったけど、いつもと、ちょっと違う気がした。

　でも、僕はなんとなく、それがニコル先せん輩ぱいの素直な気持ちで、この部にいる理由でもあるような気がしたんだ。

「美しい言葉だけでは、世界は灰色に塗ぬりつぶされてしまうよ。時には淫みだらなものも、暴力的なものも見てみたいと思ってしまう。だから僕は、オカルトが好きなんだ」

　誰だれも、何も言わなかった。なんていうか、圧あつ倒とうされていた。

　明石あかしさんも真っ直ぐに顔を上げて、旧校舎の魔ま女じよさんの声を聞いていた。

「世界が美しいのは、穢れを隠かくしているからなんだ。だからさ、君の行いは恥はじることじゃないよ。むしろ、穢れるほど人を好きになったことを誇ほこればいいと思うんだ。穢れを宿した君の恋は、きっと美しいから」

　あぁ、そうか、と思った。

　それは砂原さんが言っていた、美しいものには秘密がある、ってことと通じるのかもしれない。

　世界が美しいのは、きっと、夜空に浮かぶ月の中に、水面に跳はねる光の中に、そよぐ風の中に、舞まい散ちる桜の中に、人々の笑顔の中に、恋人たちが交わす愛の言葉の中に、痛みを悲しみを妬ねたみを弱さを憎にくしみを下心を、穢れを隠しているからだ。

　でも、ニコル先輩のちょっと極きよく端たんな言葉が、明石さんを元気付けてくれるかは不安だけど。

　と、思ってた傍そばから声がする。

「……ありがとう、ございます。私、馬ば鹿かですね。あの時、占うらないしてもらった時、もっとちゃんと先輩の話を聞いてれば」

　明石さんは、今にも泣き出しそうだった。

「でも、今の言葉を聞いてはっきりしました。私、それでも武たけ一いちくんのこと、あきらめません。この気持ち、もっと大事にします」

　予想外に、すっごい励はげみになってた。すっごい前向きになってるよ。

　やっぱり、部長をやってるし、魔女なんていわれるだけあってすごい人なのかもしれない。

　そこで、砂すな原はらさんが紅茶を淹いれて戻ってくる。小こ町まちもちゃんとケーキを切り終えていた。うーん、でも大きさがばらばらだ。一つだけ大きいのいるし。代わればよかったかな。

「とういうことで、パーティーをはじめよう。明石あかしさんもせっかくだからちょっと食べていきなよ」

「あ、このおっきいのを分ければちょうど五等分になるんじゃない。うん、計算どうりだ、ははっ」

　って小町が笑う。うそだー。それはうそだー。

　皆みんなでケーキを食べていると、大事なことを思い出した。

「あ、そうだ。ちょうどよかった。僕もクッキー焼いて来たんですよ」

　入部初日なので、なにかできないかなって思って、早起きして作ってきたんだった。

　ケーキはすぐに食べ終わっちゃいそうだし、今、出しちゃった方がいいよね。と、鞄かばんの中からタッパーを取り出す。

「ハルの手作りお菓子、久しぶりだね。昔はよく作って、学校に持ってきてたのに。クラスの誰だれかの誕生日とか、欠かさず何か作ってきてたよね」

「へぇ、ふみのん、子供のころからマメだったんだね」

「ホントに美お味いしそうです。あ、これ、ウサギさんの形になってるのですね」

　と、皆が喜んでくれる。早起きしてよかった。

　それからもう一つ、頑がん張ばらなきゃいけないことを思い出す。

「あ、あと、ちょと編み物してていいですか。父の日にプレゼントするつもりなんだけど、なかなか時間がとれなくて」

　ニコル先輩から許可をもらって、鞄から編み掛けのマフラーを取り出す。

　いそいそと編んでいると、横から、明石さんの呟つぶやきが聞こえてきた。

「…………やっぱり、君がいちばんの強敵でしたか」

　どういうこと、それっ。

　と、騒そう々ぞうしい足音が廊ろう下かを駆かけてくるのが聞こえた。

　開けっ放しになってたドアの向こうから、息を切らせた親友の顔が覗のぞく。

「ハルっ、いるかっ！」

　顔を出したのは、今日きよう、学校を休んでいたはずの武たけ一いちだった。よっぽど慌あわててたみたいで、思い切り息を切らせている。

「あれ……武一、なんでいるの？　今日、休みだったよね」

「た、たたたたた武一くんっ！」

　横で、明石さんが焦あせった声を上げる。ちらっと見ると、顔を真っ赤にしていた。うわぁ、そんなに好きなんだ。

　武一は、僕の方を真っ直ぐに見つめて答えてくる。

「家でずっと昨日きのうのことを考えてた。夢だったのか、現実だったのか、どれだけ考えてもわからねぇ、だから、確かめにきたんだ。でも、ハル、お前がこの部室にいるってことは……昨日のは、夢じゃねぇのか」

「夢だよっ！　なんのことだか知らないけど、僕、昨日の夜は、一歩も外に出てないよっ」

「本当……か？」

「うん、ほんと、ほんとっ！」

　武たけ一いちは、安心したような笑顔を浮うかべる。

「そうか、本当かっ。よかったー。そーだよな、あんなこと、実際に起こるわけねぇよなっ」

　とりあえず、夢ってことで誤ご魔ま化かし通せたみたいだっ。

　武一の後ろで、小こ町まちと砂すな原はらさんが顔を見合わせて笑ってるのが見えた。二人ふたりとも、わかってるだろうけど秘密にしてね、と視線を向ける。

　武一は、しばらく安心したみたいに笑っていたけど、なにか重大なことに気づいたみたいに悩なやみ始はじめた。小声でボソボソと独ひとり言ごとを呟つぶやき始はじめる。

「でも……それはそれで、問題だな。俺おれは、いったいハルのことを、どんな風にみてんだよっ。夢って、やっぱ、潜せん在ざい的てきな願望が出てくるっていうよな……くそ、認めねぇ。認めねぇぞっ」

　なんだか知らないけど、背筋がぞくぞくした。

　武一、お願いだから、いつまでもただの友達でいてね。

　ふと、なにか思い出したみたいに武一は顔を上げる。

「あれ、ちょっと待ってくれ。じゃぁ、なんで、ハルはこの部室にいるんだ？」

　その質問に、僕は立ち上がって親友を見上げた。

　僕のことを心配して、戦いから遠ざけようとしてくれたのは武一だ。だから、これだけはちゃんと言わないといけないって、ずっと考えてたんだ。

「ごめん、武一。僕……やっぱり、砂原さんの仕事を手伝うことにしたんだ」

「え…………そっか、そういうことか。正直、こうなる気はしてたんだ」

　ちょっとだけ、寂さびしそうに親友は笑う。

「別に謝るとこじゃ、ないだろ。お前は、俺が思ってたよりずっと男だったってことだよ」

「……武一」

　武一は、ぽん、と僕の頭の上に手を乗せてくれる。

「俺にできることがあれば、なんだって言ってくれ。俺はお前の親友だし、いつだってお前の味方だし、ファンクラブのナンバー３だからな」

　ありがとう、武一。でも、ファンクラブは付けなくていいよ。

「こうなったら、俺もこの部にいれてもらおうかな」

「ちょっと武一、変な下心で入部するのはやめといた方がいいよ。ほら、ハルを守る役目は、私がやるからさ」

「お前が言うのかよっ」

　小こ町まちの言葉に、全力で突つっ込こみをいれる武たけ一いち。だから下心ってなんだよ。

　明石あかしさんも僕と同じところに引っかかったらしい。ソファに座ってる皆みんなを見回してから、声を上げる。

「変な下心ってどういうことですかっ、あとファンクラブってなんですかっ、武一くん、まさか、この中に誰だれか好きな人がっ」

　武一は何も答えずに、ちょっとだけ照れくさそうに鼻をかきながら、ちらっと僕を見た。

「い、いや、別に好きな人とかいねぇけど」

　ねぇ、なにっ。今のチラッ、なにっ！

「…………やっぱり、強敵でしたかっ」

　明石さんが僕を睨にらむ。間違ってるよ。なんか、いろいろ間違ってるよ。

「こうなったら、こちらにも奥おくの手てがあります。実は、私、眼鏡めがねを取るとすごいんです」

　なんか明石さんがいよいよ変なことを言い出した。

　眼鏡を取ったら、もっと可愛かわいいってこと？　眼鏡っ子のお約束みたいなの？

　あ、ほんとだ。確かに、眼鏡を取った方が断然可愛いよっ。

「私、すっごい視力が悪いので、眼鏡を取ると何も見えないから……だから、今ならなにも恥はずかしくないんですっ」

　あれ、すごいってそういうこと。可愛いじゃなかったのっ。

　明石さんは外した眼鏡を両手でそっと持ったまま、全力で宣言する。

「す、すすす、好きでしたっ！」

　いきなりなに言ってんの、この子っ。でも、たしかにすごい勇気だ。

　でも、でもね。

　それ、武一じゃないっ。完全に小町の方を見て言ってるよ。見えてなさすぎだよっ。

「あー、いや、気持ちはうれしいけど、私は、ほら、その、女子だし」

　と、ぱたぱたと手を振ふる小町。そっちもそっちで、なに言ってんの。

　聞こえてきた声に、え、と明石さんは自分の失敗に気づくけど、手て遅おくれだった。

「……明石さん、そうだったのか。君も、俺おれと同じ種類の悩なやみを持ってるんだ。小町、たしかに格好いいからな。なんだか君には、近いものを感じるよ」

　と、武一が明石さんに近寄り、その手をぐっと摑つかむ。

「明石さん、これから仲良くしていこう。お互たがいにいろいろと相談し合おうぜっ」

「え、あの、武一くんっ、ちがっ。あぁぁ、ちょっとだけ距きよ離りは縮まったけど、嬉うれしくないですっ！」

　そりゃそうだよ。でも、顔を真っ赤にした明石さんは、ちょっと嬉しそうに見えた。

「古ふる井い君、残念だけど、今のところ神話収集クラブは女の子しか入部を受け付けてないんだ」

　ニコル先せん輩ぱいが、いきなりそんなことを言う。あれ、僕もう入部してるよ。

「え、そうなんっすか、残念っすね。仕方ないな、ここのことは小こ町まちに任すか」

「ちょっと、誰だれか僕のこと突つっ込こんでよっ」

「いや、だってあのハル子を見たら、なにも言えないよねぇ。あれ、すっごい綺き麗れいだった。もう、女の私でもファンになっちゃいそう」

「ええ、あのハル子さんは綺麗でしたね。あ、このクッキー、本当に美お味いしいです。よい甘あまさですね」

　小町と砂すな原はらさんが、紅茶を飲みながら談笑している。

「ちょっと、なに言ってるんだよ、二人ふたりとも！」

「なにぃっ、お、俺おれの知らないハルがいるだとっ！　それはどんなハルだ！　ハル子ってなんだっ！　俺にもハル子を教えてくれ！」

　武たけ一いちまでなに言ってるんだよっ！

　こうなったら言うしかないっ。自分で作ったウサギのクッキーをパクっと口に淹いれて、網あみ掛かけのマフラーを摑つかんだまま立ち上がって、全力で叫んだ。




「僕は、男だよっ！」




「説得力ないよ」「ハル、説得力ないって」「説得力ねぇから」「……やっぱり強敵だ」「文ふみ野のくん、ほんとに君は素敵ですね」

　なんでだよっ！　もっかい言うよ。なんでだよーっ！

　まだ、高校生活は始まったばかりだったけど、不安や悩なやみはいっぱいだった。

　手伝うことになった砂原さんの宿めのこととか。

　親友の言動が日に日におかしくなってることとか。

　この学校のどこかにいる『月ウサギの君』のこととか。

　でも、こうして皆みんなで部室に集まって騒さわいでるのは、そういう問題をちょっと忘れてしまうくらい、とても楽しい時間だった。

　そして、皆にからかわれながら僕は誓ちかった。マフラーを編みながら、早起きして作ってきたウサギ型のクッキーをほお張りながら誓ちかったんだ。

　可愛かわいくなんかない、女の子なんかじゃないっ。

　今にみてろ、ぜったい男らしくなってやるから！










あとがき




　子供の頃ころ、好きだった童どう謡ようがあります。

　小学校で習った『朧おぼろ月づき夜よ』です。

　あの、日本語の美しい部分だけをぎゅっと集めたような歌詞は、聞くたびにちょっとした感動をくれます。

　初めて教科書で読んだとき、ほとんど意味がわからなくて、辞書で調べたり親に聞いたりしました。「おぼろってなに？」と母に聞いて「鳥のミンチ」という答えが帰ってきた時の衝しよう撃げきは、今でも忘れられません。当時の私は、いったいどんな月夜を想像したのでしょう。

　知らない方や忘れてしまった方は、ぜひなにかのついでに検索してみてください。

　この本が、そんなきっかけになって頂けるとうれしいです。




　こんにちは、瀬せ那な和かず章あきです。

　まず最初にお世話になった皆みな様さまに感謝を述べたいと思います。いつも的確な指し摘てきをいただいている担当の佐さ藤とう様、小こ原ばら様。素す敵てきなイラストで物語を彩いろどっていただいてくださいましたイラストレーターのシコルスキー様、この本を出すに当たり携たずさわっていただいた全ての皆様、そして手にとって頂いた読者の皆様へ……あとがきを書くたびに感謝の気持ちでいっぱいになります。

　また、私の前作の読者の皆様、今回、また新しい物語をお届けすることになりましたが、前作についてもなんとか新しい物語を皆様にお届けできるようせいいっぱい努力を尽くしていきたいと思っていますので、今後ともよろしくお願いします。

　深々。

　今回の物語では、いくつかの童謡が登場します。

　童謡はホラーとして扱あつかわれることが多いテーマですが、その根底には、深い優しさと軽い洒落しやれっ気があるようなきがします。ハルたちのドタバタと一いつ緒しよに、ほんの少しだけ楽しくライトに紐ひも解といていけたらと思っています。

　この国には、言こと霊だま信しん仰こうというものがあります。

　長く語り継がれた歌には力が宿る。

　私がずっと昔に読んだ、万葉集か何かの解説本にこんな言葉が書いてありました。

　もしかしたら童謡にも、そんな力が宿っているのかもしれません。

　だから、人を惹ひきつけてやまないのです。




　子供の頃、苦手だった童謡があります。

　小学校で習った『通りゃんせ』です。

　私が子供の頃に住んでいた町では、信号が青になるとこの謡うたがかかっていました。

　夕暮れ時に一人ひとりで、人気のない交差点で信号待ちをしていると、スピーカーから掠かすれたメロディが流れてきます。全力で家まで駆かけながら、この選曲は子供を怖こわがらせるための嫌いやがらせに違いない、と思ったものです。もし皆みなさんのご声援いただき、次巻が出せるようになれば、この謡が登場するお話にしたいです。

　『朧おぼろ月づき夜よ』の歌詞ように澄すみ渡わたるような美しさ、『通りゃんせ』のメロディのようにゾクゾクするような物悲しさ、他ほかの童謡が持つような楽しさや明るさや軽快さ。私の物語は、まだまだそれらの謡うたみたいに力が宿るものではないですが、同じように、皆様が楽しく笑っていただけるようなものになればと思っています。

　まだまだ未熟者ですが、これからも面白い物語をお届けできるようせいいっぱい書き続けていきます。

　これからもよろしくお願いします。


瀬那和章
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瀬せ那な和かず章あき

羊よう羹かんスティックの可能性を考えてみました。写真はカップラーメンのフタを押さえてるところ。羊羹は、このあとスタッフがおいしくいただきました。
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イラスト／シコルスキー

猫とおにゃのこと映画を愛する神奈川県在住の引きこもり絵描き。好きな映画：ブレイブハート、未来世紀ブラジル、博士の異常な愛情、隠し砦の三悪人、ミッドナイトラン。









[image: ]電撃文庫





可愛かわいくなんかないからねっ!








瀬せ那な和かず章あき
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